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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　あとがき







　プロローグ







　中なか山やま戒かいは孤こ立りつ無む援えんだった。

　時刻は午前三時三〇分。誰だれもが寝ね静しずまり、時折風が窓を叩たたく音だけが部屋に響ひびき渡わたる深夜。戒はただ一人、誰からの助けも得られないまま強大な敵と戦い続けていた。

　男としての本能的欲求──すなわち、性欲という名の強大な敵と。

「ふ……ん……♥」

　艶なまめかしい呻うめき声と共に首筋に吐と息いきが吹ふきかけられ、戒は堪たまらず全身を震ふるわせる。

　この状態になってからもう何度目だろうか。普ふ通つうなら誘さそっているとしか思えない仕草だが、決してそういうわけではない。

　背中にぴったりとくっついている彼女──ミラは、ちょっとやそっとでは起きないほど深い眠ねむりについているのだ。

　同じ部屋、しかも、同じベッドの上で。

（朝まであと三時間半……。その間、ずっとこの生殺し状態が続くなんて……本当、地じ獄ごくだよ……）

　ベッドに入ってから今までの苦労がまだ当分続くかと思うと、本気で泣きたくなってくる。いっそ本能のまま行動したいという衝しよう動どうに何度も駆かられたが、その衝動も理性という名の剣けんでことごとく討うち果たしてきた。男として、寝込みを襲おそうなどという最低の行こう為いをするわけにはいかない。

「ふふ……♪」

　どこか嬉うれしそうな忍しのび笑い（何か楽しい夢でも見ているらしい）を漏もらしながら、さらにぎゅーっと抱だきついてくる。しっとり汗あせばんだ手がお腹なかの辺りをくすぐり、人並み以上のボリュームを持った胸の膨ふくらみがこれでもかといわんばかりに押しつけられた。

　これほど密着されて平然と眠れるほど、戒は女性に対して無む頓とん着ちやくではない。ぎゅっと目を閉じ、お腹や背中に感じる感かん触しよくを懸けん命めいに頭から追い払はらう。それでも、下半身の一部は先さき程ほどからもう大変なことになっていた。

（お願いだから……早く朝になって……）

　両手を合わせ、特に信じてもいない神様に祈いのりを捧ささげる。が、

「んゅ……（スリスリ）」

「はぅんっ……⁉」

　それを嘲あざ笑わらうかのようなミラの頰ほおずり。首の辺りに感じるスベスベした温かさに、思わず力の抜ぬけた声が出る。

（うぅぅ……誰か、助けて……）

　心の中で助けを求めるも、もちろん、その声を聞き届ける者はいない。

　長い長い夜の終わりは、まだ当分、見えそうになかった。







　第一章　波乱の強化合宿⁉







　朝。顔全体に照りつける強い日差しに不快感を覚えながら、戒かいは自室のベッドで目を覚ました。全身に纏まとわり付くような寝汗がさらに不快感を助長する。

　ここ一週間ほどで、ニブルヘイムの気温は一気に上じよう昇しようした。この世界の季節がどのような名めい称しようで呼ばれているのかはわからないが、日本でいえばもう夏真まっ盛さかりという感じだ。

（うぅ……身体からだがだるい……。もうちょっとだけ寝ようかな……）

　現在時刻を確かく認にんする気力も湧わかず、ごろんと反対側に寝返りを打つ。と、

　──ふにゅんっ

　右手に、何やらとてつもなく柔やわらかい感触が。

（んん……？）

　寝ぼけた頭のまま、もみもみしてみる。

「あんっ……♥」

　こちらの手の動きに反応して、艶つやっぽい声が上がった。

　なんか、聞いたことのある声だったような……。

「もう～カイくんったら……朝は意外とオオカミさんなのね～。でも、それはそれで素す敵てきかも～♪」

　何だか楽しそうな声。

　それはとても結構なことだと思うのだけれど……やっぱり、どこかで聞いたことがあるような……。

「それにしても、カイくんの寝顔はやっぱり可愛かわいいわ～。いわゆる一つの〝眼福〟というやつね～。せっかくだから、このままおはようのキスをしちゃおうかしら～♪」

　そう言うや否いなや、何かが近付いてくる気配。

　本能的な危険を感じ、戒は睡すい魔まを一刀のもとに斬きり捨てて目を見開いた。

「ん～～♪」

「わっ、ちょっ……ジゼラ先せん輩ぱいストップ！　ストップです！」

　目と鼻の先にあったジゼラの顔を慌あわてて押しとどめる。

　危ない……あと一秒遅おそかったら、完全に手て遅おくれだった……！

「あらあら、カイくんおはよう～」

「おはようございます……って、いやいや！　そんなことより、どうして僕のベッドにいるんですか⁉　しかもそんなスケスケのネグリジェで……！」

「ええっと……色々あって～？」

「色々って言われても！」

「じゃあ説明するわ～。でもその前に……そろそろ手を離はなして欲しいかも～」

「へ……？」

　その言葉にすっと視線を下げる。

　戒の右手は、未いまだにジゼラの胸を鷲わし摑づかみにしたままだった。

「あわわっ……！　す、すみません！　僕寝ぼけてて、決してわざとじゃ……！」

「大だい丈じよう夫ぶよ～。カイくん、落ち着いて～」

　あたふたして言い訳を始めた戒をジゼラがぎゅっと引き寄せる。

　戒の顔はジゼラの豊満な胸の谷間にすっぽりと埋うずまってしまった。

「あふっ……」

「どう～？　少しは落ち着いた～？」

「ふぁ、ふぁい……（は、はい……）」

　包容力たっぷりのふわふわとした感触に心が落ち着く。というより、思考がトロけて麻ま痺ひしてしまう。

　ふぁ……いけないとはわかってるけど、やっぱりキモチイイ……。

　出来ることならずっとこのままで──

「（がちゃっ）おい、カイ！　そろそろ起きろ！　あと一時間ほどで出発…………」

　いられるはずもなく。

　唐とう突とつなアリサの登場で、部屋の空気が完全に死んだ。

「あ、あの……アリサ？　違ちがうんだよ？　これはジゼラ先輩が勝手に──」

「ひどいわカイくん……昨日のことは遊びだったのね……？（涙なみだ声ごえ）」

「ちょっ……そんな泣きそうな顔で意味深な発言しないでください！　本当に僕が何かしたみたいじゃないですか！　違うよアリサ！　僕は本当に何も……！」

「うるしゃぁぁあああい！」

　まるで浮うわ気きした男の言い訳のような戒の弁解もむなしく、アリサは顔全体を真っ赤にして大声を張り上げた。

「二人ろも！　そこにしぇいざしにゃしゃい！」

「え～？　でも～……」

「いや、だから僕は……」

「しぇいざッ！」

　ギンッ、と鋭するどい眼光を向けられ、戒とジゼラは渋しぶ々しぶ床ゆかに正座する。

　呂ろ律れつが回っていないせいでまるで小さな子供のわがままのように聞こえるが、彼女が全身から発する怒いかりのオーラはとても子供の比ではなかった。

「オホン……。それで、ジゼラ先輩？　なぜ先輩はカイの部屋に？」

　一つ咳せき払ばらいをして気持ちを落ち着けたアリサが尋たずねる。

「ええっと……そこにカイくんがいるから～？」

「…………」

「冗じよう談だんよ～。そんなに睨にらまないでアリサちゃん。ほら、カイくん結構お寝ね坊ぼうさんだから、そろそろ起こしてあげた方がいいかと思って～」

「なるほど。しかし、起こしに来たのならなぜカイのベッドに？」

「そこにベッドが……ウソウソ。だからそんなに目を吊つり上げないで～」

　怒りのあまり今にも噴ふん火かしてしまいそうなアリサをジゼラが宥なだめる。

　先輩……絶対わざとやってますよね……。

「カイ！　お前もお前だぞ！」

「えっ⁉　僕⁉」

「お前の自己管理がなっていないからベッドに潜もぐり込まれるのだ！　朝きちんと起きればこんなことにはならなかった！」

「ご、ごめん……今日はなかなか起きれなくてさ……」

「わたしの胸むね枕まくらが気持ちよくて～？」

「は、はい……って、そうじゃなくて！　暑くて身体がだるかったから！　本当だよ⁉」

　アリサから侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしを向けられ、戒はわたわたと両手を振ふって必死に弁解する。

　そんな戒をしばらく無言で見つめた後、アリサは疲つかれたように一つため息をついた。

「もういい……。時間がないから早く着き替がえろ。出発時刻に遅おくれる」

「出発……？　ああ、強化合宿って今日からだっけ……」

　寝ぼけていた戒の頭がようやく覚かく醒せいし始める。

　今日から四泊ぱく五日の強化合宿。朝食を食べたらすぐ出発する予定だったはずだ。

「そういうことだ。合宿所まで半日弱はかかるから、急いで支し度たくしろ。私は先に食堂に行っている」

「は～い。また後でね～♪」

「先輩は一いつ緒しよに来るんです！」

　笑え顔がおで手を振って見送ろうとしたジゼラの首根っこをアリサが摑む。そのままズルズルと部屋の外まで引きずっていった。

「カイくん、朝ご飯用意して待ってるわね～」

　ジゼラのその言葉を最後に、扉とびらがバタンと乱暴に閉められる。騒さわがしかった室内が一気に静まり、戒はベッドから両足を下ろすと嘆たん息そくした。

　あの二班との一戦から今日で二週間。負ければ退学という絶体絶命の危機を乗り越こえ、二四班一同は平へい穏おんな日常を取り戻もどした……はずだったのだが。

（ジゼラ先輩だけは相変わらずだなぁ……。どうしよう……）

　戒とて健全な青少年。こうも毎日のようにきわどいアプローチをされては正直、身がもたない。いつ理性が飛んでしまってもおかしくない状態だ。

　そんなわけで当然、対策を講じようとしたわけだが……。

（まさか……あんなことになるなんて……）

　今からちょうど一週間前。

　衝しよう撃げき的な事実を聞かされた日のことを思い出し、戒は一人頭を抱かかえた。







「魔ま力りよく検査の結果を公表したい～？　いきなりどうしたのだ～？」

　クルクルと研究室の椅い子すを回転させながら、イレーナが不思議そうな顔で首を傾かしげる。身体の回転に合わせてボサボサの赤あか髪がみがあっちこっちに揺ゆれた。

「いえ、その……ジゼラ先輩が……」

「ジゼラがどうかしたのか～？」

「まぁ、なんというか……ちょっとスキンシップが過か剰じようというか、そういう状態でして……それで……」

「ああ～……例の英えい雄ゆうの力か～。その話はイレーナさんも聞いたのだ」

　椅子の回転をピタリと止めてイレーナが戒を上うわ目め遣づかいに見る。その表情はとても可愛らしいものだったが、幼すぎて色気はまるで感じられなかった。

「アリサには皆みんながっかりするから魔力がないことは秘密にしておけって言われたんですけど……このままじゃ僕の身がもちませんし……。魔力がないことがわかれば、ジゼラ先輩も過剰な誘ゆう惑わくはしてこなくなると思うんです」

　ジゼラが一番に求めているのはあくまで英雄の力。それがないとわかれば、少なくとも今よりは状じよう況きようが改善されるに違いない。

　まぁ、見向きもされなくなったらそれはそれで悲しいけど……。

「なるほどな～。ん～……しかしなぁ～……」

　イレーナが顎あごに手を当て、難しい顔で唸うなる。

「確かに、そうすると僕が一体何者なのかって話にはなると思うんですけど……そこはひとまず保留という形にしてもらって……」

「いや、そういうことじゃなくてだな～」

　こちらの言葉を遮さえぎって首を横に振るイレーナ。どうやら彼女の懸け念ねんは別のところにあるようだ。

「イレーナさんも英雄の力については一通り調べたのだ。異世界人である英雄の持つ、契ちぎりを結んだ相手の潜せん在ざい的な魔力を引き出す力。ただな～……いくら調べても、高い魔力が英雄の力の源だとはどこにも書いていなかったのだ」

「…………へ？」

「ようするに、英雄の力と魔力の有う無むの因果関係はよくわからないのだ。もしかしたら、異世界人であることが英雄の力を持つ条件という可能性もあるな～」

「……えっと、それって、つまり……？」

「魔力がないからといって、英雄の力がないとは限らないということなのだ。多分、ジゼラもそれはわかっていると思うのだ」

　イレーナの口から語られた衝撃的な事実に、半ば思考がフリーズする。

　相手の潜在的な魔力を引き出すというくらいだから、てっきり高い魔力が源だと思い込んでいたが……どうもそうとは言い切れないらしい。となると……。

「もし魔力検査の結果を公表すると、いよいよお前の価値は英雄の力に集約されるのだ。そうなると、ジゼラはますます激しく誘惑するかもしれないな～」

「…………」

「それでも公表するか～？」

「いえ……いいです……」

　イレーナの問いかけに、戒はがっくりと肩かたを落としてそう答える他ほかなかった。







　朝食を終えると、二四班一同は各おの々おの旅支度を調ととのえ、宿舎の前に集合した。

　戒もこの日に備えて日用品や衣類は購こう入にゆう済みだ。

「うわ……馬車だ……」

　宿舎の前に停とまっている箱馬車を見て、戒はつい感かん嘆たんの声を上げる。馬の後方にある車両は五、六人が座れそうなほどの広さで、屋根もしっかりとついていた。これなら雨の中でも心配なさそうだ。

「馬車に乗るのは初めてか？」

　戒の背後にいたアリサが尋ねる。

「うん。っていうか、馬を生で見たこと自体初めてかも」

「カイくんのいた世界では移動に馬を使わないの～？」

「全く使わないわけじゃないですけど……あまり一いつ般ぱん的ではないですね。車の方が一般的です」

「くる、ま……？」

　ジゼラに続いてカリナも会話に加わる。

「そういう乗り物が僕の世界にあるんだよ。正確には自動車かな？」

「そのじどうしゃというのは馬車より速いのか？」

「うん。多分、五倍くらいスピード出るんじゃないかな？　まぁ、普ふ通つうの道じゃそんなに出さないと思うけど……」

「五倍っ……⁉」

「あらあら～。そんなにスピードを出したら、わたしなら振り落とされちゃいそうだわ～」

「す、すごい、です……！」

　三者三様の驚おどろきを見せる三人に、戒はついつい苦く笑しようする。

　そして同時に、一人だけ何の反応も見せていないことに気が付いた。

「ミラ？　どうかした？」

　三人の後方、俯うつむき加か減げんでぼうっとしているミラに声をかける。

「え……？　な、なんですの？」

　こちらの声に反応して、ミラは慌あわてたように顔を上げた。

「いや……なんかぼうっとしてたから。具合悪いの？」

「む？　そうなのか？」

　アリサをはじめ、ジゼラとカリナも心配そうな顔で振り返る。

「心配ご無用。体調は問題ありませんわ。少し考え事をしていただけですの」

　そう言って、いつものように短い金きん髪ぱつをかきあげるミラ。

　一応、目に見えて体調が悪いということはなさそうだけど……。

「本当か？　なんなら少し出発を遅らせて……」

「問題ないと言っているでしょう？　それより、御ぎよ者しやは何をしていますの？　御者がいないと出発出来ませんわ」

　なおも心配そうなアリサにそう答え、御者を捜さがすように辺りを軽く見回す。

　すると、

「何を言っているのだ！　もうとっくにここにいるのだ！」

　馬車の方から、声変わりする前の少女のような声が聞こえてきた。

「きょ、教官っ⁉」

　車両の前方から顔を覗のぞかせたイレーナを見て、戒は思わず驚きよう声せいを上げる。

　ちょうど車両の真横にいたので、車両と馬の間に隠かくれて見えなかったのだ。

「え？　もしかして、教官が運転するんですか？」

「そうなのだ。もう出発するから早く乗るのだ」

「そうですか……」

　その答えに一つ頷うなずいた後、戒は隣となりのアリサに声をかける。

「目的地まで歩いてどのくらい？」

「徒歩では到とう着ちやくが明日あしたになってしまう。どうしたものか……」

「カリナちゃんの加速の魔法を使えば今日中に着けるかも～？」

「無理ですわね。途と中ちゆうでカリナの魔力が切れてしまいますわ」

「あぅ……す、すみません……」

「どうして徒歩移動を検討し始めるのだ～⁉」

　真しん剣けんな顔で話し合いを始める二四班一同に、イレーナは全力でツッコミを入れるのだった。







　ガタゴトと小さく車両を揺らしながら、馬車はゆったりとした速度で進んでいる。

　宿舎を出発してからもう数時間。窓の外にはのどかな田園風景が広がっている。ここ一時間ほどずっと景色が変わらないので、窓の外を眺ながめるのは少々退たい屈くつだ。

　しかし、それでも戒が外の景色を見つめているのには理由があった。なぜなら、

「はい、カイくん。あ～ん♥」

「い、いえ、もうたくさん食べましたから……」

「あっ、また……！　ジゼラ先せん輩ぱい、次は私の番のはずです！」

「あらあら～、そうだったかしら～？」

「カイ先輩、お茶のおかわり、どう、ですか……？」

「あ、ありがとう。後で貰もらうよ」

　左右に忙せわしく首を振ふり向けて苦笑を浮うかべながら、心中で嘆息する。

　馬車の中で昼食をとることになってからずっとこの調子。あれこれと気を遣つかって貰ってとても嬉うれしい反面、あまりの騒さわがしさに少しだけ気き疲づかれしてしまう。風景でも見つめて気を紛まぎらわしたくなるというものだ。

　おまけに、

「はぁ～……お腹なかが一いつ杯ぱいになって、なんだか眠ねむくなってきちゃったわ～」

　そう言って、すぐ右隣に座るジゼラがこてんと頭をこちらの肩に預けてくる。同時に、絡からめている腕うでにもさらに力が加わった。二の腕に感じていたムニムニの弾だん力りよくがさらにその力を増し、戒は思わず顔を俯けて生なま唾つばを飲み込む。

　やっぱり何度感じても慣れないな、この感かん触しよく……それに先輩の髪かみ、すごくいい匂におい……。

「ジゼラ先輩、くっつき過ぎです！　こ、こら、カリナも！　さりげなくカイの腕に抱だきつくな！」

「だって、狭せまいんだもの～。ねぇ、カリナちゃん？」

「（コクコク）」

「なら、反対側の席に移動すればいいでしょう⁉　あっちは十分空いています！」

「そうね～。じゃあ、アリサちゃん移動して～」

「な、なぜ私が！　元はといえば先輩が私とカイの間に割り込んできたのが原因です！」

「あらあら～、そうだったかしら～？」

　憤ふん慨がいするアリサをニコニコしながらあしらうジゼラ。

　この馬車の車両は六人乗りで、三人分の座席が向かい合うオーソドックスな構造なのだが……今、戒の左隣にはカリナが、右隣にはジゼラが、そしてジゼラの隣にはアリサが座っている。

　ようするに、三人分の座席に四人が座っているのだ。これでは狭くて当然だった。

（反対側に移動しようにも、両腕とも摑つかまれちゃってるし……うぅ……）

　これだけ狭いと当然、両隣にいる二人と身体からだのあちこちが密着することになる。

　それだけでも気が気でないのに、さらにはアリサからの尋じん常じようでない視線の圧力。

　窓の外に意識を飛ばして現実逃とう避ひしたくなる気持ち、おわかりいただけるだろうか。

「そ、それにしてもさ、どうしてこの時期に合宿なの？　しかも、わざわざ遠出までして……」

　なんとかこの気疲れする状じよう況きようを脱だつしようと、戒は自ら新しい話題を振る。

「む？　説明を受けていないのか？」

「受けてないよ。一昨日おととい、教官からいきなり『明後日あさつてから合宿なのだ』って言われただけだし……」

「なんという適当な……。仕方がない。私が説明しよう」

　アリサがコホン、と一つ咳せき払ばらいをする。

「強化合宿は前期と後期の間を利用して行われるもので、二つの班が合同で行うのが原則だ。主な目的は後期に向けての訓練だが、他にもいくつかある」

「というと？」

「この時期は移い籍せき可能期間に当たる。前期の結果を踏ふまえて、別の班に移籍する者もいるわけだ。新しいメンバーを加えた班は後期に向けて連れん携けいを構築しておく必要がある。あとはまぁ……後期に向けて英気を養う、という意味もないわけではない」

「そうそう。せっかく四泊ぱく五日もあるんだから、少しは身体を休めないと～♪」

　ここぞとばかりに会話に割り込んできたジゼラに、アリサが渋しぶい顔をする。

　わざわざ学校から離はなれた場所で行うということは『英気を養う』という面もそれなりに重視されているはずだが、生き真ま面じ目めな彼女はジゼラのようなバカンス気分にはなれないのだろう。

「でも、それならなんで二班合同に？」

「合宿所の数が足りないのだ。合宿所は全国で数カ所に作られているが、それでも全すべての班を個別に収容出来るほどの数はない」

「今回わたし達が行く合宿所はエーリ湖という湖の近くにあるの。学校に比べると幾いく分ぶん涼すずしいわよ～。いわゆる一つの〝避ひ暑しよ地〟というやつね～」

「へぇ……それはいいですね」

　その情報に戒のテンションも少し上じよう昇しようする。最近、暑くてややヘバり気味だったので、そういう場所で休めるのはとてもありがたい。

「言っておくが、あくまで訓練が目的なのだぞ。特にカイはうちに入ってまだ日が浅い。きちんと連携の練習をだな……」

「わ、わかってるって。ところで、僕達の合宿の相手ってどこなの？」

　アリサの長いお説教が始まりそうだったので、戒はとっさに話題を変える。

「それについては私も聞かされていない。教官、いい加減に教えて下さい」

「むふふ……それは秘密なのだ。合宿所に着けばすぐわかるのだ」

「そんなこと言わないで、教えて下さいよ。じゃないと、教官が宿舎にあるお菓か子しを時々こっそり持ち帰っていることをバラしますよ？」

「今思い切りバラしたのだ！　脅おどしになってないのだ！」

　おっと……つい口が滑すべってしまった。

「いつも思うのだけれど……カイくん、教官には結構遠えん慮りよがないわよね～」

「そうですか？　なんか、教官って親しみやすいんですよね……初めて会った気がしないっていうか……」

「まぁ、見た目が子供だからな」

「そっか。まぁ、中身も子供だけど」

「お前達、それ以上言うと今すぐ水田に馬車を突つっ込ませるのだぞ～⁉」

　そのツッコミに、アリサやジゼラ、カリナからも笑えみがこぼれる。

　だが、ただ一人。ミラだけはくすりとも笑わず、何かを考え込むようにじっと床ゆかを見つめていた。

　馬車に乗る前から少し様子が変だったが、乗ってからもずっとこの調子。まさに心ここにあらずという状態だ。

（う～ん……どうしたんだろう？）

　アリサ達も心配して先さき程ほどから何度か声をかけているのだが、ミラは「なんでもありませんわ」と首を振るばかりで一向に答えてくれない。誰だれがどう見ても何でもなくはないのだが……。

「そろそろ着くのだぞ～。全員、降りる準備をするのだ！」

　外からイレーナの声が響ひびき、ミラも含ふくめた女性陣じん全員が荷物をまとめ始める。

　戒は一つため息をつくと、手元に出していた水すい筒とうを鞄かばんの中に押し込んだのだった。







　緩ゆるやかに吹ふき抜ぬける風が心地ここちよい湖の畔ほとり。戒は合宿所に到とう着ちやくしてすぐ動きやすい簡素な服に着き替がえ、一人女性陣が出てくるのを待っていた。

（綺き麗れいなところだなぁ……）

　特にすることがないため、ゆったりと景色を楽しむ。

　周囲の森には様々な色の葉をつけた木々が生おい茂しげり、湖の水は自由に泳ぎ回る小魚の様子が見て取れるほど透とう明めい度が高い。元いた世界ではなかなか見られない幻げん想そう的な光景だ。

　生徒が遊べるように配はい慮りよしてか、地面には人工的に砂が敷しき詰つめられており、湖の畔でありながら砂すな浜はまのようになっている。もっとも、森の木々が照りつける日光を和やわらげてくれているため、真夏の海のような暑さはない。遊ぶには最高の環かん境きようだった。

（ジゼラ先輩の言う通りまだ人も少ないし……ここに来たのは正解かな）

　大きく伸のびをしながら深呼吸し、澄すんだ空気を満まん喫きつする。

　合宿所に着いてすぐ、ジゼラはまず湖で遊ぶことを提案した。

　ミラとカリナは即そく承しよう諾だく。アリサは当初難色を示していたが、二日目からは混こむというジゼラの言い分に一理あったのか、珍めずらしくあっさり折れた。

　そんなわけで、戒は女性陣の着替えが終わるまでこうして一人待機しているのである。

（着替えってことは……やっぱり水着なのかなぁ……）

　そう思うと、なんとなくそわそわした気分になる。

　なにしろ、二四班のメンバーはタイプは違ちがえど美人揃ぞろいだ。男としては期待せずにはいられない。

「カイくん、お待たせ～」

　そんな風に戒が勝手な期待を膨ふくらませていると、背後からジゼラの声が聞こえてきた。

「ごめんなさい。随ずい分ぶん待たせちゃったかしら～」

「あ、いえ……大だい丈じよう夫ぶです」

　振ふり返り、すぐ傍そばまでやって来たジゼラに軽く片手を上げて応じながら、戒は内心がっかりする。彼女の格好は水着ではなく、無地のシャツに短パンという自分と同じ動きやすい服装だった。

　勝手に期待しておいてこう言うのもなんだが、ちょっと裏切られた気分だ。

「あらあら～、どうしたのカイくん？　なんだか不満そうね～？」

「へ⁉　い、いえ別に！」

　こちらの考えを見み透すかしたようなジゼラの微び笑しように、慌あわてて首を振る。

　そんなに不満そうな顔をしてたのかな……気を付けないと。

「やっぱり水着の方がよかったかしら～？」

　楽しそうにニヤニヤしながらそう尋たずねるジゼラ。やはり完全に考えを読まれていた。

「か、からかわないでくださいよ」

　気き恥はずかしさのあまり、戒はつい顔を背そむけて口をとがらせる。すると、

「あらあら～……怒おこらせちゃったみたい。それじゃあ、お詫わびにここで着替えるわね～♥」

　ジゼラはのほほんと頰ほおに手を当てながら、とんでもないことを言った。

「……はいっ⁉　ちょっ、ちょっと、先せん輩ぱい……⁉」

　慌てふためく戒をよそに、ジゼラがシャツをたくし上げる。すぐにおへそとお腹なかが丸見えになり、戒の心しん拍ぱく数すうが一気に跳はね上がった。

「ふふ……目の前で生着替え、どうかしら～？　ドキドキする～？」

　もう少しで胸が見えそうなところで一度手を止め、ジゼラが妖よう艶えんに微笑ほほえむ。

　一方、戒は目の前のあまりに扇せん情じよう的な光景に思考が追いつかず、顔を真っ赤にしながら口をぱくぱくさせるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「あらあら～、効果はテキメンみたいね～♪」

　どこか嬉うれしそうにそう言って、ジゼラがさらにシャツをたくし上げようとする。

　まずい。こんなところで……！

「せ、先輩、それ以上は──！」

「なんちゃって～♪」

　ジゼラが勢いよくシャツを脱ぬぎ捨てる。その下は布面積が小さいライトグリーンのビキニだった。

　刺し激げき的ではあるが、彼女のスタイルの良さが強調され、とてもよく似合っている。

「はぁ～……初めから着替えてたんですね……」

　ジゼラを取り押さえようとしていた戒は、だらりと両りよう腕うでを下げて大きく脱だつ力りよくした。

「そうなの～。ただ水着を見せるだけだとつまらないから、少し驚おどろかせようと思ったのだけれど……かえってがっかりさせちゃったかしら～？」

「いえ、安心しました。ここだと他の人もいますし……」

「あらあら～……それはもしかして、わたしの着替えを独どく占せんしたいということかしら～？」

「え……？　あ、その、別にそういうわけじゃ……！」

「ふふ……それじゃあ～」

　自身の失言に両手をわたわたさせる戒の耳元に、ジゼラはすっと口を寄せ、

「本当の生着替えは二人きりの時に……ね♥」

　熱い吐と息いき混じりの声で、そんなことを呟つぶやいた。

「……あ、う、あ……」

　ついついその情景を想像してしまい、戒は再び湯気が出そうなほど顔を真っ赤にする。とその時、

「ジゼラ先輩！　カイに何をしているのです！」

　怒ったような顔のアリサが、やや駆かけ足でこちらにやって来た。

「あらあら～、早かったのねアリサちゃん」

「いつの間にか先輩がいなくなっていたので急いで追いかけてきたのです！　そうしたら案の定……！」

「まぁまぁ～。それよりアリサちゃん、水着似合ってるわよ～。ねぇ、カイくん？」

　ジゼラに話題を振られ、思わずじっとアリサを見つめる。

　彼女の水着はところどころにフリルのついた白のワンピース。普ふ段だんの凜り々りしい雰ふん囲い気きとはミスマッチの可愛かわいらしいデザインに、なんだか妙みようにドキドキしてしまった。

「ほらほら～、カイくん？」

　ジゼラに脇わきをつつかれ、はっと我に返る。

　戒はわずかに逡しゆん巡じゆんした後、勇気を振り絞しぼって言った。

「そ、その……とっても可愛いよ、アリサ」

「っ……⁉　ぅぁ……あ、ありがとう……」

　みるみるうちに頰を朱しゆに染めたかと思うと、左右に身を捩よじりながら小声で礼を言うアリサ。恥ずかしがる彼女につられて、戒もつい照れ笑いを浮うかべた。

「……二人して顔を俯うつむけて何をしていますの？」

「何か、いい雰囲気、です……」

　そんなこんなで戒とアリサが二人の世界を作っているところに、ミラとカリナがやって来る。

　ミラは派手な赤のビキニ。対するカリナはなぜか薄うす手での上着を羽織っている。心なしか、二人とも不ふ機き嫌げんそうだった。

「これで全員揃そろったわね～。それじゃあ、早さつ速そく遊びましょう～♪」

「はぁ……。しかし、遊ぶといっても一体何をして遊ぶのです？」

「ふふ……それはね～……」

　ジゼラが湖の中心辺りに浮かぶ小島を指さす。

「まずは準備運動をかねて、あそこまで全員で競争しましょう～」

「競争……ですか？」
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「そうよ～。水辺までは走って、そこからは水泳ね～。これならちょっとした訓練にもなるでしょう～？」

「それはまぁ……確かに」

　予想外のまともな提案にやや拍ひよう子し抜ぬけしつつ、戒は頷うなずく。

　先輩のことだからもっと過激な遊びを提案するんじゃないかと思ってたけど……これなら一安心だ。

　などと、思っていたところで、

「ちなみに、きちんと順位もつけるわよ～。上位の人から優先的に部屋割りを決めることにしましょう～♪」

　ジゼラは突とつ然ぜん、おかしなことを言い出した。

「……あの、先輩？　部屋割りって……？」

「実はね～。さっき聞いた話だと、わたし達に用意された部屋は二人部屋と三人部屋らしいわ～。つまり、誰だれかがカイくんと同室にならないといけないの。いわゆる一つの〝相部屋〟というやつね～」

「……はいぃぃぃいいい⁉」

　相部屋って……つまり、今日から四日間、女性陣じんの誰かと同じ部屋ってこと⁉

「き、聞いていませんそんな話！」

「そう言われても～。わたしが決めたことじゃないのよ～」

　食ってかかるアリサに対し困り顔をするジゼラ。

　もちろん彼女を責めるのは筋すじ違ちがいだが、アリサが文句を言いたくなるのも当然だろう。

「あ、あの、三人部屋に四人で泊とまる、というのは……？」

「一応、無理をすれば出来ないことはないみたいだけれど～……ベッドは三つしか入らないから、誰かが床ゆかで寝ねないといけないわね～」

「床、ですか……」

　それを聞いたカリナが少し嫌いやそうな顔をする。

　この世界には布ふ団とんというものが存在しないため、床で寝る時は基本的に直じかで寝ることになる。毛布を敷しくことも出来るだろうが、ベッドと比ひ較かくすると寝心地ごこちはかなり悪い。出来れば避さけたいというのが誰もが持つ正直な気持ちだろう。

「というわけで、やっぱり二人と三人に分かれた方がいいと思うの～。まぁ、皆みんなが嫌だと言うなら、わたしとカイくんが同室でもいいのだけれど～……」

　そう言って、ジゼラがちらりと戒を横目で見る。その瞳ひとみの奥の妖あやしい輝かがやきに、戒は身の危険（貞てい操そう的な意味で）を感じて背筋を震ふるわせた。

「そ、それはダメです！」

　すかさず、アリサが戒とジゼラの間に入る。

「あらあら～。どうしてダメなの～？」

「先輩は色々と危険だからです！　今朝も……！」

「じゃあ、誰ならいいの～？」

　小首を傾かしげるジゼラに、アリサは「それは……」と声を詰つまらせ、

「やはり安全性等を考こう慮りよすると、ここは私が……。べ、別にカイと同室を希望しているというわけではないですが、ただ──」

「あ、あの……」

　何やら顔を赤くしてごにょごにょ呟き始めたアリサの横で、カリナがおずおずと手を挙げる。

「カ、カリナも、カイ先輩と一いつ緒しよがいい、です……」

「なっ……⁉」

　予想外のカリナの言葉にアリサが絶句する。戒も驚きを通り越こしてポカンとしてしまった。

「ど、どうして……？」

「え、えっと……その、男の人に慣れるのに、いい機会かな、と……」

「ああ……なるほど」

　若じやつ干かん男性恐きよう怖ふ症しようのきらいがあるカリナは、戒が二四班に入ってからそれを克こく服ふくしようと努力している。そう考えると、彼女が自分と同室を希望するのも納なつ得とくだ。

「やっぱり簡単には決まりそうにないわね～。というわけで、全員で勝負して決めようと思うのだけれど、どうかしら～？」

「むぅ……。確かにこのままでは決まらなそうですが……」

　眉み間けんに皺しわを寄せて思案するアリサ。ちなみに、ここまでただ一人発言していないミラは、何やら真しん剣けんな顔付きで自身の足あし下もとを見つめていた。

「カイくんもそれでいいかしら～？」

「え？　あ、はい！」

　ミラを注視していたところで急に声をかけられ、慌あわてて頷く。

　こうして、部屋割りをかけた真剣勝負（？）が幕を開けた。







「それじゃあ、全員準備はいいかしら～？」

　ジゼラが砂すな浜はまに引いたスタートラインに五人が並ぶ。

　小島までは目測でおよそ一〇〇メートル。その内の約半分は水泳だ。砂に足を取られるので走る方も楽じゃないだろうし、ゴールするのはなかなか大変そうだった。

（けど、なんとか勝ちたいな。僕にも男としてプライドがあるし……何より、ジゼラ先せん輩ぱいと二人部屋は危険すぎる！）

　四日間も毎夜誘ゆう惑わくされたら、正直言って理性を保てる自信がない。やはりここは事情を知っているアリサと同室になるのがベストだろう。

　ちらりと横目でアリサを見ると、すぐに頷き返してくれる。彼女も同意見のようだ。

（よし……ここはなんとか、僕かアリサが一位に……！）

　内心で気合いを入れながら、戒はスタートダッシュに備えて軽く屈くつ伸しん運動を繰くり返す。そして、いよいよスタート位置につこうとしたところで、

「……あれ？　カリナ、上着脱ぬがないの？」

　ふと、カリナが薄手の上着を羽織ったままのことに気付いた。

「あぅ……は、はい。このまま、で……」

「このままって……けど、そんなの着てたら泳げないよ？」

　訓練の様子を見る限り、カリナは二四班の中で最も足が遅おそい。そのため、水泳で挽ばん回かいするしかないはずなのだが……今のままでは衣服が水を吸って重くなり、まずまともに泳げないだろう。

「そ、それは……けど、その……」

　上着の裾すそを両手できゅっと摑つかみながら、小さく左右に身を捩るカリナ。

　そんなに水着姿を見せるのが恥はずかしいのだろうか。

（まぁ……無理に脱げって言うわけにもいかないし……）

　そう思い、戒が説得を諦あきらめようとしたその時、




「それじゃあ、脱いじゃいましょう～♪」




　いつの間にか背後に忍しのび寄っていたジゼラが、有う無むを言わさずカリナの上着をはぎ取った。

「……ふぇ……？」

　何が起きたのか理解できなかったらしく、呆ぼう然ぜんとするカリナ。

　そんな彼女を見た戒は、

　──ブフッ……！

　あまりのショックに、鼻から大量の血を噴ふき出した。

「カ、カリナ、その水着……」

「……ひャぁぁァあアああッ⁉」

　珍めずらしく大声で裏返った悲鳴を上げ、カリナは自分の両りよう肩かたを抱だくようにしてしゃがみ込む。

　彼女の水着はほんのわずかな黒い布が大事な箇か所しよをギリギリ覆おおい隠かくす、いわゆる超ちよう極ごく小しようのマイクロビキニだった。以前、グラビアアイドルが着ている写真を見たことがあるが、実物を見たのはこれが初めてだ。

「な、なんでそんなもの……」

　血だらけの手で鼻を押さえながら、あまりの衝しよう撃げきに思考停止しているアリサやミラに代わって尋たずねる。

「うぅ……カ、カリナ、水着を忘れて、しまって……そうしたら、ジゼラ先輩が……」

　やっぱりあなたの仕し業わざですか、先輩！

「だって、それしか予備がなかったんだもの～」

　頰ほおに手を当ててニコニコ笑うジゼラ。スタイル抜ばつ群ぐんの彼女ならともかく、まだまだ発育途と上じようのカリナではこの水着は着こなせない（主に倫りん理り的な意味で）のだが……あの笑え顔がおはそれを承知の上で楽しんでいるのだろう。







[image: ]







「ジ、ジゼラ先輩、ひどい、です……」

　カリナが半べそをかきながらジゼラを見上げる。

「あらあら～ごめんなさいね～。でもほら、カイくんは大喜びよ～。視線がカリナちゃんに釘くぎ付づけ～♪」

「ひぅっ……⁉　カイ先輩、見ちゃ、や……」

「ち、ちがっ……見てない！　見てないから！」

　びくりと肩を震わせるカリナを見て、戒は必死に首を振ふって否定する。

　もちろん、鼻血だらけの顔では説得力など皆かい無むだった。

「う……うぅぅ……ふぇぇぇえええん！」

　羞しゆう恥ち心しんがピークに達し、砂浜に座り込んで泣き出してしまうカリナ。アリサが慌てて駆かけ寄り、肩を叩たたきながら懸けん命めいに慰なぐさめている。

「……さ、さすがにやりすぎちゃったかしら～……」

「先輩…………」

　気まずそうに頰をかくジゼラに、戒はこれ以上ないほどのジト目を向けた。




　カリナ＝フォルセル……不戦敗




　仕切り直して、カリナを除く四人がスタートラインに並ぶ。なお、棄き権けんしたカリナは再び上着を羽織り、日ひ陰かげで体育座りをして落ち込んでいた。

　あの水着を見られたのがよっぽどショックだったんだろうなぁ……後で励はげましてあげないと……。

「それでは、位置について～……スタート！」

　ジゼラの合図に合わせて一いつ斉せいにスタートを切る。

　まず最初に飛び出したのは、一番運動能力の高いアリサ……かと思いきや、

「あっ……こ、こら！　魔ま法ほうを使うとは卑ひ怯きようだぞ！」

「あら。魔法を使っていけないとは聞いておりませんわ」

　魔法で風を起こし、真っ先に加速したミラだった。砂浜の抵てい抗こうなどもろともせず、みるみるうちに差を広げていく。

「くっ……！　こうなったら、私も炎ほのおを噴ふん射しやして加速を……！」

「ちょっ……待って待って！　それ後ろにいる僕が焼けちゃうから！」

「なら、もっと速く走れ！　遅おくれすぎだぞ！」

「うっ……い、いや、その……！」

　アリサに一いつ喝かつされ、ついどもってしまう。彼女の言う通り、現在、戒はミラどころかアリサにすらしだいに離はなされ始めている状態だった。

　砂浜の上が想像以上に走りにくかったということもある。しかし、それ以上に問題だったのが、

「はぁ……はぁ……これは、想像以上にきついわ～……わたしも水圧で加速出来ないかしら～……」

　すぐ隣となりを併へい走そうしているジゼラだった。

　なにしろ彼女が一歩進む度たびに、自じ慢まんの双そう丘きゆうがバインバイン上下に揺ゆれるのだ。なんとか意識しないようにしていてもついつい目がいってしまい、危あやうく前まえ屈かがみになりそうになる。男って悲しい生き物だよね……。

「このまま独走ですわ！」

　先頭のミラがまず初めに湖に入る。

　お嬢じよう様さまだから実は泳げないんじゃないか……などと密ひそかに期待していたのだが、期待に反してクロールですいすい泳いでいた。

「くそっ……負けるか！」

　続いてアリサが湖に入り、激しく水しぶきを上げながら爆ばく進しんしていく。

　ミラとは五、六メートル差が開いているが、あの調子なら追い越すことも可能かもしれない。さすがの運動能力だった。

（僕も負けられないな……！）

　少し遅れて戒も湖へ。先頭からはかなり離されているが、水泳はわりと得意なのでまだ逆転の芽はあるはずだ。

　必死に両手と両足を動かし、ひたすら前進。すると、徐じよ々じよに前を行く二人と距きよ離りが縮まってきた。

　残りはあと二〇メートルくらい。そろそろラストスパートの準備に──

（えっ……⁉）

　入ろう、と思ったところで、戒は思わずバタ足を止めた。

　前方から、三メートルはあろうかという高波が迫せまってきたのだ。

「な、なんだこれは⁉」

　アリサも泳ぐのを止めて目を見開いている。

　いくら広い湖とはいえ、こんな高さの波が自然発生するとは考えにくい。となると、原因は……。

（ジゼラ先輩の魔法か……！）

　そうこう考えているうちに、避よける間もなく高波に吞のみ込まれる。戒は無理にその場に留とどまろうとせず、荒あれ狂くるう水流にあえて身を任せた。

「……ぷはっ！」

　しばらくし、水の流れが落ち着いてきたところで水面みなもから顔を出す。

　身体からだのどこにも痛みはない。どうやら上手うまく衝撃を緩かん和わできたようだ。

「ケホッ……油断した。まさかこんな手でくるとは……」

　ほどなくして、近くの水面からアリサが姿を現す。どうやら高波のせいでここまで押し流されてしまったらしい。

「アリサ、だいじょ──」

　すぐその背中に声をかけよう……としたところで、ピシリと硬こう直ちよくする。

　これは、やばい……！　大変なことに気が付いてしまった……！

「ああ、問題ない。カイ、お前の方は……」

「ま、待ってアリサ！　こっち向いちゃダメ！」

「？　何を言っている。まさか、どこかに怪け我がを……⁉」

「そうじゃなくて……その、水着……胸が……！」

「水着……？」

　戒に指し摘てきされ、アリサはすっと視線を下げる。

　彼女の水着は両りよう肩かた紐ひもを首の後ろで結ぶ作りになっているのだが、高波に流されているうちにそれが解ほどけてしまったのだろう。

　そう。つまり今、アリサの胸を隠すものが何も……。

「……ひゃはぃほッ⁉」

　ようやく緊きん急きゆう事態に気付いたアリサが、世にも奇き妙みような声を上げる。

「み、見るにゃ！　見るにゃ見るにゃ見るにゃ見るにゃ見るにゃ……！」

「わぷっ……アリサ、水かけないで！　大だい丈じよう夫ぶ、ちょっとしか見てないから……！」

「～～～～～！　わしゅれろわしゅれろわしゅれろわしゅれろ！」

「ご、ごめん、訂てい正せい！　見てない、見てないから！　だから叩かないで！　っていうか、そんなに近付いたら……！」

　パニックのあまり肩紐を結び直すことも忘れ、ばしゃばしゃと暴れるアリサ。戒は目を瞑つぶって彼女のあられもない姿を見ないようにしながら、両手をクロスして防ぼう御ぎよする。と、

「二人とも、お先に～♪」

　そうこうしている間に、ジゼラに悠ゆう々ゆうと追い越こされてしまった。

　魔法を使用しているらしく、バタ足もしていないのにぐんぐんと進んでいく。まるで人魚のようだった。

「ああっ……！　アリサ、まずいよ！　おいてかれ……」

「目を開けるにゃぁぁぁあああ！」

「ああもう……！」

　パニック状態のアリサを宥なだめているうちに、ジゼラが小島に近付いていく。

　もう残り数メートル。今からではどう頑がん張ばっても追いつけないだろう。

　うぅ……悔くやしいけど、完敗だ……。

「甘いですわ！」

　ところが、まさに勝負が決しようかというその直前。

　ジゼラの後方からトビウオのごとく飛び出したミラが、一足先に小島に着地した。恐おそらく高波を水中深く潜もぐってやり過ごし、風の魔法を使って一気に浮ふ上じようしたのだろう。一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついた見事な作戦だった。

「あらあら～……負けちゃったわ～。いわゆる一つの〝油断大敵〟というやつね～」

　残念そうな表情を見せながら小島に上がるジゼラ。

　その後しばらくして、戒も気を静めたアリサと共に小島に向かった。

「さて、それじゃあ部屋割りを決めましょう～♪　まずはミラミラから～」

　四人揃そろったところでジゼラが楽しそうに言う。一方の戒は暗あん澹たんたる気分だった。

　ミラは当然、女性陣じんと同室を望むだろう。となると、次に選せん択たく権があるのはジゼラ。

　もしジゼラと二人部屋になったら四日間、地じ獄ごくの日々が待っている。

　いや、ある意味天国かもしれないけどさ……。

「……わたくしは……」

　思いの外ほか真しん剣けんな表情で悩なやむミラ。そして、




「カ……カイと二人部屋を希望しますわ」




　その口から、予想外の答えが飛び出した。

「…………へ？」

　僕と……二人部屋？

「……あ、あらあら～。これはちょっと意外ね～」

　いつも大たい抵ていのことには動じないジゼラが珍めずらしく驚おどろいた様子を見せる。

「ま、待て！　なぜお前がカイと同室を望むのだ！」

「なぜって……べ、別に理由などどうでもいいでしょう？　勝負に勝ったのはわたくしですわよ！」

「む……それは、そうだが……」

　口ではそう言いつつ、まだ納なつ得とくがいかないような顔をするアリサ。

　だが、それも無理ないだろう。戒自身、ミラが自分と同室を望む理由がさっぱりわからない。

「まぁまぁ～。勝負で決まったことだから仕方ないわ～。あんまりカリナちゃんを待たせたら悪いし、一いつ旦たん戻もどりましょう～」

　ジゼラの言葉に全員がはっとする。

　そういえば、カリナを待たせているのだった。大分落ち込んでいたし、戻って励ましてあげないと。

　全員で湖に飛び込み、砂すな浜はままで引き返す。その後、なんとか立ち直ったカリナを交え、二四班は日が暮れるまで遊び続けるのだった。







「う～ん……今日は久々にたくさん遊んだわね～♪」

　湖からの帰り道。合宿所へ続く坂道を、二四班の面々が横一列に並んで上っていく。

　深しん紅くに燃える夏の夕日が五人を照らし、地面に長い影かげ法ぼう師しを伸のばしていた。

「先せん輩ぱいははしゃぎすぎです。しかも、ことあるごとにカイに絡からんで……」

「でも、確かアリサちゃんもポロリで誘ゆう惑わくしていたような～……」

「～～～～！　べべべ別に誘惑したわけでは……大体、元はといえば先輩のせいではないですか！」

「あらあら～そうだったかしら～？」

「カリナ、ふらふらしていますが大丈夫ですの？」

「ちょっと、疲つかれ……ました」

　まだまだ元気なアリサやジゼラとは対照的に遊び疲れてくたくたになったカリナを、隣を歩くミラが気き遣づかう。戒はそんな彼女の横顔をちらりと盗ぬすみ見た。

　結局あの後も、ミラが自分と同室を希望した理由を聞くことは出来なかった。

　遊んでいる間は普ふ段だん通りだったが、今朝から時折様子がおかしいのは確か。そのことと何か関係があるのだろうか。

「それにしても、合宿の相手はどこなのかしら～？」

「そうやって話を誤ご魔ま化かそうと……。さすがにこの時間ですし、もう相手も到とう着ちやくしていると思いますが……」

　白々しいジゼラの話題転てん換かんに一瞬眉まゆをひそめたものの、アリサもそのことは気になっているらしく、話を合わせる。

　と、その時、




「やっふ～♪　二四班の皆みんな、この前は初勝利おめでっとう♪」




　坂の上から、底そこ抜ぬけに明るい声が降り注いだ。

「…………？」

　聞き覚えのない声に、戒は視線を上向ける。坂の上には一人の小こ柄がらな少女が立っていた。

　誰だれだろう……なんだか見覚えがあるような……。

「イセリア……⁉」

「アリサちゃん、久しぶり～。元気にしてた？」

　驚くアリサに対し、イセリアと呼ばれた少女は嬉うれしそうに手を振ふる。夕日を浴びてキラキラと輝かがやくライトブラウンのツインテールが、小さく左右に揺ゆれた。

「……まさか、私達の合宿の相手というのは……」

「そ。ボク達一班で～す」
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　イセリアのその言葉で、戒はふと思い出す。

　そうだ。道理で見覚えがあると思ったら、つい先日行われた前期の終業式で見たばかりだ。

　前期一五勝〇敗、すなわち全勝優勝を飾かざった一班のリーダーにして、あのクラウディオをも凌しのぐ学年一位。名前は確か……イセリア＝ホーク。

「なぜ一班が……？」

「そんなに不思議なことかな？　一応、成績上ではボク達の最大のライバルは二班だったわけで……それを破った二四班きみたちを警けい戒かいするのは当然だと思うけど」

　腰こしに手を当て、不敵な笑えみを浮うかべるイセリア。背はカリナより少し大きい程度にもかかわらず、夕ゆう闇やみの中でその存在感は際きわ立だっていた。

「で、君が噂うわさの転校生か。ボクはイセリア＝ホーク。よろしくね～」

「あ……ど、どうも」

　いきなり話しかけられ、戒はひとまず頭を下げる。

「同じ学年なんだし、そんなにかしこまらなくていいよ。それにボク、君には感謝してるんだ♪」

「感謝……？」

「そ。前期の最終戦、クラウディオあのバカまた卑ひ怯きような手使ったでしょ？　ああいうの、本当に興きよう醒ざめだよね」

　やれやれとばかりにイセリアが肩かたをすくめて首を振る。

　卑怯な手、というのは〝狂気の庭園マツドガーデン〟とかいう魔法具アーテイフアクトのことだろう。

　後に知ったことだが、人体に直接悪あく影えい響きようを与あたえる魔法具アーテイフアクトの使用は試合では禁じられているらしい。アリサと戒が告発した結果、クラウディオは一週間の停学処分となった。

「本来ならあの魔法具アーテイフアクトでアリサちゃん以外を気絶させて、アリサちゃんには気絶した他のメンバーの安全と引き替かえに口くち封ふうじ……ってな魂こん胆たんだったんだろうけどさ。君があの魔法具アーテイフアクトを打ち破ってあいつを倒たおしたおかげで、その目もく論ろみもあえなく潰ついえたわけ。今回は権力に物を言わせて停学で済ませたらしいけど、さすがにもうあの魔法具アーテイフアクトは使えないでしょ。あんなの使われたらいくらボクでもちょっときついし、何かの間ま違ちがいで暴走でもしたら死人が出たかもしれない。そういう意味では、君は全校生徒を救った英えい雄ゆうだよ」

「英雄なんて、そんな大げさな……。因果応報ってやつじゃないかな？」

　大おお仰ぎようなイセリアの台詞せりふに、戒は思わず苦く笑しようを浮かべる。すると、イセリアはまるで少年のようなニカッと爽さわやかな笑みを浮かべた。

「いいねいいね、その謙けん虚きよな姿勢♪　この学校の男ってどいつも口ばっかりで全然大したことないけど……君は少し違うかもしれないね」

　ひょこひょこと左右に身体からだを揺らしながら戒に近付くイセリア。そして、すっと目を細めると右手を伸ばし、




「ボク、君のこと気に入っちゃった♪　ね、後期から一班うちに来ない？」




　戒の顎あご下したをくすぐりながら、アリサ達の目の前で平然とそう言った。

「なぁっ……⁉」

　あまりに堂々とした引き抜ぬき行こう為いに絶句するアリサ。ジゼラ、ミラ、カリナの三人もあっけに取られて固まっていた。

「イレーナ教官から聞いたけど、君は『願いの神樹イグドラシル』が目的なんでしょ？　一班うちは前期優勝してるから優勝決定戦への参加資格はもう持ってるし、後期も優勝すれば決定戦なしで『願いの神樹イグドラシル』まで辿たどり着けるよ？　そ・れ・に」

　イセリアはムフフ、と挑ちよう発はつするような笑みを浮かべ、

「一班うちに来てくれたら、ボクが色々教えてあげる。戦い方とか、あとは……女の子のこととか、ね♥」

「え……あ、いや……」

　突とつ然ぜんの誘さそいに困こん惑わくし、戒はどう答えるべきか必死に考えを巡めぐらせる。と、

「だ、だめだだめだだめだだめだ！」

　両手を広げたアリサが、半ば強ごう引いんに戒とイセリアの間に割って入った。

「え～？　なんでだめなのさ？」

「カ、カイは二四班うちの貴重な戦力なのだ！　どこにも移い籍せきさせたりしない！」

「そうよ～。カイくんはわたし達の仲間だもの～。絶対どこにも行かせないわ～」

「そ、そもそも、そんな性的な誘惑を伴ともなう勧かん誘ゆうなど言語道断ですわ！」

「ずるい、です……」

　イセリアの勧誘に対し次々と不満を述べる二四班の女性陣じん。

　いや、性的な誘惑については皆も人のこと言えないと思うんだけど……。

「でもさ。これって、決めるのはアリサちゃん達じゃなくて彼だよね？」

「そ、それは……」

　アリサがこちらに不安そうな視線を向ける。同時に、他の三人からも同じ視線を感じた。

「えっと……」

　その視線の圧力に思わずたじろぐ。もちろん移籍するつもりなど毛頭ないが、そんな風に見つめられると断るのにも少し緊きん張ちようしてしまう。

「僕は──」

「お～い。お前達、何をしているのだ～？」

　と、その時。どういうわけか体操服のような格好（下は赤のブルマだった）をしたイレーナが、ゆっくりとした足取りでやって来た。

「もうすぐ夕飯なのだ。全員、合宿所に戻るのだ」

「っと、そういえばボク、まだ荷物の整理が終わってないんだ。それじゃ、カイ。返事は今度ゆっくり聞かせてね」

「あ……！」

　そう言うや否いなや、踵きびすを返して颯さつ爽そうと去って行くイセリア。返事をするタイミングを完全に逸いつしてしまった。

「ほらほら、お前達も戻って夕食の準備をするのだ」

　イレーナに促うながされ、二四班の面々もぞろぞろと合宿所に向かう。

　いつの間にか陽ひは完全に沈しずみ、宵よい闇やみの静せい寂じやくの中、虫の声だけが鳴り響ひびいていた。







　二四班全員で作った夕食を食べ終え（ちなみに、アリサとミラは恐おそろしく不器用でほとんど手伝わなかった）、入浴も終えた後。戒は制服から寝ね間ま着きに着き替がえ、割り当てられた部屋の中を落ち着きなくグルグルと回っていた。

（やばい、緊張してきた……）

　現在、二四班の女性陣は全員入浴中。部屋に帰ってきたら後は寝るだけだ。

　そう。ミラと二人、この部屋で一いつ緒しよに……。

（いや、別に何もないと思うし、ジゼラ先せん輩ぱいよりはずっと安全なんだけど……でも、僕と一緒の部屋を希望したってことはやっぱり……いやいや、まさかそんな……）

　ぶんぶんと首を振ってあらぬ妄もう想そうを振り払はらいながら、腕うで組ぐみをしてうーうー唸うなる。と、

「カイ、開けて構いませんの？」

　軽いノックと共に、扉とびらの向こうからミラの声が聞こえてきた。

「ど、どどどうぞ！」

　緊張のあまりどもりまくった返事をしてしまう。

　部屋に入ったミラは後ろ手に扉を閉めると内側から鍵かぎをかけ、さらに部屋に備え付けられたテーブルと椅い子すを扉の前まで引きずると、それを積み上げてバリケードを構築した。

　……って、ちょっと待って。なんでそこまで……今から立て籠こもりでも始める気なの？

「あ、あの……ミラ？」

「ふぅ……これであの三人の侵しん入にゆうは防げそうですわね」

　額の汗あせを軽く拭ぬぐってからベッドに腰こし掛かけるミラ。入浴前と違い、まるでドレスのような豪ごう奢しやな寝間着に着替えている。あれで寝にくくないのだろうか。

　そんなことを考えながら戒が所在なさげにそわそわしていると、ミラは呆あきれたように肩をすくめた。

「ほら、そんなところに立っていないで座りなさい。まったく、緊張し過ぎですわ」

「え……？　いや、でも──」

「立ったままでは話が出来ないでしょう？　少しはわたくしのように落ち着きを──」

「でも、ミラが座ってるの……僕のベッドなんだけど」

　…………。

「ちょ、ちょっと間違えただけですわ……」

　恥はずかしそうに顔を俯うつむけながら、そそくさと反対側のベッドに移動する。

　うん、間違いなく彼女も緊張してる。おかげで少しだけ肩の力が抜けた。

「え、えっと……とりあえず、ありがとう」

「は？　何がですの？」

「いや、ミラが僕と同室を希望してくれなかったらジゼラ先輩と同室になってただろうし……それは色々な意味で身がもたないというか……」

「別に、あなたのためではありませんわ」

「そっか。それじゃあ、聞かせて貰もらえるかな。ミラが僕と同室を希望した理由を」

　一歩踏ふみ込んだその質問に、ミラはしばし口をつぐむ。が、やがて何かを決心したかのように一つ頷うなずき、重い口を開いた。

「隣となりの部屋の三人には聞かれたくありませんの。隣に行ってもよろしくて？」

「あ、うん。どうぞ」

　わざわざバリケードを作ったことから予想はしていたが、どうやらかなり込こみ入った話らしい。さっと横に移動してスペースを空けると、ミラはゆっくりとそこに腰掛ける。

　互たがいの肩が触ふれ合いそうなほどの至近距きよ離り。お風ふ呂ろ上あがりだからか、少し火ほ照てったような肌はだが妙みように色っぽい。

　ただ話をするだけだとわかっていても、なんだか無む性しようにドキドキした。

「そ、それで、その……理由、ですが……」

　戒以外には聞こえないよう声を抑おさえて呟つぶやきながら、両手の指をお腹なかの前で複雑に絡からませる。これほど落ち着きのない彼女を見たのは初めてのことだった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。なんでも言って」

　少しでも落ち着いて貰おうと、穏おだやかな口調で語りかける。が、その途と端たん、

「ほ、本当ですの⁉」

　なぜかものすごい勢いで食いつかれた。

「ま、まぁ、僕に出来ることなら──」

「では聞きますが、あなた、わたくしのこと好きですわよね⁉」

「え、えぇっ⁉」

　脈みやく絡らくなど皆かい無むのその質問に、驚おどろきよりもむしろ困惑してしまう。

　そりゃ、好きか嫌きらいかって聞かれたら好きだけど……。

「わたくし家事などはあまり得意ではありませんが、お金の苦労はさせませんわ！　そ、それに、あなたが仮にアブノーマルな性せい癖へきを持っていても、出来る限り対応を……あ、で、でも、それにもやはり限度というものが……」

「ちょっと待って！　さっきから何言ってるの⁉」

　話が全然見えてこない。あと、僕はアブノーマルな性癖なんて持ってないよ！

「あっ……も、もしや、元いた世界に恋こい人びとがいますの⁉」

「いや、いないけど……」

「では既すでに結けつ婚こんを⁉」

「なんでそうなるのさ！　恋人はいないし、ましてや結婚なんてしてるわけないよ！」

　なんか、僕はモテませんって白状してるみたいですごく惨みじめな気分なんだけど……。

「それなら何の問題もありませんわね！　では、気が変わらないうちに誓ちかいのキスを──」

「いや、問題ありすぎでしょ⁉　とにかく一度落ち着いて！　目がグルグルしてるよ！」

　完全にテンパって迫せまってくるミラを必死に押しとどめる。

　それから説得を続けること約五分。ようやく、事態は沈ちん静せい化した。

「わたくし、完全に自分を見失って……面めん目ぼくないですわ」

「はは……まぁ、目を覚ましてくれてよかったよ」

　乾かわいた笑いを漏もらしながら、戒は疲ひ労ろう感たっぷりのため息をつく。

　とにもかくにも、これでようやくまともに話が出来そうだ。

「……実は、一週間ほど前に実家から手紙が来ましたの」

「手紙？」

「ええ。手紙にはこう書いてありましたわ。後期までに退学の手続きをして実家に戻もどり、そして結婚するように……と」

「け、結婚……⁉」

　予想だにせぬ言葉に、つい声が大きくなってしまう。ミラに声を抑えるようジェスチャーされ、戒は慌あわてて両手で口を押さえた。

「な、なんでいきなりそんなことに？」

「結婚自体はいきなりではありませんわ。卒業後、すぐ結婚することになっていましたから。ただ、退学要求は突とつ然ぜんのことだったので、わたくしも驚きました」

「ミラ、卒業したら結婚するの？」

「ええ。相手はまだ決まっていませんが、どこかの男性魔ま術じゆつ師しになると思いますわ。ベロワ家の女は男性魔術師に嫁とつぐことが慣例になっていますから」

「そうなんだ……。その……それでいいの？」

　戒の問いかけに、ミラは意味がわからないといった様子で小首を傾かしげる。

「だからさ、実家が決めた相手と結婚させられる……みたいな」

「ああ……。ベロワ家の女である以上、それは仕方ありませんわ。わたくしはこれまで平民に比べて不自由のない生活を送ってきましたから、このくらいの制約があるのは仕方のないことではなくて？」

　その答えに、戒は「う～ん……」と腕組みをして唸る。

　言っていることは理解出来るし、彼女らしい割り切った考え方だとも思うが……心の中に何かモヤモヤしたものが残るのも事実だった。

「それで、ミラはどうしたの？」

「もちろん、拒きよ否ひしましたわ。ただ、本当に突然のことだったのでどう返事をすれば良いかわからず……それで、その……」

「その？」

「……こ、恋人が出来たと書いてしまいましたの」

「……へ？」

「で、ですから、士官学校で恋人が出来たので退学も結婚も出来ないと返事をしてしまったのですわ！」

　そう言って、叱しかられて拗すねる子供のようにぷいっと顔を背そむけるミラ。

　ようするに、断るための理由が思い浮うかばず、つい苦し紛まぎれの噓うそを手紙に書いてしまったということだろう。

　なんか……もう先の展開が読めてきたような気が……。

「あの……それで？」

「そうしたら昨日、また実家から手紙が来まして……その恋人が婚こん約やく者候補として相応ふさわしいかどうか確かく認にんするために、合宿に人を送ると……」

「つまり、僕に偽にせの恋人役をやって欲しいってこと？」

「ど、どうしてわかりましたの⁉」

「いや、普ふ通つうわかるでしょ……」

　驚いた様子のミラに思わず苦く笑しようする。ようやく彼女が今朝からおかしかった原因を知ることが出来て、少しほっとした。

（って、安心してる場合でもないか……）

　プライドが高く、どちらかというと男おとこ嫌ぎらい（というより男性魔術師嫌い）なミラが偽の恋人役を求めるくらいだ。先さき程ほどのテンパりっぷりを見ても、事態はかなり切せつ迫ぱくしていると考えていいだろう。

　ミラには同じ武器を使う者同士、いつもお世話になっているし……僕に出来ることならどんなことでも協力してあげたい。

　ただ、一つだけ問題があるとすれば……。

（僕、女の子と付き合ったことないんだよね……ちゃんと演技出来るかな……）

　事態が切迫しているということは、偽者であることがバレた場合、事態がより悪化する可能性も高いということだ。

　もし、僕の演技が下手なせいでミラが退学なんてことになったら……。

「ダメ……ですの？」

　不安そうにそう言って、懇こん願がんするような目でこちらを見つめるミラ。いつものクールな印象とは違ちがうその熱っぽい視線に胸が高鳴ると同時に、なんとかしてあげたいという思いがより強くなる。

　今、この合宿所にいる男は自分だけ。つまり、恋人役を演じられるのも自分しかいない。

　だったら──僕も、覚かく悟ごを決めなくちゃ！

「……わかった。僕、やるよ」

「よ、よろしいんですの⁉」

「うん。上手うまく出来るかわからないけど……精せい一いつ杯ぱいやってみる」

　覚悟を示すように表情を引き締しめ、力強く頷いて応こたえる。すると、

「カイ……感謝しますわ！」

　退学回かい避ひに向けて一歩前進したことが余程嬉うれしかったのか、ミラは喜色満面の笑えみで抱だきついてきた。サラサラの金きん髪ぱつからふわりと舞まい上がった洗せん髪ぱつ剤ざいのいい香かおりが鼻び腔こうを刺し激げきし、身体からだの密着感も相まって胸の鼓こ動どうがさらに速度を増す。

「ミ、ミラ、その、この体勢は……！」

「っっっっっっ……！　こ、こここれはその、失礼を……！」

　戒の言葉でようやく我に返ったミラが大おお慌あわてで離はなれていく。これまで見たことがないほどの狼ろう狽ばいっぷりだった。

「はぁ……すごいびっくりした……」

「こ、このくらいで驚いていてはいけませんわ！　演技とはいえ、わたくし達は今日から恋人同士ですのよ！」

「え？　恋人同士って抱き合ってもドキドキしないの？」

「それは、その……知りませんわ。わたくし、男性と交際したことがありませんから……」

　強気な態度から一転、みるみるトーンダウンするミラ。そういえば以前、そんなことを言っていたような気がする。

　ということはお互たがい、恋人同士がどんなことをするのかわからないわけで……こんなんで明日あしたから大丈夫かな……。

「で、では、もう寝ねましょう。明日の早朝には実家が送った人も到とう着ちやくするはずですから、早さつ速そくあなたを紹しよう介かいしますわ」

「わ、わかった」

　ミラが風の魔法でランプの火を消し、部屋が暗くなったところでお互いベッドに入る。

　戒はミラの寝ているベッドに背中を向け、こっそり何度か深呼吸をした。

　女の子と同じ部屋で寝ると思うとなかなか落ち着かないが、幸い、距きよ離りは二メートル近く離れている。先程抱きつかれた時に比べれば何ほどのこともない。

　目を閉じて気持ちを静めれば、ぐっすり眠ねむれるはず……。

「カ、カイ。起きていますの？」

　などと思っていると。不意に、背後から声がかかった。

「う、うん。どうかした？」

「実は……もう一つお願いがあるのですが……」

「お願い？　何？」

「そ、その……そちらのベッドに行ってもよろしくて？」

「………………え？」

　思考回路が完全にフリーズした。

「えっと……ベッドを替えて欲しいってこと？」

「そうではなくて……わ、わたくし、いつもぬいぐるみを抱いて寝るのが習慣なのですわ。ですが、合宿所には持って来ていないので……近くに何かないと落ち着かなくて……」

「そ、そうなんだ……」

　ミラ、ぬいぐるみを抱いて寝てるのか……なんか意外。

「け、けどさ……」

「それに、わたくし達は明日から恋こい人びと同士……。近くにいても緊きん張ちようしないよう、今のうちから慣れておくべきだと思いますわ」

　こちらの反論を封ふうじるようにもっともらしいことを言うミラ。

　確かにその意見には一理あるけど……何もベッドの中で一いつ緒しよにいる必要はないんじゃないかな。

「というわけで、失礼しますわ」

「え、ちょっ……！」

　止める間もなく、ベッドの中にごそごそと潜もぐり込んでくる。

　背中を向けていたせいで接近に気付くのが遅おくれてしまった。

「はぁ……やっぱり落ち着きますわ……」

　すぐ傍そばから聞こえてくるミラの安あん堵どの声。と同時に、寝間着の背中の部分をきゅっと摑つかまれる。言外に放さないと言われているようで、戒は身動き一つ取れなかった。

（うぅ……僕は全然落ち着かないんですけど……！）

　ようやく安定し始めていた心臓の鼓動が再びトップスピードに乗る。

　同じ部屋で寝るだけでも緊張しっぱなしだったのに、まさか同じベッドだなんて……。

　というか、仮にも僕は男なのにぬいぐるみ代わりってどうなの。確かにミラより身長小さいけどさ……。

「ぅん……」

　背後で何やらもぞもぞとミラが身じろぎする気配。そして、

（はわぁぁぁあああああっ⁉）

　何の前まえ触ぶれもなく、いきなりぎゅーっと抱きしめられた。

　背中越ごしに感じる柔やわらかモチモチな感かん触しよくに、危あやうく心臓が止まりそうになる。

「ん……ふぅ……♥」

　甘えるような声を出しながら、すりすりと頰ほおを擦こすりつけてくる。

　もはや完全にぬいぐるみ扱あつかい。でも、僕も一応男なわけで……これ以上こんなこと続けられたら……！

「あ、あのさミラ。悪いんだけど、やっぱり別々のベッドで……って、寝てるし！」

　どうにか首だけを後ろに振ふり向けると、ミラは気持ちよさそうにすやすやと眠っていた。

　なるほど。道理でこんな大だい胆たんな行動を取ってくるわけだ。

（すんごい熟じゆく睡すいしてる……）

　ぬいぐるみ代わりが出来て余程安心したのか、なんとも安らかな寝顔。

　はっきり言って……非常に起こしづらい……。

（もうこのまま朝まで我が慢まんするしか……うぅぅ……眠れないよぉぉ～……）

　楽しい夢でも見ているのか、「うふふ……」というミラの上じよう機き嫌げんな寝言を聞きながら、戒は心中で涙なみだする。

　とりあえず明日になったら、真っ先にぬいぐるみ代わりになる何かを探そう。

　ミラの安あん眠みんと……そして何より、僕の安眠のために！







　一方その頃ころ、隣となりの部屋では。

「……それで、何なのです？　話というのは」

　飾かざり気けのまるでない無地の寝間着を着たアリサが腕うで組ぐみをしながら問う。右手の人差し指が何度も左の二の腕を叩たたき、口元は不機嫌そうに固く引き結ばれていた。

「あらあら～。アリサちゃん、随ずい分ぶんとイライラしてるわね～。やっぱり、カイくんとミラミラのことが気になる～？」

「ち、違います！　私はただ、早く寝て明日からの訓練に備えたいと……！」

「そう～？　わたしはかなり気になるのだけれど～」

「カ、カリナも……気になり、ます……」

　ジゼラの言葉にカリナがすぐさま同意を示し、アリサは「む……」と眉まゆ根ねを寄せる。

　ちなみに、ジゼラはいつものネグリジェ姿。カリナは白のキャミソールを身に纏まとっていた。

「なにしろ部屋には鍵かぎがかかってて入れないし、中の声もよく聞こえないし……一体二人で何をしているのかしら～？　もしかして今頃、ミラミラがカイくんのベッドに潜り込んで……」

「そ、そんなわけがありません！　あの二人に限ってそんなこと……！」

「で、でも……カイ先せん輩ぱいとミラ先輩って、仲いい、ですよね……」

　いきなりのカリナの発言に、アリサは「え……？」と声を詰つまらせる。

「確かに……。あの二人、訓練の時とかよく二人で話しているわよね～」

「そ、それは、二人とも武器が同じ剣けんだからであって……」

「そうよね～。でも、共通の話題があるっていうのは一つの強みじゃないかしら～」

　至し極ごく的確なジゼラの意見に「むむむ……」とますます難しい顔をするアリサ。

　そういえば、宿舎の庭で一緒に稽けい古こしているところを何度か見かけたことがある。

　その時は特別気に留めなかったのだが、よくよく考えてみると、二四班でカイと一番長い時間を過ごしているのは他ほかならぬミラなのかもしれない。

「ミラミラって意外と面めん倒どう見みいいから、カイくんも頼たよりにしちゃってるのかも～。そして同じ部屋になったことがきっかけで、一気に急接近……なんてことも～？」

「うぅぅぅぅぅ～～～～～～……」

　どんどんと不安を煽あおられ、アリサはほとんど泣きそうな顔で唸うなる。

　それを見たジゼラは慌あわててよしよしと彼女の頭を撫なでた。

「あらあら～……ちょっとした冗じよう談だんのつもりだったのだけれど～。ミラミラのことだから、いきなりそんなことにはならないと思うわ～。不安にさせてごめんなさいね～」

「アリサ先輩、泣かない、で……きっと大だい丈じよう夫ぶ、です」

「な、泣いてなどいない！」

　二人に慰なぐさめられ、両目をゴシゴシと擦りながら強がるアリサ。

　すると、そこでジゼラは突とつ然ぜん、真剣な顔になって告げた。

「でも、安心してばかりもいられないわ～。問題はミラミラより、むしろイセリアちゃんの方だと思うの～」

「一班の勧かん誘ゆう、ですね……」

「カ、カイは移い籍せきなどしません！」

　アリサが強い口調で断言する。

「もちろん、わたしも信じているわ～。でも、カイくんの目的は元の世界に帰ることなわけで……そう考えると、現時点で一班の方が目的に近いのは事実だと思うの。それに……」

「それに……何です？」

「カイくん、押しに弱いでしょう～？　あの調子でイセリアちゃんに迫せまられたら、そのうち籠ろう絡らくされちゃうかもと思って～……」

「う……。確かに、あいつはいつもフラフラしている印象がありますが……」

「で、でも、そういうところも可愛かわいい、です……」

「そうなのよね～。ついつい母性本能をくすぐられて～♥」

「一体何の話ですか……」

　完全に話題が逸それていた。

「というわけで、カイくんが一班に移籍するのを防ぐために対策を立てておく必要があると思うの～」

「そういうことなら初めからそう言って下さい……。つまり、カイに移籍する気を起こさせないよう──」

「えっちな誘ゆう惑わくでカイくんのハートをがっちり摑みましょう～♥」

　ジゼラの提案に、アリサはその場で思い切りずっこけた。

「ど、どうしてそうなるのです！」

「だって、イセリアちゃんに『女の子のことを教えてあげる』って言われてから、カイくん答えに迷っていたもの～。だからイセリアちゃんより先に、わたし達で女の子のことを教えてあげればいいんじゃないかしら～。いわゆる一つの〝先手必勝〟というやつね～」

「し、しかし、そんな方法……」

「じゃあ、アリサちゃんはカイくんが一班に移籍してもいいの～？」

「それは……！　もちろん、よくありませんが……」

「なら決まりね～。では、明日あしたから頑がん張ばりましょう～♪」

　一人ノリノリで片手を突つき上げるジゼラ。

　冗談でも何でもなく、完全に本気のようだった。

「うぅぅ……は、恥はずかしいですけど、カイ先輩のためなら……」

　ジゼラの勢いに押されたのか、カリナは顔を赤くしながらも胸の前で拳こぶしを握にぎって決意を固めている。反対する気はないようだ。

　ミラがいれば反対してくれたかもしれないが、残念ながらここにはいない。

　賛成二の反対一。多数決の原理により、ジゼラの方針は可決されてしまった。

「はぁ……どうして毎回、こういうことになるのだ……？」

　がっくりと肩かたを落としながら、諦てい念ねんのため息を漏もらすアリサ。

　こうしてそれぞれの思惑を胸に、合宿初日の夜は更ふけていくのであった。







　第二章　カイ引き留め大作戦♥







　──ガスッ‼

　半覚かく醒せい状態でうつらうつらしていた意識が、突然の衝しよう撃げきに激しく揺ゆさぶられた。

　ベッドから転げ落ち、その拍ひよう子しに肩と額を床ゆかに打ちつける。

　痛みのあまり、戒かいは声にならない悲鳴を上げながらゴロゴロと床を転げ回った。

「な、何者ですの⁉　わたくしのベッドに潜もぐり込むとはいい度胸ですわ！」

　朝から耳が痛くなるような甲かん高だかいミラの叫さけび声。どうも不ふ審しん者と誤解されているらしい。

　寝ね不ぶ足そくな上に起きて早々この仕打ち……一体僕が何をしたっていうのさ……。

「いてて……僕だよ、ミラ」

「カ、カイ……？」

「そう。昨日、ぬいぐるみがなくて落ち着かないからって、僕のベッドに入ってきたんじゃないか。忘れたの？」

　しばしの間天てん井じようを見上げ、昨夜の記き憶おくを掘ほり起こすミラ。そして、

「ね……寝相が悪いようですわね。ベッドから落ちてしまうとは」

「いや、絶対僕のこと蹴けったよね⁉　背中に痛み残ってるもん！」

　とっさに誤ご魔ま化かそうとしたミラにジト目を向けながら文句を言うと、観念したのかすぐに「面めん目ぼくありませんわ……」と謝罪してくれた。

　まぁ、起きてすぐ隣に男がいて驚おどろいた気持ちもわからなくはない。やっぱり、早急にぬいぐるみ代わりのものを探すべきだと改めて思う。

「まぁいいや。それで、今何時……って、朝の五時⁉　もうちょっと寝よ……」

　時刻を確かく認にんすると同時に改めて強きよう烈れつな眠ねむ気けを感じ、毛布にくるまろうとする。が、

「ダメですわ！」

　すぐさま強ごう引いんに毛布を剝はぎ取られた。

「七時に裏の庭園であなたを紹しよう介かいすることになっていますの。それまで練習しますわよ」

「練習……？　何の？」

「もちろん、恋こい人びと同士を演じる練習ですわ！」

　腰こしに手を当てながら当然とばかりにそう主張するミラ。昨晩早めに就しゆう寝しんしたおかげか、早朝にもかかわらず元気一いつ杯ぱいだった。

　こっちは君のせいで寝不足なんだけど……。

「ほら、シャキっとなさい。始めますわよ。まず……」

　やる気満々で説明を始めるミラに、嘆たん息そくして抵てい抗こうを諦あきらめる。

　一度協力すると決めたんだ。やるならとことん付き合うしかないよね。







「……そして最後に仲良く手を繫つないで去る、これで完かん璧ぺきですわね！」

「う、うん。そうだね……」

　満足げな笑えみを浮うかべるミラに、げんなりした顔でそう答える。

　あれからどのくらいの時間が過ぎただろうか。あらゆるパターンを想定したミラのシミュレーションに何度も付き合わされ、もう既すでにヘロヘロだ。今すぐベッドの中にヘッドスライディングを決めたい気分。

（っていうか、いきなりキスをしろと要求されるパターンとか……そんなことあり得ないと思うんだけど。心配性しようというかなんというか……でも逆に言えば、それだけ失敗は許されない状じよう況きようってことか）

　そう考え、戒はややダレていた心を再度引き締しめ直す。

　一方、ミラは部屋に備え付けられた時計に視線を向けた。

「さて、残り二〇分ですわね。そろそろ出発──」

　しましょう、と言いかけたところで言葉を止め、表情を凍こおらせる。

「ミラ？　どうかした？」

「ど、どうかした、ではありませんわ！　わたくし達、まだ寝間着のままですわよ！」

「……ああっ！」

　言われて初めて気付く。演技の練習に夢中で、着き替がえるのをすっかり忘れてしまっていた。なんて間ま抜ぬけな……！

「ど、どうしよう！」

「どうするもなにも、今すぐ着替えるしかありませんわ！」

「き、着替えるって、ここで？」

「時間がありませんわ！　お互たがいに背中を向けて着替えましょう！」

　この部屋にはカーテン等の仕切りになるようなものはない。片方が部屋の外で着替えるわけにもいかないし、確かにそれが一番妥だ当とうな方法ではあるのだが……。

（僕がこっそり振ふり向く可能性とか考えないのかな。信用されてるのか、あるいは男として意識されてないのか……。後者だったら微び妙みように悲しいなぁ……）

　仕方なく部屋の隅すみにかけてあった制服を手に取り、ミラに背中を向けながら着替え始める。同時に背後からしゅるしゅる、と衣きぬ擦ずれの音が聞こえ、心臓がバクンバクンといつも以上に大きく脈打ち始めた。

（見えてなくても、音だけで緊きん張ちようしちゃうよ……。いや、落ち着こう。自分の着替えだけに集中するんだ。鏡を見てネクタイがきちんと結べているか確認を…………鏡？）

　そこで、はたと気付く。すぐ目の前にある壁かべには、鏡が取り付けられていたのだ。

　鏡の中のミラが腰の後ろで結ばれていた紐ひもを解く。すると、彼女が身に纏まとっていたドレス風の寝間着がすとんと──

（うわわわわわっ……！）

　思わず声を上げそうになり、大おお慌あわてで口を押さえる。

　窓から差し込む朝あさ陽ひを浴びて輝かがやく真っ白な肌はだと、扇せん情じよう的なデザインの下着に包まれた肉付きの良いお尻しり。彼女が身動きする度たびに、まだ下ろしたままの金きん髪ぱつが穏おだやかな清流のようにサラサラと流れる。

　前からわかってはいたけど……ミラ、やっぱり綺き麗れいだなぁ……。

（……って、何じっと見てるんだ僕！　見ちゃダメでしょ！）

　しばし着替えを覗のぞき見してからようやく我に返り、着替えを再開する。だが、どれだけ着替えに集中しようとしても、ついつい何度か鏡に視線がいってしまった。

　ミラは僕のこと信用してくれたのに……。うぅ、ごめんなさい……。
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「終わりましたわ。もうこちらを向いても構いませんわよ」

「う、うん。僕も終わったよ」

　振り返り、何事もなかったかのように笑顔を作る。

　正直に謝りたいところだけど、バレたらさすがにタダじゃ済まないだろうし……今回だけはなんとか誤魔化して見み逃のがしてもらおう。

「……カイ、制服のボタンをかけ間ま違ちがえていますわよ。それに、ズボンが後ろ前ですわ」

「うぇっ⁉」

　指し摘てきされて自分の姿を確認すると、まさにミラが言った通りだった。ボタンなんて二つもかけ間違えている。

「子供じゃないんですから、着替えくらい一人できちんとなさい。何か気になることでもありましたの？」

「な、ないよ！　何にもにゃいよ！」

　背後にある鏡を必死に隠かくしながらぶんぶんと首を横に振る。動どう揺ようのあまり思い切り嚙かんでしまった。舌痛い……。

「……？　とにかく、早く直しなさい」

　いぶかしげな顔をしながらも再びこちらに背を向けるミラ。どうにかバレなかったことに内心安あん堵どの息をつきつつ、戒はささっと着替え直した。

「それでは、行きますわよ」

　服装がきちんと整ったことを確認したミラが少しだけ躊ちゆう躇ちよした後、腕うでを絡からめてくる。互いの距きよ離りがぐぐっと縮まり、つい顔がこわばってしまった。

　恋人同士ラブラブなところをアピールするためなんだろうけど……これは思った以上に緊張する。こんな調子でちゃんと演技出来るのだろうか……。

「アリサ達に見つかるとやっかいですわ。足音を立てないようこっそり行きますわよ」

　ミラの言葉に「了りよう解かい」と頷うなずき、ぎくしゃくした動きで二人して部屋を出る。と、

「む……？」

　廊ろう下かでばったりアリサと遭そう遇ぐうしてしまった。

　偽ぎ装そう恋人作戦、開始一秒で緊きん急きゆう事態発生。

「ア、アリサ、おはよう」

「ああ、おはよう。こんな朝早くから外出か？」

「ちょ、ちょっと散歩に……。ほら、この辺り景色もよさそうだしさ」

　窓の外を指さしながら、とっさに言い繕つくろう。我ながらなかなか良い言い訳……と思ったのだが、

「……ミラと二人で腕を組みながらか？」

「うぅっ……⁉」

　あっという間に疑いの目を向けられてしまった。

　しまった……こっちはなんて言い訳すれば……。

「いつの間にか随ずい分ぶんと仲良くなったようだな……」

「ええ、まぁ。昨夜、色々ありまして」

「ちょおっ……⁉」

　とんでもないミラの答えに思わず声を上げる。

　確かに昨夜話し合って決めたことだけど、同じ部屋に寝ね泊とまりしている状態でそんな言い方したら……ほら、アリサ凍っちゃってるよ！

「さぁ、時間がありませんわ。行きますわよ！」

「ま、待ってミラ！　せめて説明する時間を……ご、誤解だよ！　アリサが思っているようなことは何もないからね！」

　ミラにぐいぐいと引っ張られ、仕方なく三流悪役の捨て台詞ぜりふのように言い訳を残してその場を後にする。

　大だい丈じよう夫ぶかな……後でややこしいことにならなければいいけど……。







　戒とミラの背中が廊下の向こうに消えた後。

　アリサはその場にしばし佇たたずんでからスタスタと部屋に戻もどり、まだ寝ていたジゼラとカリナを無理矢理叩たたき起こした。

「ん～……？　アリサちゃん、どうしたの～？」

「まだ眠ねむい、です……」

　起き床しよう時間前に起こされ、やや不満そうな顔の二人。

　そんな二人に対し、部屋の机にどっかり腰を下ろしたアリサは、

「……作戦会議です」

　底冷えするような声でそう言った。

「作戦会議～……？」

「そうです。いかにしてカイを籠ろう絡らくすべきか……三人で策を練りましょう」

「ふぇ……？」

　全く予想外の提案に、ジゼラとカリナは顔を見合わせる。

「急にどうしたの～？　アリサちゃん、昨日まで乗り気じゃなかったような～……」

「何かあったん、ですか……？」

「理由などどうでもいいでしょう！」

　バン、と机を叩きながら大声を上げるアリサ。

　あまりの剣けん幕まくに、二人はびくぅっと肩かたを震ふるわせた。

「このまま引き下がるなど、私のプライドが許しません！　必ずミラに目にもの見せてやります！」

「あ、あの～、アリサちゃん？　どうしてそこでミラミラの名前が出てくるのかしら～？」

「アリサ先せん輩ぱいが、燃えて、ます……！」

　並々ならぬアリサの気き迫はくに、ジゼラとカリナはわけもわからず戦せん慄りつする。

　こうして、カイ引き留め大作戦が水面下で本格的に動き始めたのであった。







　エーリ湖の近くにあるこの合宿所は、主に三つの建物で構成されている。

　戒達の泊まる部屋のある宿しゆく泊はく棟とう、お風ふ呂ろや食堂といった共用施し設せつが揃そろう中央棟、そして訓練をするための訓練場だ。

　ちなみに、これらの建物は付近にいくつか存在しており、そこでも他の班が同じように合宿を行っている。二日目から湖が混こむ、とジゼラが言っていたのはそのためだ。

（ここ以外にも合宿所はあるって話だし……士官学校、お金持ってるなぁ……）

　そんなことをつらつらと考えながら、戒はミラに連れられて中央棟の裏手に向かう。そこはいくつかの花か壇だんに囲まれた庭園になっており、中心にはお茶会を楽しむためのスペースが用意されている。

　目的の人物は、花の模様がいくつも彫ほられた品の良いデザインのテーブルの傍そばに直立不動で立っていた。

「お待ちしておりました、ミラお嬢じよう様さま」

　タキシードを身に纏まとった老紳しん士しが右手を胸の辺りに当て、深く腰こしを折り曲げる。

　オールバックにまとめた髪かみには白しら髪がが交じり、顔にも年ねん齢れい相応のシワが刻まれているが、その声はまだ若々しく、力強さが感じられた。

「暑い中ご苦労様。少し遅おくれてしまいましたわね」

「めっそうもございません。ところでお嬢様、そちらにおられる方は……」

「手紙で伝えたわたくしの恋こい人びとですわ。名前はカイと言いますの」

「……そうでしたか。私はベロワ家の執しつ事じ長を務めるジルと申します。以後お見知りおきを、カイ様」

「こ、こここちらこそ。ミラには……あ、いや、ミラさんにはいつもお世話になっておりまして、それで、あの……！」

「カイ、緊張し過ぎですわ。いつも通り呼び捨てで構いませんわよ？」

　ニッコリ優やさしい笑え顔がおでそう宥なだめられ、戒は一度言葉を止めて気分を落ち着ける。

　いやまぁ、同時に足も踏ふまれたんだけどね。ごめんなさい、テンパりすぎました。

「…………」

　こちらを値ね踏ぶみするようにじっと見つめてくるジル。居い心地ごこち悪いことこの上ない。

「あ、あの……何か？」

「これは失礼致いたしました。お嬢様からゼファー家の跡あと取とりを打ち倒たおしたと聞き、大おお柄がらな人物を想像しておりましたもので……」

「確かにカイは女性のような顔付きで背も低く、おまけに性格にも女め々めしいところがありますが、これでもクラウディオを倒した男ですのよ。そこらの男性魔ま術じゆつ師しと一いつ緒しよにされては困りますわ」

　ミラ……もしかしたらフォローのつもりなのかもしれないけど、それ、何のフォローにもなってないからね？

「左様でございますか。ところで、カイ様。お嬢様とお付き合いを始めてどのくらい経たつのでしょうか？」

「三ヶ月くらいです。期間はまだ短いですけど、それでもミラのことは心から愛しています」

　あらかじめ想定していた質問だったので、用意してあった答えをスラスラと吐はき出す。実際には出会って三ヶ月も経っていないのだが、噓うそも方便というやつだ。

　もっとも、演技で「心から愛している」などと言うのはあまり気持ちの良いものではなかった。こういう台詞せりふは本来、きちんと心を込こめて言うべきだと思う。

「なるほど。それでは、今年のお嬢様の誕生日にはどのようなプレゼントを？」

「えっ……⁉」

　想定外の質問につい小さく声を上げる。この三ヶ月の間にミラが誕生日を迎むかえていたなんて知らなかった。召しよう喚かんされて以降ならアリサ達が祝わないはずがないので、恐おそらく召喚される前のことなのだろう。

（ど、どうしよう……噓でもいいからなんか答えなきゃ。えっと……そうだ！　ぬいぐるみをプレゼントしたってことに……！）

「ジル、何を言っておりますの。わたくしの誕生日はまだ一ひと月つき以上先ですわ」

　しかし、戒が答えようとする直前。ミラは怪け訝げんそうな顔をしてそう言った。

　え……？　一月以上先……？

「これは失礼致しました。どうやら記き憶おく違ちがいをしていたようです」

　申し訳なさそうな顔で頭を下げるジル。だが、その目は戒の一挙一動を逃のがすまいと鋭するどい光を放っていた。

　違う、この人は記憶違いなんてしていない。カマをかけていたんだ。危あやうく引っかかるところだった……！

「そういえば、まだカイ様のご実家について伺うかがっておりませんでした。カイ様はどちらの家の出身でしょうか？」

「あ、えっと……中なか山やま家です」

「ナカヤマ……？　聞いたことのない名前ですな」

「名もない平民の家でして……その、家いえ柄がらは全然よくないんですけど……」

　痛いところを突つかれ、ついしどろもどろになってしまう。だが、ジルは心配するなとでも言うように首を横に振ふった。

「誤解なさらぬよう。有能な男性魔術師かどうか、重要なのはその点のみです。家柄は特に重視しておりません」

　抑よく揚ようのない、淡たん々たんとしたジルの返答。

　その答えに、ついカチンときた。

「……ミラの気持ちは完全に無視ですか？」

「は……？」

「有能な男性魔術師と結けつ婚こんするのが家のためになるってことはわかります。でももう少し、ミラの気持ちも考えてくれていいんじゃないですか？」

「ちょっと……カイ？」

　シミュレーションには一いつ切さいなかった展開に、ミラが慌あわてたような声を出す。

　墓ぼ穴けつを掘ほる危険性もあるし、余計なことは言わない方がいい。

　そう頭ではわかっていたが、どうしても我が慢まん出来なかった。

「……私はただの執事ですので、その質問にはお答え致しかねます。とはいえ、カイ様がお嬢様を深く思いやっておられることは理解致しました」

「そ、それでは、わたくし達の仲を認めるということですの？」

「いえ、まだお嬢様の気持ちを確かく認にんしておりません。お互たがいが思いやっていて、初めて恋人同士と言えましょう」

「もちろん、わたくしもカイを愛していますわ」

「左様でございますか。では、今ここでキスをして頂けますか？」

　流れるように飛び出たジルの爆ばく弾だん発言に、戒は一いつ瞬しゆん、時が止まったかのような錯さつ覚かくを覚えた。

「キ、キス、ですか……？」

「はい。接せつ吻ぷんでございます」

　眉まゆ一つ動かさず、至し極ごく真ま面じ目めな顔で答えるジル。とても冗じよう談だんを言っている雰ふん囲い気きではなかった。まさか、こんな展開が本当に起こるなんて……。

（でも大丈夫。きちんとシミュレーションしてあるし。この場合、僕は頰ほおを──）

「もちろん、唇くちびる同士が大前提でございます」

　シミュレーションは三秒で無む駄だになった。

（ど、どどどうしよう……⁉）

　横目でちらりとミラの様子を確認する。

　ミラは顔を赤くしたり青くしたりして激しく狼ろう狽ばいしていたが、やがてきゅっと口元を引き結ぶと、

「えっ……⁉」

　こちらの顔を両手で挟はさみ、ぐるんと自分の方に向けさせた。そして、ゆっくりと顔を近付けてくる。

　う、うそっ……するの⁉　本当にキスしちゃうの⁉

「ん……」

　わずかに開いた唇の隙すき間まから漏もれるどこか色っぽい吐と息いきが、戒の脳のう髄ずいを刺し激げきする。

　羞しゆう恥ちに頰を染め、両目をそっと閉じたミラの表情はたまらなく魅み力りよく的で。

　そんな彼女のうっすらと濡ぬれた唇は、どんな男でも抗あらがえない魔ま性しようの引力を秘ひめていた。

（い、いいのかな……いや、いいわけないけど、でも……うぅぅ……）

　理性ではいけないと思いつつも、男としての欲求を抑おさえきれず、ふらふらと顔を近付けてしまう。そして、

　──ごちんっ

　二人の唇が重なるその前に、互いの額が正面衝しよう突とつした。

「あたた……ご、ごめんミラ。大だい丈じよう夫ぶ？」

「へ、平気ですわ。あなたこそ大丈夫ですの？　おでこが赤くなっていますわよ」

　同時に相手の額に手を触ふれ、慌てて引っ込める。そして顔を見合わせると、自然と照れ笑いを交かわした。

「……結構です。お二人が互いを思いやっているということはよくわかりました」

　そんな二人の様子を見たジルが深く頷うなずきながら言う。

　実際にはお互いに緊きん張ちようし過ぎて演技が上手うまくいかなかっただけなのだが、彼の目には奇くしくも初うい々ういしいカップルのように見えていた。

「しかしながらお嬢じよう様さま。もう一つ、確認しておかなければならないことがございます」

「確認？」

「はい。お嬢様は旦だん那な様と奥様の反対を押し切って士官学校に入学されました。ところが、今年前期の成績は最下位とのこと。これはどういうことでしょうか？」

「っ……それは……」

「もしお嬢様が恋れん愛あいばかりを楽しみ、学業や訓練を疎おろそかにしているのであれば……私は退学の手続きを取り、実家に連れ戻もどさねばなりません。たとえお嬢様の意に反することになろうともです」

　穏おだやかだったジルの目つきがぐっと鋭くなる。

　なるほど。なぜミラの実家が急に退学を迫せまったのか疑問に思っていたのだが、どうやら原因は前期の成績にあったようだ。

「ま、待って下さい。それは誤解です」

　ジルの鋭い視線から守るように、戒はミラの一歩前に出る。

「誤解……といいますと？」

「二四班が前期勝てなかったのは、クラウディオが卑ひ怯きような手を使って人が集まらないようにしていたからなんです。ミラがさぼっていたからじゃありません。毎日剣けんの鍛たん錬れんだって続けているし……むしろ、班で一、二を争うほど努力していますよ」

「ほう……そうですか」

　そう呟つぶやきながら、試ためすような目つきで戒を正面から見つめるジル。戒も負けじと視線に強い力を込こめた。

　恋こい人びと同士なのは噓だが、ミラが努力していたのは本当だ。ここで退ひく理由は何もない。

「事情があったことは承知致しました。しかし、カイ様の言葉を疑うわけではございませんが、努力は成果で示すものと存じます」

「もちろんですわ。後期には必ず──」

「失礼ながら、そこまで待つわけには参りません。私はお嬢様がこのまま士官学校に通い続けるべきか否いなか判断してくるよう、旦那様から仰おおせつかっておりますので」

「……では、どうしろと言うんですの？」

「僭せん越えつながら、今回の強化合宿について調べさせて頂きました。合宿は二つの班が合同で行い、最終日にはその班同士の練習試合が予定されていると」

　合宿の細かい予定について聞かされていない戒は、確認するようにミラを見る。ミラは一つ頷いてそれに答えた。

「お嬢様の努力の成果は、その練習試合を見て判断したいと考えております。カイ様がお嬢様の婚こん約やく者として相応ふさわしい力を持っているかどうかも、そこで判断出来ればと」

「つまり、練習試合に勝てば退学も結婚も白紙に戻るということですわね？」

「もちろんでございます」

　再び一礼するジルを見て、ミラがふんと鼻を鳴らす。

「わかりました。その条件で構いませんわ」

「ミ、ミラ⁉」

　その答えに、戒は耳を疑った。

　練習試合の相手は一班、すなわち前期優勝チームだ。簡単に勝てる相手とは到とう底てい思えない。それなのに、そんなあっさり承しよう諾だくしちゃうなんて……！

「カイ様も、それでよろしいでしょうか？」

「え……？　あ、あの、少しだけ相談させてもらってもいいですか？」

　ジルが「どうぞ」と頷いたのを確認してから、ミラを連れて少し離はなれる。

「どういうつもりさ、相手は一班だよ⁉」

「優勝するためにはいずれ倒たおさねばならない相手ですわ。練習試合で勝てなくて本番で勝てると思って？」

「それはそうだけど……でもさ……」

　避さけて通れない相手なのは事実だが、時期というものがある。五人編成になって日が浅く、戦術等も確立していない現状では、勝てる可能性は限りなく低いように思えた。

「……わかっておりますわ、厳しいことくらい。ですが、そのくらいのことをしなければ父にも母にも面めん目ぼくが立ちません。理由はどうあれ、前期の成績が悪かったのは事実ですから……」

　どことなく思い詰つめたような顔で足あし下もとを見つめるミラ。その場の勢いでああ言ったわけではなく、彼女なりに考えがあっての発言だったようだ。

　確かに、前期のひどい成績を鑑かんがみれば、ちょっとやそっとの成果ではジルやミラの両親を納なつ得とくさせることは出来ないだろう。

　そういうことであれば、あまり強く反対するわけにもいかない。

「カイ、あなたには感謝しておりますわ」

　不意に顔を上げ、ミラがこちらに視線を向ける。

「感謝？　偽にせ恋人のこと？」

「それもそうですが……先さき程ほど、わたくしを庇かばってくれたでしょう？」

「庇う……？」

　戒は眉み間けんに皺しわを寄せ、先程あったジルとの一連の会話を思い返す。

　もしかして、ミラがさぼり疑ぎ惑わくをかけられていた場面のことだろうか。

「別に庇ったわけじゃないよ。ただ事実を伝えただけじゃない。ミラはいつもすごく頑がん張ばってるもの」

「っ……！　そ、そんなセリフをよく真顔で……」

「え？　何？」

　何か小さく呟いたミラに声をかけると、「なんでもありませんわ」とそっぽを向かれてしまった。心なしか頰が赤いように見える。

「ねぇ、一つ聞いてもいいかな？」

　会話が一段落したところを見計らって、戒は別の話題を振ふる。先程から、どうしても一つ気になっていることがあった。

「なんですの？」

「さっき、両親の反対を押し切ってって言ってたよね。どうしてそこまでして士官学校に入ったの？」

　その質問に、ミラは視線を逸そらして沈ちん黙もくする。

　以前から同じ疑問を持ってはいたのだが、てっきり家のしきたりか何かで入学したのだろうと思っていた。まさか彼女自身の意志だったとは。

「……その話はまたいずれ。今は話したくありませんわ」

　しばしの沈黙の後、ミラがぽつりとそう答える。表情は少し暗かったが、その目にはとても強い何かが宿っているように感じた。

　きっと彼女にもアリサと同じように、ゆずれないものがあるのだろう。

「そっか……わかった」

「いいんですの？」

「いいよ。話す気になったら話してくれれば」

　これ以上気を遣つかわせないよう、なるべく軽い口調で言う。

　するとその気持ちが通じたのか、ミラはふっと頰を緩ゆるめて柔やわらかな微び笑しようを返してくれた。

「わかりました。僕もその条件で構いません」

　ジルの元に戻り、はっきりとした口調でそう告げる。

「承知致いたしました。ところでカイ様。大変申し訳ありませんが、少しの間、席を外して頂けないでしょうか。少々込み入った話などもありまして……」

「あ、はい。わかりました」

「カイ。後で一いつ緒しよに昼食をとりましょう」

「うん。それじゃ、またお昼に」

　二人ともこうして会うのは久しぶりだろうし、色々と積もる話があるのだろう。

　戒はミラに軽く手を振ると、ゆっくりとした足取りで中央棟とうに歩を進める。

　挨あい拶さつは無難にこなせたし、出だしはなかなか好調だ。

　なんとか最終日までバレないように、精せい一いつ杯ぱい頑張ろう。







「えっと、食堂は……こっちか」

　廊ろう下かの壁かべに設置された案内板に従い、どうにか食堂に辿たどり着く。

　ここに来た目的は他ほかでもない、朝食を食べるためである。

（なんだかんだ挨拶に時間かかっちゃったけど……ジゼラ先せん輩ぱい、僕の分も用意してくれたかな……）

　合宿所には調理師がおり、頼たのめば食事を作ってくれるのだが、二四班ではいつも通りジゼラが作る方針になっている（食堂にある食材や器具は自由に使っていいらしい）。

　自分達で食事の用意をすることで自立心がうんたらかんたらと昨日、イレーナが力説していたが……単に自分がジゼラの作ったご飯を食べたいだけだろう。間ま違ちがいない。

「お、おはようございます。遅おそくなりました～……」

　食堂の扉とびらを開けて、恐おそる恐る挨拶する。が、中には誰だれもいなかった。どうやらアリサ達はもう朝食を終えてしまったようだった。

（やっぱり遅かったか……。仕方ない、昼食まで我が慢まんしよう……）

　空腹を訴うつたえるお腹なかを軽く押さえて、部屋に引き返そうとする。と、

「あらあら～。カイくん来たの～？」

　キッチンの方角から、ジゼラの声が聞こえてきた。

「あ……先輩、おはようございます。あの……僕のご飯って、まだありますか？」

「あるわよ～。今準備してあげるわ～」

「あ、ありがとうございます！」

　ジゼラの優やさしさに感謝しながら食堂に入り、テーブルに向かう。

　よかった……朝ご飯抜ぬきじゃ、きっと午前中の訓練は乗り越こえられない……。

「すみません先輩、余計な手間をか──っ⁉」

　改めてお礼を言おうとキッチンを覗のぞき込んだところで、思わず固まる。

　あ、あれ……？　もしかして僕、まだ寝ねぼけてる……？

「もうすぐ出来るから、少しだけ待っていて～♪」

　キッチンの中では、エプロン姿のジゼラが楽しそうに料理している。一見、普ふ段だんと変わらない光景だ。

　ただ一つ違いがあるとすれば、普段よりも格段に肌はだの露ろ出しゆつ度どが増していることだろう。

　彼女がエプロンの下に着ていたのは、昨日カリナが着ていた超ちよう極ごく小しようマイクロビキニだった。ほとんど紐ひものような水着がむっちりと肉付きの良いお尻しりに食い込んで、丸見えよりいやらしい。

「せ、先輩！　朝からなんて格好してるんですか！」

　刺し激げき的すぎるその後ろ姿を見て思わず叫さけぶ。頭に血が上って目眩めまいがしそうだった。

「ああ、これ？　せっかく持って来たのに着ないのもどうかと思って。どうかしら～？」

「どうって……そ、そんなことより服を着てください！」

「あらあら～、水着だって立派な衣服よ～。別に裸はだかじゃないから問題ないわ～」

「いや、そういう問題じゃ……」

「はい、出来たわよ～」

　抗こう議ぎの声をスルーし、ジゼラが朝食をテーブルに運ぶ。

　これ以上言っても無む駄だだと悟さとり、戒も大人しくテーブルに座った。

「それじゃあ、いただき──」

「あ、待って～」

　スプーン片手に食べ始めようとしたところで、向かい側に座るジゼラに止められる。

　なんだろうと思い顔を上げると、なぜかスプーンを取り上げられた。

「あ、あの……先輩？」

「せっかくだから、わたしが食べさせてあげるわ～」

　ニコニコ顔でそんなことを言うジゼラ。優しいお姉さん風の笑え顔がおに、ついつい警けい戒かい心しんが緩みそうになってしまう。

　いや、騙だまされるな中山戒。あの顔は絶対に何か企たくらんでる！

「い、いいですよ。お構いなく」

「はい、あ～ん♥」

　またしてもこちらの言葉をスルーし、白いリゾットのようなものをスプーンで掬すくって口元に差し出してくる。

　戒は一つため息をつくとスプーンに食いつこうとして、

（うっ……！）

　とある事に気付き、動きを止めた。

　ジゼラとはテーブルを挟はさんで向かい合っているため、当然、少し距きよ離りがある。彼女の差し出したスプーンには身を乗り出さないと届かない状じよう況きようだ。

　しかし、今身を乗り出すと必然的に上から覗き込むような感じになってしまう。際きわどい水着で大部分が見えてしまっている、ジゼラの胸むな元もとを……！

（ど、どうしよう……⁉）

　額にダラダラと脂あぶら汗あせが浮うかぶ。

　素す直なおに食いつけば見えてしまうし、かといって拒きよ否ひすれば気付いていますと自ら白状しているようなもの。いずれを選せん択たくしても下心ありと認にん定ていされてしまう。なんという周しゆう到とうな罠わな……！

（ええい……！）

　覚かく悟ごを決めて身を乗り出す。こうなったら気付いていないフリをして、なるべく見ないように食べるしかない。

　パクっと素早くスプーンに食いつき、何食わぬ顔で席に戻もどって咀そ嚼しやくする。

　一いつ瞬しゆんしか見えなかったけど……改めて凶きよう悪あくなボリュームだなぁ……。本当、同室にならなくてよかった……。

「カイくん、どうだった～？」

「な、何がですか？　僕は別に何も見てませんけど」

「あらあら～。わたしが聞いたのは味の感想だったのだけれど、何の話をしているのかしら～？」

「……ぐぅ……」

　ニヤニヤと意地の悪い笑みを見せるジゼラに、戒は力なくうなだれる。

　最後の最後で致ち命めい的なミス……今までの苦労（？）は何だったのだろう……。

「はい。それじゃあもう一口～♪」

　そう言って、再度スプーンを差し出すジゼラ。

　もう下心はバレてしまったし、悩なやむことはない。これ以上は断固拒否だ！

「い、いえ、自分で食べますから……」

「まぁまぁ、そう言わず～」

「いやいや、本当にいいですから……」

　スプーンを持つジゼラの手をやや強ごう引いんに押し戻す。と、

「きゃっ……！」

　その拍ひよう子しにスプーンにのせていた料理が零こぼれてしまった。

　よりにもよって……ジゼラの豊満な双そう丘きゆうの上に。

「す、すみません！　大だい丈じよう夫ぶですか⁉」

「あらあら～大丈夫よ～。もうあまり熱くないし～。カイくんもさっき食べたからわかるでしょう～？」

　いえ、味を気にする余よ裕ゆうなんて全くありませんでした……。

「と、とにかく拭ふかないと……これ、どうぞ」

　テーブルの上に用意してあった布製のナプキンを手に取り、ジゼラに手て渡わたそうとする。だが、

「ん～……」

　何を思ったのか、ジゼラは少し考えるような仕草を見せた後、両手で自分の胸を掬い上げるように持ち上げ、

「せっかくだから、このまま食べてみる～？」

　とんでもないことを言い出した。

「……こ、このままって……」

　それはつまり、ジゼラ自じ慢まん（？）の双丘にむしゃぶりつくのとほとんど同義なわけで……そ、そんなの……そんなこと……！

「あらあら～カイくんったら顔真っ赤♥」

「だ、だって……！」

「でも、まだちょっと早いかしら～。さすがにわたしも恥はずかしいし～……。もちろん、カイくんがちゃんと責任を取ってくれるなら考えるけれど～♥」

「ジゼラ先輩、そろそろ勘かん弁べんしてください……」

　一体何なんですか、この誘ゆう惑わくの嵐あらし⁉　朝からのぼせちゃいそうなんですけど！

「そうね～。これ以上すると朝ご飯が完全に冷めちゃうし～……」

「そ、そうですよ。僕もいい加減お腹がすきました」

「わかったわ～。でも……」

　ジゼラはニッコリ極上の笑みを浮かべ、

「最後に、これは拭いてね～」

　深い谷間を強調するように、再度胸を持ち上げた。

「そ、そんなの、自分で拭いてくださいよ……！」

「でも、零したのはカイくんのせいだもの～。これくらいはしてくれてもいいと思うのだけれど～。いわゆる一つの〝自己責任〟というやつね～」

「ぅ……」

「ほらほら～。拭かないとご飯が食べられないわよ～」

「……わ、わかりました……」

　ごくり、と生なま唾つばを飲み込んでから、ナプキンを持った右手をジゼラの胸に近付ける。

　緊きん張ちようのあまり、手が細かく痙けい攣れんしていた。

　──ふゆんっ♥

（う、うゎ……）

　なるべく触さわらないよう拭き取ったつもりだったのに、柔やわ肌はだに指が沈しずみ込む感かん触しよくが脳のう髄ずいを直ちよく撃げきする。心臓の鼓こ動どうが頭の中でバクバクと反はん響きようした。

　もう、なんというか……すごいとしか言いようがない……。

「お、終わりました……」

「ふふ……ありがとう、カイくん。わたしも……少しドキドキしちゃったわ～♥」

　戒が触ふれた辺りを軽く指でなぞりながら、恥ずかしそうに頰ほおを染めて照れ笑いをするジゼラ。自分の行動が彼女にこんな表情をさせたのだと思うと、嬉うれしいような恥ずかしいような、なんとも言えない幸福を感じた。

「そ、それじゃあ、冷めないうちに召めし上がれ～」

「は、はい……」
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　初めてお見合いをする同士のようなこそばゆい空気の中で、ようやく朝食にありつく。

　もちろん、味などまるでわからなかった。







「……疲つかれた……」

　異様に疲ひ労ろうがたまる朝食をどうにか終えた後。戒は食堂を出て、一休みするために自室へと向かっていた。

　本来なら、すぐに訓練の準備を始めないといけないはずだったのだが……。

（いきなり中止ってどういうことなんだろ。結局、理由は教えてくれなかったし……誰だれか体調が悪いとか？）

　しかし、それならわざわざ隠かくすようなことでもない気がする。むしろ、全員で看病しようという流れになるのが自然だ。

（ってことは、何か他の理由ってことか……全然予想つかないけど）

　不可解な訓練中止に首を捻ひねりつつ、中央棟とうから連れん絡らく通路を渡わたって宿しゆく泊はく棟へ。

　この宿泊棟では二階に二四班のメンバーが、一つ上の三階に一班のメンバーが宿泊している。戒が向かうのは当然二階だ。

（ミラ、もう部屋に戻ってるかな？　もしいなかったら、訓練が中止になったことを伝えに行かないと……）

　階段を上って自室の前に着くと、ドアノブを捻って扉とびらを開ける。

　そして、




「い、いらっしゃいませ、ご主人様……にゃん」

「お、お待ちしておりました。ご、ごごご主人様……」




　パタリと閉めた。

「ふぇぇ⁉　ど、どうして帰っちゃうん、ですか……⁉」

「こ、こら！　なぜ閉めるのだ！」

　室内から聞こえてくる抗こう議ぎの声。

　戒は一つ息をついて気持ちを落ち着けると、再び扉を開いた。

「……で、二人はなんでそんな格好してるの……？」

　部屋の出入り口から四、五歩ほど離はなれた位置に並んで立つアリサとカリナに尋たずねる。

　二人が身に纏まとっていたのは、かなり過激なデザインのメイド服だった。

　両りよう肩かたが剝むき出しになっており、お腹なかは丸見え。パンツが見えてしまいそうなほどの超ちようミニスカートに、触り心地ごこちの良さそうな黒のストッキング。極きわめつきにカリナはネコ耳、アリサはウサギ耳を頭に着けていた。

「そ、その……今日は二人で、カイ先せん輩ぱいにご奉ほう仕ししようと思い、まして……にゃん」

　律りち儀ぎに『にゃん』を付けながら、恥ずかしそうに頰を染めるカリナ。パンツが見えないよう、両手でスカートの前を少しだけ引っ張っている。口調も含ふくめて、無理をしているのは明らかだった。

　まぁ、そんな恥ずかしい思いをしてまで自分のために着き替がえてくれたのだと思うとちょっと嬉しいけど……それよりも……。

「えっと……なんで？」

「り、理由などなんでもいいだろう！」

　腕うで組ぐみをしながらそう言い放つアリサ。こちらはカリナと違ちがって堂々としたものだった。

　いや、堂々としたメイドさんっていうのもどうかと思うけどさ……。

「お茶を淹いれますから……こ、こちらにどうぞ……にゃん」

「いや、そんな無理ににゃんを付けなくても……っていうか、まだ理由聞いてない……」

「い、いいから座れ！　私達にご奉仕させろ！」

「なんでそんなにメイドさんが偉えらそうなの⁉　僕、ご主人様なんだよね⁉」

　そんな抗議の声も聞き入れられず。戒はウサ耳メイドさんの目力に屈くつし、ネコ耳メイドさんがぎこちない動作で引いてくれた椅い子すに腰こし掛かける。

「ご、ご注文、は……？」

「あ～……わからないから、カリナに任せるよ」

　用意してあるお茶の種類が記されたメモを渡されたが、当然、どれも聞いたことのない名前だった。料理の名前とかも全然知らないし……少しは覚えないと。

「では、少々お待ち下さい……にゃん」

　深々と頭を下げてから、カリナがティーセットの準備を始める。一方、アリサは戒の傍かたわらで休めの姿勢のまま微び動どうだにしなかった。

　それにしても……日本にいた頃ころは一度も行ったことなかったのに、まさか異世界でメイド喫きつ茶さを初体験することになるなんて……なんだかなぁ……。

「アリサは手伝わなくていいの？」

「……カリナの方がお茶を淹れるのが上手なのだ」

「そっか。アリサ、ぶき──あ、いや、なんでもないです」

　不器用、と言おうとしたところでジロリと睨にらまれ、慌あわてて口をつぐむ。

　まぁ、誰にでも欠点の一つや二つはあるよね、うん。

「そ、そんなことより……何か言うことはないか？」

「え……？」

　丈たけが短いことが気になるのか、何度もミニスカートを翻ひるがえしながらそんなことを聞くアリサ。

　何か言うこと……？　あ、そういえば……。

「あのさ、ミラどこにいるか知ってる？」

「…………は？」

「ほら、訓練が中止になったこと、伝えなきゃいけないと思って。もしかしたら先に訓練場に行っちゃったかもしれないし……って、アリサ？」

　二人のメイド姿のおかげで忘れていた懸け念ねん事じ項こうを伝えると、アリサはなぜか顔を俯うつむけて両肩をブルブルと震ふるわせていた。

　あ、あれ……？　なんか、怒おこってる……？

「あの、アリサ……？」

「訓練の中止は既すでに私達が伝えている！　よかったな、ミラが迷っていなくて！」

「そ、そう、なんだ……」

　刺とげ々とげしい口調のアリサに思わず身を引きながら頷うなずく。

　やっぱり怒ってる……僕、何かいけないこと言ったっけ……？

「まったく……私がこんなに恥ずかしい格好までしているのに……どうしてミラの話を……」

「ん？　何？　もう一回言って？」

「うぐっ……き、きちんと聞き取れ！　それでも男か！」

「え～……」

　だったらもう少し大きな声で呟つぶやいてよ……。あと、今回も男関係ないよね？

「あ、あの、アリサ先輩……」

　そんなこんなで戒がウサ耳メイドさんの扱あつかいに四苦八苦していると、ネコ耳メイドさん、もといカリナが遠えん慮りよがちに声をかけてきた。

「む？　どうした？」

「その……すみません。お茶菓が子しの用意を忘れてしまい、ました……」

「そうか。なら、売店で一番安いお菓子を買ってこよう」

「あの～……そこのメイドさん？　ご主人様への敬意を全く感じないんだけど？」

「女心もわからない鈍どん感かんご主人様にはそれで十分だ」

　そう言い残し、ドスドスと大おお股またで部屋を出て行くアリサ、もといウサ耳メイドさん。

「……僕、何かした？」

「ど、どうでしょう……」

　戒が泣きそうな顔で尋ねると、カリナは困ったように首を傾かしげた。

「お、お菓子がまだ、ですけど……先にお茶、どうぞ。……えっと、元気出して、下さい……にゃん」

「うん……ありがとう」

　後輩の優やさしさに目め頭がしらを熱くしつつ、出してもらったお茶に口をつける。オレンジのようなほんのりした甘さがふわっと口の中に広がった。

「ど、どう、ですか……？」

「うん、美味おいしいよ。お茶淹れるの本当に上手なんだね」

「あ、ありがとう、ございます……にゃん」

　一歩下がって丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをするカリナ。

　うん。メイドさんって本来こうあるべきだよね。間違っても大股で歩いたりお菓子を売店で買ってきちゃいけないと思う。異論は認めない。

「あ、あの……それと……」

「ん？」

「こ、これは……どう、ですか……？」

　そう言って、カリナがスカートの両りよう端はしを軽く摘つまむ。

　……もしかして、服装のことを聞いてるのかな……？

「えっと……すごく似合ってると思うよ。イメージぴったりだし」

「はゎ……！　あ、ありがとうございます……！」

　戒が素す直なおに感想を述べると、カリナはぱっと顔を輝かがやかせた。嬉うれしさのあまりか、語ご尾びに『にゃん』と付けることも忘れてしまっている。

（……あれ？　もしかして、アリサも褒ほめて欲しかったのかな……？）

　褒めて欲しかったかどうかはともかく、一言何か言って欲しかったのかもしれない。もしそうだとすれば、不ふ機き嫌げんだった理由も説明がつく。

　一応、僕のために着替えてくれたらしいし……帰ってきたらちゃんと言わなきゃね。

「も、もう一つ聞いても……いい、ですか？」

「うん。何？」

　自分の至らなさを反省しながらティーカップを傾かたむける。

　ああ……やっぱり美味しいなぁ。こんなに美味しいと、宿舎に帰ってからカリナの部屋に通い詰つめてしまいそうだ。

「こ、この格好……ムラムラしますか？」

「ぶふっ……⁉」

　思わず飲みかけのお茶を口から噴ふき出してしまった。

「げほっ……い、いきなり何てこと聞くのさ！　っていうか今いま更さらだけど、その衣い装しようどこから持って来たの⁉」

「こ、これは……去年の学園祭で使った服を、カリナが縫ぬい直したもの、です……。この間読んだ本に、お、男の人は、こういう格好が好き、で……ムラムラする、と……」

「カリナの私物だったの⁉　あと、その本は帰ったら没ぼつ収しゆうします！」

「え？　ど、どうして、ですか？　ムラムラって、どういう意味、なんですか……？」

「カリナは知らなくていいの！」

　戸と惑まどいの表情を見せるカリナにぴしゃりとそう言い放つ。

　男に慣れるためにあれこれ知識を得ようとしているみたいだが、どうも間違った方向に進んでいるような気がする。今後はカリナの持っている本を定期的に検けん閲えつした方がいいかもしれない。

「あ……床ゆか、汚よごれちゃい、ました……」

　戒の噴き出したお茶が床を濡ぬらしているのを見てカリナが呟く。

　しまった。カリナを注意するのに夢中で完全に忘れていた。

「ご、ごめん。布ふ巾きんか何かある？」

「い、いえ……。カリナが掃そう除じ、します……にゃん」

　立ち上がろうとした戒を制し、カリナはハンカチを手に四よつん這ばいになる。一歩出で遅おくれた戒は仕方なく椅子に座り直した。

　僕のしたことなのに申し訳ないけど、ここはカリナに任せ──

「[image: い゛]っ……⁉」

　よう、と思ったところで、喉のど奥おくから制せい御ぎよ不能の驚きよう声せいが漏もれた。ただでさえ短いスカートのままこちらにお尻しりを向けてしまったので、パンツが丸見えなのだ。

　もっとも、問題はそこではない。いや、それも十分問題なのだけれど……。

（よりによって、なんで紐ひもパンなの……⁉）

　しかも、色は男を誘さそうような情熱的な赤。布面積が小さいので、お尻もほとんど見えてしまっている。貞てい淑しゆくなメイドさんが穿はくには刺し激げき的すぎる一品だった。

　ぶっちゃけ、ネコ耳メイド服なんかよりよっぽどムラムラする。

「カ、カリナ……その、スカート……！」

　さすがにじっと見ているわけにもいかず、目を逸そらしながら指し摘てきする。

　すると、カリナは「ふぇ……？」と首だけ振ふり返り、

「……は、はゎゎ……ふぇぇぇっ……⁉」

　ことの重大さに気付き、たちまち顔を真っ赤にした。

　あ……まずい。この展開は嫌いやな予感……。

「んぁ……あ、だ、ダメ……きちゃい、ます……んあぁぁあああああ～～♥」

　両りよう肩かたを抱だき、小さく身体からだを震わせながら嬌きよう声せいを上げるカリナ。その背中から小さなピンク色の翼つばさと、お尻から同色の尻尾しつぽが生えてくる。

　予感的中、やっぱり悪あく魔ま化しちゃったか……！

「んふ……先せん輩ぱい♥」

　カリナが艶つやっぽい声を出しながらこちらを向こうとしたところで、戒はとっさに目を閉じる。彼女の目を見てしまったらまたおかしくなってしまう。前回と同じ轍てつは踏ふまないぞ……！

「目を閉じるなんて、考えましたね先輩……で・も」

　いつの間に近付いたのか、すぐ耳元で聞こえるカリナの囁ささやき声。そして、

「うぇっ……⁉」

　突とつ然ぜん、両手を何かで縛しばられてしまった。あまりに一いつ瞬しゆんの出来事に、抵てい抗こうする暇ひまさえない。
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「カリナの前で目を閉じたってことは……好きにして下さい、ってことですよね？」

「ち、違ちがっ……解いてよ、これ！」

　拘こう束そくから逃のがれようと、縛られた両手を左右に動かす。と、

「あんっ……♥」

　どういうわけか、カリナの口から色っぽい悲鳴が。ドキリとして、思わず動きを止めてしまう。

「先輩、そんな乱暴にしないで下さい……。カリナの尻尾、敏びん感かんなんですよ？」

「尻尾⁉　これ、カリナの尻尾なの⁉」

　言われてみれば、ほんのりとした温かみを感じる気がする。見た目からもっと硬かたいものだと思っていたが、意外にもプニプニした柔やわらかい感かん触しよくだった。

「ねぇ……先輩。どうでしたか？」

　またしても耳元で囁くカリナ。耳の中に吐と息いきが吹ふきかけられるこそばゆい感覚に、背中がゾクゾクしてしまう。

「な、何が……？」

「カリナのえっちな下着、ムラムラしましたか？」

「それはっ……そ、それより、なんでそんな下着穿いてるのさ！」

「本に書いてあったんです。清せい楚そなメイド服とのギャップで殿との方がた興奮間違いなしって♥」

　いや、全然清楚なメイド服じゃない気がするけど……それより今はその本の著者を小一時間説教したい。なんてこと書いてくれるんだ！

「それで、どうだったんですか？　興奮しましたか？」

「ぐっ……さ、さぁ？　ちらっとしか見なかったし……」

「……そうですか」

　戒が意地でもしらを切ると、カリナは意外にもあっさり引き下がる。と思いきや、

「それじゃあ……今度はちゃんと見て下さいね♥」

「…………へ？」

　その言葉に反応してつい、本当につい条件反射で目を開けてしまう。

　すぐ目の前に──両手でミニスカートを持ち上げるカリナの姿があった。

「……う、あ、ぇ……」

　数秒間口をパクパクさせた後、思い出したように再び目を閉じる。しかし、カリナの身に着けていた紐パンの画像は瞼まぶたの裏に完全に焼き付いてしまった。

　くそっ……なんで目を開けちゃったんだ……僕のバカ……！

「カイ先輩、顔真っ赤ですよ♪　いいんですか、もっと見なくて？」

　どことなく嬉しそうなカリナの声。完全に手玉に取られてしまっている。

　だが、カリナが悪魔化していられるのはせいぜい数分程度。このままずっと目を閉じていれば身体からだの自由を奪うばわれることもない。

　頑がん張ばれ中山戒。悪魔化が解けるまで、なんとか理性を保つんだ……！

「（がちゃ）遅おそくなってすまない。さ、さすがに一番安いものはどうかと思ったので、お前が好きそうなものを私なりに考えて選──」

　扉とびらの開く音に続いて、何かがどさどさと床に落ちる音。

　あああっ……！　そういえば、アリサもいたんだった……！

「ななななな何をしていりゅのらっ⁉」

「見ての通り、カイ先輩にご奉ほう仕ししてるんです♥」

「ごほーし……⁉　しょ、しょんにゃいかがわしいごほーしにゃど……っ！」

　呂ろ律れつの回らない口調で抗議しようとして、途と中ちゆうで何かに気付いたように言葉を止めるアリサ。恐おそらく翼と尻尾の存在に気が付いたのだろう。

　お願い、アリサ！　カリナを止めて……！

「と、とにかくカイを放せ。そして、一度落ち着こう」

　冷静さを取り戻もどしたのか、普ふ段だんの口調に戻ってアリサが言う。が、

「嫌です♪」

　カリナは（恐らく笑えみを浮うかべて）即そく答とうした。

「な、なにっ……⁉」

「だって、今日はカイ先輩に喜んでもらう日なのに、先輩はずっとツンツンしたままですし……。そんな態度じゃ、カイ先輩は喜ばないと思います」

「そ、そんなことは……」

「だから、アリサ先輩の代わりにカリナが一いつ杯ぱいご奉仕します。アリサ先輩には出来ないことをたくさん……ね、カイ先輩♥」

「いや、ねって言われても……」

　確かにアリサには（悪魔化した）カリナみたいなことは出来ないだろうけど、その方が正常だ。アリサが責められる謂いわれはない。

　そんなことより、今はこの状じよう況きようの打開が最優先──

「わ、わわ私とて、その気になれば……！」

　ところが。

　何を思ったのか、アリサはカリナの挑ちよう発はつに乗っかってしまった。

「その気になれば……なんです？」

「っ……カ、カイを喜ばせるくらい、造作もないっ……！」

「ちょっ……アリサ⁉」

　思わぬ展開に、つい動どう揺ようした声を上げる。

　なんで対たい抗こう心しん燃やしてるの⁉　ここは冷静に相手を宥なだめる場面でしょ⁉

「それじゃあ……勝負してみますか？」

「勝負……だと？」

「はい。どちらがよりカイ先輩が喜ぶご奉仕が出来るか、勝負しましょう」

　挑発的な口調でさらにアリサの対抗心を煽あおろうとするカリナ。

　アリサ、わかってるよね？　ここは乗っちゃいけないところだよ？

「の……望むところだ！」

　アリサ────────ッ⁉

「ふふ……じゃあ、まずはカリナからですね」

　満足そうな忍しのび笑いが聞こえると同時に、しゅるしゅると両手の拘束が解かれる。

　カリナ……一体何をする気──

「んっ……♥」

「っ……⁉」

　途と端たん。何者か（恐らくカリナ）に摑つかまれた右手がそれに触ふれる。

　表面は丸くすべすべしているのに、指先に感じるムチムチとした弾だん力りよく。

　こ、これって、まさか……カリナのお尻⁉

「……な、か、け、は……」

　アリサの口から声にならない声が垂れ流しになっている。目の前の光景が信じられないといった感じだ。

　僕も目を開けて確かく認にんしたいけど、もしカリナに目を見られたらアウトだし……！

「カイ先輩が目を閉じてくれていてよかったです。さすがのカリナも、これはちょっと恥はずかしいです……♥」

　少し掠かすれた声でそんなことを言うカリナ。なら、こんなことしなきゃいいのに……！

「さぁ、アリサ先輩の番ですよ？」

「う……うぅ……うぅぅぅ～～～～……」

　アリサが泣き出す寸前の子供のような唸うなり声を上げる。羞しゆう恥ち心しんと対抗心の狭はざ間まで激しく揺ゆれているのだろう。負けず嫌ぎらいな彼女の性格を考えるとその気持ちもわからなくはないが……。

「ア、アリサ、別に無理しなくても。それよりも……」

「くっ……ええいっ！」

「へっ……⁉」

　カリナを止めて、と言おうとした矢先、またも何者か（多分アリサ）に左手を強ごう引いんに誘ゆう導どうされる。手の中にすっぽりと収まる、ふにふにした柔らかな丸み。ドクドクと小刻みな振しん動どうが掌てのひらに伝わってくる。

　間違いない。これは、アリサの……。

「ど、どうだっ⁉」

「い、いや、どうって言われても……！」

　まさか「柔らかくて気持ちいいです」と正直に言うわけにもいかないし……！

「むむ……やりますね、アリサ先輩」

「ふ、ふんっ……こ、こここのきゅらい大したことはにゃいっ！」

　明らかにもう一杯一杯だった。

「そうですか。でも、まだ甘いですよ……ちゅく♥」

「ひゃっ……⁉」

　小さな水音がしたかと思うと、右耳の中を突とつ然ぜん、ザラザラした何かが這はい回り始める。かすかに水気を帯びたそれは、推察するにカリナの舌。

　ようするに、カリナに耳の中をあちこち舐なめられてる……！

「ら、らめ……カリナ、そんら……！」

「ちゅっ……くち、ちゅるる……♥」

　戒が制止しようとするのも聞かず、執しつ拗ように舌を動かし続けるカリナ。

　ねっとり艶なまめかしいその動きに、戒は理性がドロドロに溶とかされていくような錯さつ覚かくに陥おちいった。

「ぬっ……ぐぐ……わ、私も……はむっ！」

「うひっ……⁉」

　今度は左耳。耳たぶが瑞みず々みずしくぷにっとしたものに挟はさまれる。どうやらアリサの唇くちびるに甘あま嚙がみ（？）されているらしい。

「はむ……ふむ……」

「あ、ありしゃ……うごかしゃないれ……」

　呂律の回らなくなった口調で頼たのむが、アリサも聞いてくれる様子はなし。それどころか、ついには舌でペロペロと舐め始める始末。

　なにこの状況……僕はどこの異世界に迷い込んでしまったんだ……いや、ここはもう既すでに異世界なんだけど……ってああもう、一体何が何だか……。

「右にも左にもメイドを侍はべらせて……いけないご主人様ですね♥」

　一度舌を引っ込めてカリナが囁ささやく。

　うぅ……そんなつもりじゃないのに、この状態じゃ言い訳出来ない……。

「さて、それじゃあ……最後に、カリナがとびきりのサービスをしてあげます♪」

「と、とびきり……？」

「はい♥　脳のう髄ずいがとろけちゃうくらい濃のう厚こうなキスを……」

　カリナの手によって強引に顔の向きを変えられる。これまでの度たび重かさなる誘ゆう惑わく行こう為いで思考能力のほとんどを奪われていた戒は、まともに抵てい抗こうが出来なかった。

「ふふ……いきますよ♥」

　そう言って、戒の唇に自分の唇を近付けるカリナ。

　そして、二人の唇が重なろうとした、その直前、

「や……やめてくれぇぇぇぇぇえええええ！」

　アリサは泣きそうな顔でそう叫さけび、二人の顔を引き離はなした。

「アリサ先せん輩ぱい、邪じや魔ましないで下さい……！」

「ダメだダメだダメだ！　それだけは絶対にダメだ～～～～～～！」

　戒を挟んで押し合いへし合いを繰くり返すアリサとカリナ。両者の激しい攻こう防ぼうに、戒の座っている椅い子すがガタガタと揺れる。

「ちょ、ちょっと二人とも、そんなに暴れたら……！」

　嫌いやな予感がした戒が、慌あわてて仲ちゆう裁さいに入ろうとする。が、

　──ぐらり

　時既に遅く。揉もみ合っていた二人の肘ひじが背もたれに直ちよく撃げきし、戒の身体からだは大きく斜ななめに傾かたむいた。

「あだぁっ……⁉」

　椅子が完全に倒たおれると同時に、後頭部が思い切り床ゆかに衝しよう突とつする。椅子に座ったままで受け身も取れなかったため、目玉が飛び出てしまいそうな衝撃だった。

「カイ先輩……⁉」

「カ、カイ！　大だい丈じよう夫ぶか⁉」

　惨さん事じに気付いた二人の慌てたような声。

　その声を遠くに感じながら……戒は白目を剝むいて意識を失ったのだった。







「う……」

　目を覚ました途端、後頭部にズキズキと鈍にぶい痛みを感じ、戒は顔をしかめて小さく呻うめき声を上げる。

　視界に映るのは白い天てん井じよう。頭の下にあるふわふわの感かん触しよくは恐おそらく枕まくらだろう。

　あれ……？　僕、いつの間に寝ねて──

「カイ、気が付いたか？」

　すぐ近くから声が聞こえ、反射的にそちらに首を向ける。

　ベッドの傍かたわらには、派手なメイド服を着たアリサの姿があった。

「えっと……僕、確かアリサ達とお茶を飲んでて、それで……」

「す、すまん。私としたことが、つい我を忘れて……」

　肩かた身みが狭せまそうに身体を小さくしながら、申し訳なさそうな顔で謝罪するアリサ。

　その言葉で、戒はようやく先さき程ほど起こった出来事を思い出した。

「……ウサ耳、取っちゃったの？」

「え……？　あ、ああ……」

「もったいない。あれ、可愛かわいかったのにな」

「なっ……！」

　予想外の指し摘てきだったのか、アリサはウサ耳があった頭の上を両手で触さわりながら顔を真っ赤にする。

「ど、どうせからかっているのだろう？」

「そんなことないよ。そのメイド服も似合ってるし。以前のドレスもそうだけど……女の子らしい格好も素す敵てきだよ、アリサ」

「……あ、ありが、とう……」

　真しん剣けんな口調で素直な感想を伝えると、口元をむにむにさせながら嬉うれしそうにはにかんでくれる。

　よかった、ちゃんと言えて。カリナの悪あく魔ま化騒そう動どうで危あやうく言いそびれるところだった。

「そういえば、カリナは？」

「ああ。カリナなら、頭を冷やすための氷を取りに行って──」

「カイ、大丈夫ですの⁉」

　と、その時。慌てた様子のミラが、いきなり扉とびらを開けて部屋に入ってきた。

「ミ、ミラ……？」

「カリナから怪け我がをしたと聞いて、心配しましたのよ。もう起きても平気ですの？」

　ベッドの傍らにいたアリサを押しのけ、こちらの容よう態だいを確認するかのように顔を近付けてくる。あまりの甲か斐い甲が斐いしさに、なんでここまで……と思ったところで、入り口付近に執しつ事じ長のジルが立っていることに気が付いた。

　なるほど。これも偽ぎ装そう恋こい人びと作戦の一いつ環かんというわけだ。

「ありがとう。もう大丈夫だよ」

「それはよかったですわ。もういい時間ですし、そろそろ行きましょう」

　返事をする間もなく手を差し伸のべられ、一いつ瞬しゆん首を傾かしげる。が、すぐに思い出した。

（そういえば、一いつ緒しよにお昼食べるんだっけ）

　起きたばかりではあるが、ジルが見ている前で断るわけにはいかない。

　そう考え、差し伸べられた手を取ったところで、

「ちょ、ちょっと待て！」

　突然、アリサが割って入ってきた。

「いきなり何なのだ！　一体どこへ行くつもりだ！」

「今朝、カイと一緒に昼食をとる約束をしたのですわ」

「い、一緒に昼食だと……⁉　そんな話、私は聞いていないぞ！　カイ、それでも男か！」

「えぇっ……⁉」

　なぜか怒いかりの矛ほこ先さきがこちらに。

　それ、アリサに話さなきゃいけないことなの⁉　あと、今回も男関係ないよ！

「あなたに話す必要はないと思いますが。それと、その格好は何ですの？」

「うっ……いや、これは……そ、そう！　これからカイの食事の世話をしようとしていたのだ！」

「ええ～～っ⁉」

　いつの間にそんなことに⁉　そんな話、僕は聞いてないんだけど！

「というわけで、カイ。一緒に食堂に行くぞ！」

「何を勝手な……先約はわたくしですわよ！」

「ふ、二人とも、落ち着いて……！」

　目の前でバチバチと視線を交こう錯さくさせる二人を懸けん命めいに宥なだめる。

　普ふ通つうならミラと二人で食事などということはないのでアリサが驚おどろくのも無理はないが、ジルの前で事情を説明するわけにもいかない。一体どうしたら……。

「お嬢じよう様さま。そういうことであれば、三人で昼食というのはいかがでしょうか？」

　と、ここでジルから思わぬ助け船が。

「三人で？」

「はい。あまりご学友と争われるのもよろしくないのではないかと。食事は十分に用意しておりますので、お一人増えても問題はございません」

　その言葉に、しばしじっと黙もつ考こうするミラ。が、やがて首を何度か横に振ふりながらため息をついた。

「仕方がありませんわね……アリサの我が儘ままを聞いて差し上げますわ」

「誰だれの我が儘だと……？」

「まぁまぁ。仲良く仲良く……ね？」

　そんなこんなで、ジルも含ふくめた四人は昼食をとるために宿しゆく泊はく棟とうの四階に用意された客室に移動する。

　その間もずっとアリサとミラが自分を挟んで睨にらみ合いを続けていたため、戒は偽装恋人がバレてしまうのではないかと気が気でなかった。

「それでは、これからお食事をお持ちします。少々お待ち下さいませ」

　客室に到とう着ちやくし、三人が席についたことを確認した後、深く一礼して隣となりの部屋に消えていくジル。客室は戒達が泊とまる部屋よりも広い造りになっており、内装も比ひ較かくにならないほど豪ごう勢せいだった。

「……先程は聞きそびれてしまったのだが、あの方はベロワ家の執事なのか？」

　ジルが消えていった部屋の扉を見ながら、戒の右隣に座るアリサが尋たずねる。

「ええ。うちの執事長を務めるジルですわ」

「やはりそうか。それで、なぜその執事長が合宿所ここに？　実家に何か異変でも起こったのか？」

「そういうわけではありませんわ。しばらく帰っていなかったので、様子を見に来ただけでしょう」

　アリサの鋭するどい質問を涼すずしい顔で受け流す左隣のミラ。どうやらアリサに事情を話すつもりはないらしい。

　個人的なことではあるし、心配をかけたくない気持ちもわかるけど……出来ることなら最低限の説明はして欲しい。主に僕がアリサから受ける無言の重圧プレツシヤーを緩かん和わするために。

「お待たせ致いたしました。まずはお飲み物をどうぞ」

　しばらくすると金属製の茶ちや盆ぼんを持ったジルが現れ、テーブルに飲み物を置いていく。が、

「「「なぁっ……⁉」」」

　それを見た戒達三人は、目を見開きながら揃そろって驚きよう声せいを上げた。

　ジルが用意した飲み物の容器は二つ。一つはアリサの前に、そしてもう一つは戒とミラのちょうど真ん中に置かれた。ご丁てい寧ねいにも、先せん端たんが二つに分かれたストロー、いわゆるアベックストロー付きで。

「あ、あの……これ……」

「何か？」

　戸と惑まどいの表情を見せる戒に対し、ジルは不思議そうに首を傾げる。恋人同士ならそれが普通だろうとでも言わんばかりの態度だった。

（の、飲むの？　これで？）

　左隣のミラに視線で問う。

　ミラはしばらく目をあちこちに泳がせながら逡しゆん巡じゆんしていたが、やがてこちらに視線を向けて小さく頷うなずいた。やるしかないということらしい。

　うぅ……恥はずかしいけど、これもミラのためだ。頑がん張ばれ中山戒！

　覚かく悟ごを決めて、ストロー（この世界でなんと呼ばれているのかは知らないが）に口を近付ける。が、その瞬間、

　──ガンッ‼

「ッ～～～～～～⁉」

　右足に強きよう烈れつな痛みを感じ、危うく悲鳴を上げそうになった。

　テーブルの下で、アリサに思い切り右足を踏ふみつけられたのだ。

「……？　どうかしましたの？」

「な、なんでもないよ……」

　怪け訝げんそうな顔でそう尋ねられ、痛みが顔に出ないよう必死に耐たえながら答える。

　三人で食事をしているのに、一人だけ仲間はずれのようなこの状じよう況きよう。

　アリサが怒おこるのも無理はないけど、何もここまでしなくても……。

「で、では……いきますわよ」

　硬かたい表情でそう言って、ストローを口にくわえるミラ。戒も慌あわててもう片方をくわえる。

　彼女の整った顔が目と鼻の先に迫せまり、恥ずかしさで顔全体が赤くなるのを自覚した。

　……まぁ、ますます強くなる右足の痛みに耐えかねて、という側面もあるけれど。

（なんで僕がこんな目に……もう涙なみだ出そう……）

　二人で息を合わせてチューっと飲み物を吸う。

　舌の上に広がる、ヨーグルトのような爽さわやかな甘さ。よく冷えていて、暑い今の時期にはぴったりのチョイスだった。

「あら……なかなか美味ですわ」

「う、うん。美味おいしいね。アリサもそう思うでしょ？」

「そうだな。可愛かわいい女の子と一緒に飲めてさぞ美味しかっただろう」

「……ぅぐ……」

　仲間はずれの状況を少しでも改善しようと声をかけたのに、取り付く島もない。

　はぁ……一体僕にどうしろっていうのさ……。

「……ふむ、なるほど。やはりそういうことでしたか……」

　少し離はなれた場所に立つジルが、何事か小声で呟つぶやきながらしきりに頷く。何かを確かく認にんしたかのようなその仕草に、戒は一人首を傾げた。

　その後も、隣の部屋から次々と料理が運ばれてくる。飾かざり付けや盛りつけにもこだわった、まるで高級レストランのフルコースのような料理の数々。

　恐おそらくこの世界でも最高級の料理なのだろうが、庶しよ民みん派代表の戒には細かい味はよくわからなかった。正直に言って、ジゼラ先せん輩ぱいが作ってくれる料理の方が美味しい。

「カイ、あまり食べていなかったようですが……口に合いませんでしたの？」

　一時間ほどかけて食事を終えた後、ミラが心配そうに尋ねてくる。

　どう返事をするべきか迷い、戒は曖あい昧まいな笑えみを返した。

「いや、そういうわけじゃないんだけど……僕、こういう上品な料理はあまり食べたことがないからさ。なんか緊きん張ちようしちゃって……」

「そうでしたの。あら、口にソースがついたままですわよ？」

「え？　本当に？」

「ええ。今拭ふいて差し上げますわ」

　そう言うや否いなやナプキンを手に取り、止める間もなくこちらの口元を拭ぬぐうミラ。

　まるで母親に世話をされる子供のようで、戒はどこか懐なつかしい気恥ずかしさを覚えた。

「はい、取れましたわ」

「あ、ありがとう……。ミラって、子供が出来たら優やさしいお母さんになりそうだね」

　恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように、照れ笑いを浮うかべながらお礼を言う。すると、

「こ、こここ子供っ⁉」

　いきなりポンッとミラの顔が真っ赤になった。

「そ、そんな……いくらなんでも気が早すぎますわ！　まずはきちんと結けつ婚こんをして、それから……！」

「い、いや、別に僕とのって意味じゃなくて、あくまで一いつ般ぱん的にというか……！」

　両手をわたわたと振りながら慌てて補足すると、ミラもすぐ誤解に気付いたのか、耳まで赤くして俯うつむきながら「そ、そういうことですの……」と小声で呟く。

　普段ならそんな誤解をするはずもないのだが、偽ぎ装そう恋こい人びとのせいで変な意識が生まれているらしい。まぁ、それはお互たがい様かもしれないけど。

「わ、私とて、子供が出来たらちゃんと優しくするぞ！」

「え……？　あ、うん。アリサもきっといいお母さんになるよね」

　唐とう突とつなアリサの決意表明（？）に、やや戸惑いつつ同意する。恐らく、ミラに対たい抗こう意識を燃やしたのだろう。けど、何もこんな時にまで張り合わなくても……。

「失礼ですが……アリサ様、でよろしかったでしょうか？」

　と、ここで食器を全すべて下げ終えたジルがアリサに声をかけた。

「そういえば、まだきちんと自己紹しよう介かいをしていませんでした。私はアリサ＝マーシュ。ミラとは同じ班に所属する友人です」

「マーシュ……？　というと、あのマーシュ家のご息女ということでしょうか？」

「いえ……父はマーシュ家の出身ですが、私が生まれてしばらくしてから貴族の身分も相続権も放ほう棄きしました。マーシュの名は残っていますが、今の私はただの平民です」

　その言葉を聞いてふと思い出す。そういえば、アリサは元々貴族の家の生まれなのだ。

「確か、実家とは絶ぜつ縁えん状態だったんだよね？　どうしてそんなことに？　あ、もし話したくないならいいんだけど……」

「……実のところ、私もよく知らないのだ。両親が生きていた頃ころに一度聞いたことがあったが、詳くわしくは教えてくれなかった。ただ、母は『どうしても許せないことがあった』と……」

「どうしても許せないこと……？」

「それが何なのかはわからない。だが、父も同じ思いだったようだ。もう少し大きくなったら教えてあげると言われていたのだが……その前に、父も母もこの世を去ってしまった」

「……そっか」

　これ以上話すとアリサが両親のことをあれこれ思い出してしまいそうだったので、そこで話を終える。

　ふとミラの方に視線を向けると、彼女はまるで自分のことのように神しん妙みような顔付きでアリサの話を聞いていた。同じ貴族の生まれとして、色々と思うところがあるのかもしれない。

「左様でございましたか。そのような事情があったとは知らず……不ぶ躾しつけな質問、どうぞお許し下さい」

「いえ……もう過ぎたことですから」

「ありがとうございます。ところで、話は変わりますが……アリサ様から見て、カイ様はどのような人物でしょうか？」

　ジルからの思わぬ質問に、聞かれたアリサだけでなく戒も目を丸くする。

　婚約者候補の客観的な評価を聞いておきたいということなんだろうけど……何も本人の目の前で聞かなくても……。

「……そうですね……」

　アリサは顎あごに手を当てながらしばしの間、思案する。

「カイは優ゆう柔じゆう不断で押しに弱く、性格的にも女め々めしいところがあって、イマイチ頼たよりになりません」

「……うぅ……」

　ひどい言われよう……。少しくらい手加減してくれても……。

「ですが……困っている人は放ほうっておけない、どうしようもないお人ひと好よしで……そして、いざという時はとても勇ゆう敢かんな男です」

「……左様でございますか」

　表情一つ変えないまま深く頷くジル。アリサの答えをどのように判断したのか、その様子からは全く判断がつかなかった。

　まぁ、一応最後にフォローしてくれたし……大だい丈じよう夫ぶかな。

　それに……お世辞でも勇敢なんて言ってくれて、正直ちょっと嬉うれしかった。

「お食事はもうありませんが、飲み物はまだ用意してございます。せっかくの機会ですから、是ぜ非ひ色々とお聞かせ下さい」

　またさっきのように踏まれるのはごめんなので、今度は普ふ通つうのストローが付いた飲み物を受け取る。

　その後は普段の学校生活などについて話をし、あっという間に時間は過ぎていった。







「んっふっふ～♪」

　上じよう機き嫌げんに鼻歌を口ずさみながら、戒は軽い足取りで廊ろう下かの角を曲がる。

　時刻は午後八時。夕食も終わり、これから入浴の時間だ。

　この合宿所には宿舎と違ちがって男風ぶ呂ろが備わっており、時間を気にせず自由に入ることが出来る。しかも男は自分しかいない（一班も女性だけの構成らしい）ので貸しきりだ。

（浴よく槽そうも宿舎より広いし……ゆっくり浸つかるぞ～♪）

　合宿中だけ得られる特別な一時を前に、自然とテンションが上がってしまう。とその時、

「やっふ～♪　こんなところで奇き遇ぐうだね」

　廊下の向こうから、イセリアが跳はねるようなスキップでこちらにやって来た。こちらと同様、なんだか機嫌が良さそうだ。

「こんばんは。えっと……イセリアさん？」

「なにその堅かた苦くるしいの。同学年だし、気軽にリアでいいよ♪」

　戒の前で足を止め、にぱっと人懐っこい笑みを浮かべるイセリア。この少女があのクラウディオより強いと言われても、戒にはイマイチ実感が湧わかなかった。

「にしても、ちょうど良かった。今、君を捜さがしに行こうとしてたんだよね」

「え？　僕を？」

「そうそう。ちょっと話があってさ」

「話……？」

　というと、もしかして一班への移い籍せきの件だろうか。結局、あの時は明確な答えを返すことが出来なかったし、ややこしくならない内にきちんと断っておかないと。

「ここで立ち話もなんだしさ。別の場所に移動しない？」

　イセリアがピンと立てた親指で廊下の奥を指さす。それを見た戒はわずかに逡しゆん巡じゆんした。

　ついて行ったらお風呂に入るのが少し遅おそくなりそうだけど……まぁいいか。二四時間いつでも入れるらしいし……。

「うん。いいよ」

「決まり。じゃあ、早さつ速そく行こうか♪」

　そう言うや否や、イセリアは戒の左ひだり隣どなりに移動し腕うでを絡からめる。むにゅっと魅み惑わく的な感かん触しよくが戒の左ひだり肘ひじ辺りに伝わってきた。

（うゎ……何これ）

　背は小さいし、腰こしだって折れちゃいそうなほど華きや奢しやなのに、こんな……。

「ムフ……どう？」

「えっと……い、いいとこだよね、ここ。涼すずしいし、自然も多くて……」

「いや、そーじゃなくて、ボクの胸。ジゼラさんには敵かなわないけど、結構自信あるよ？」

　とっさの誤魔化しも通用せず、ニヤニヤした顔でさらに追つい及きゆうしてくるイセリア。

　こういう時の上手な切り返し方がわからず、戒は顔を赤くしながら黙だまってやり過ごすしかなかった。

「あはっ♪　か～わいい～♥」

　ツンツンと頰ほおをつつかれ、戒は「うぅ……」と情けない声を漏もらしながらうなだれる。

　どうして今日はこんなのばっかり……。女難の相でも出てるのかな、僕……。







「……で、移動する場所って、まさかここなの……？」

「そうだよ。いいとこでしょ♪」

　ドヤ顔でぐっと親指を立てるイセリアに対し、戒は頭痛を堪こらえるかのように頭を押さえる。

　二人が移動した場所は、先さき程ほどまでいた廊下からそう遠くないところだった。というより、目と鼻の先。なにしろ……。

「いいとこって……ここ、男風呂だよね⁉」

　中央棟とうの最上階に造られた、とても見晴らしの良い露ろ天てん風呂。湯船のお湯も天然の温泉を引いているらしく、一日の疲つかれを癒いやすには最高のロケーションだ。

　そんな温泉を、これから一人ゆったりじっくり堪たん能のうするはずだったのに。

　どうして今、僕は服を着たまま女の子と二人で入ってるんだろう……。

「そう、男風呂。そして、壁かべを挟はさんですぐ隣は女風呂」

「知ってるよ。だから何？」

「何って……この状じよう況きようでやることっていったら、決まってるでしょ」

　ムフフ、と口に手を当てていやらしい笑えみを作るイセリア。

　そういえばさっき、アリサ達もお風呂に行くって言ってたけど……。

「ま、まさか……！」

「イエス！　ずばり覗のぞき！」

　イセリアが本日二度目のドヤ顔で頷うなずく。

　いきなり何言い出すの、この人……⁉

「な、なんで覗きなんか……」

「だって、生で見たいじゃん⁉　ジゼラさんのおっぱいとか、アリサちゃんのきれーな肌はだとか、ミラっちの生足とか、カリナたんの可愛かわいいお尻しりとか……ふへへ……」

「ちょっ……涎よだれ！　涎垂れてるよ！」

　戒に指し摘てきを受け、イセリアは「おっと……」と手で口を拭ぬぐう。

「そうじゃなくてさ。リアは女の子なんだから、見たいなら一いつ緒しよに入ればいいじゃない」

　合宿中、班ごとに入浴の時間が決まっているとは聞いていない。別の班と一緒に入ってはいけないというルールもないはずだ。わざわざ男風呂に来てまで覗きをする意味がわからない。

「いや～それがさ。去年アリサちゃんと一緒にお風呂入ったら、もう二度とお前とは一緒に入らないって言われて……昨日も断られちゃったんだ。てへ♪」

「一体何をしたのさ……」

　ペロリと舌を出すイセリアに、戒は冷ひや汗あせまじりにツッコミを入れた。

「そもそも、僕は君が話があるって言うから来たのに……話が違うんだけど……」

「話ならあるよ。アリサちゃん達の裸はだかをじっくり鑑かん賞しようして、それを肴さかなにエロトーク！」

「話ってそれなの⁉」

　てっきり一班移籍の件だと思ってたのに……まさに話が違うよ！

「仕方ないでしょ。この合宿所で気軽にエロトークが出来そう人、君くらいしかいなかったんだよ」

「仕方ない要素がどこにも見当たらないんだけど⁉」

「まぁまぁ。代わりに明日あした、ボクが入ってる時に覗いてもいいからさ。でも、襲おそわれたら抵てい抗こうするよ？」

「何の代わりかわからないし覗いたりしないしましてや襲ったりなんて……ああもう、どこからツッコめばいいのか……！」

　怒ど濤とうの連続ボケにツッコみきれず、ガリガリと両手で頭をかく。

　本当、なんでついて来ちゃったんだろう……いや、仮に断っても行き先が男風呂じゃ、結局はこうなってたのか……。

「あ、一応言っておくけど、ボクは別に女の子が好きなわけじゃないよ？」

「え？　そうなの？」

「うん。女の子も好きなだけ♪」

「あーそう……」

　ダメだこの人、早くなんとかしないと……。

「というわけで、いざ覗きスタート！」

「スタートって……どうするつもりさ？　まさか壁をよじ登るの？」

　男風呂と女風呂の間には木製の薄うすい壁が一枚あるだけだが、高さはぱっと見ても五メートル近い。簡単にはよじ登れないだろう。

「大丈夫。覗き穴あるから」

「なんでそんなものが⁉」

「昨日の昼間にボクがこっそり作っておいたんだ」

　キラリ、と白い歯を輝かがやかせて三度目のドヤ顔。もはやツッコむ気力すら湧かず、戒は「そうなんだ、はは……」と乾かわいた笑い声を漏らした。

「君達が湖に遊びに行ってるって聞いて、水着姿を見に行くか覗き穴を開けるかで悩なやみに悩んだよ……わかるでしょ、ボクのこの苦しみが⁉」

「わからないしわかりたくもない……」

「つれないな～。ま、その話は今はおいといて……」

　残念そうな表情を見せたのも一いつ瞬しゆん、イセリアはすぐに表情を引き締しめ、さささっと壁に近付く。まるでベテランの潜せん入にゆう工作員のような無む駄だのない動きだった。

「こちらイセリア。これより極ごく秘ひミッションを開始する」

「誰だれに言ってるのさ、誰に」

　戒のツッコミをスルーし、左右を確かく認にんするような仕草を見せるイセリア（もちろん、戒の他ほかに誰もいない）。そして、何かを探さぐるようにペタペタと壁に触ふれ、

「あった。ここだ」

　やがて、とある一カ所を指でつついた。事前にくり貫ぬかれていたであろう部分がスコンと抜ぬけ落ち、壁に直径三センチほどの穴が開く。覗き穴の完成だった。

「よし完かん璧ぺき。それじゃあ、思う存分堪能しちゃおうかな……ふへへ……」

　そう言って、覗き穴に顔を近付ける。その視線と表情は完全にエロ親父おやじのそれだった。

「や、やめなよ」

「いいでしょ、女の子同士だし」

「確かにそうなんだけど……君がやると、なんとなく皆みんなが汚けがされる気がする」

　というか、本来なら男女の立場が逆だと思うんだよね、この状況……。

「気にしない気にしない……お、いたいた。アリサちゃん発見」

　その言葉に、戒の心臓が一つ大きく跳ねる。

　この壁の向こうに生まれたままの姿のアリサが……って、何想像してるんだ僕は！

「相変わらずキレーな肌してるなぁ……どんな手入れしてるんだろ。お、その隣はカリナたん！　あの控ひかえめな胸がなんとも……やっぱり貧ひん乳にゆうはステータスだよね！」

「そんなしたり顔で同意を求められても……」

　そういえば、以前悪あく魔ま化した時にカリナの胸に触さわっちゃったんだよね。

　確かに小ぶりだったけど、ちゃんと柔やわらかかった……。

「ムフ……カイ、えっちな顔になってるよ」

「なっ……！　ちがっ、僕は別に……！」

「別に隠かくさなくてもいいのに……おお！　ジゼラさん発見！」

　一いつ旦たん覗きを中断していたイセリアが、再び覗き穴に顔を近付ける。

「くは……やっぱりすごい迫はく力りよく……九〇以上は堅かたいね。一体何食べたらあんな風になるんだろ。なんか去年覗い──見た時より大きくなってる気がするよ」

「今覗いたって言いかけなかった⁉」

　もしかして、去年もこんなことしたわけ⁉

「気のせい気のせい。隣にいるのはミラっちか。うほっ、ジゼラさんに胸を揉もまれてる……いいぞ、もっとやれ！」

「仮にも女の子としてそれでいいの？　君は……」

　鼻息を荒あらくして大興奮のイセリアに、戒は呆あきれ顔でツッコミを入れる。

　見た目は文句なしの美少女なのに……なんか、色々と残念すぎる……。

「にしても、ミラっちはさすがのプロポーション……学内美少女ランキング二位はダテじゃないね」

「そんなランキングあるの……？」

「あるよ。投票してるのはほとんど女子生徒だけど。あのプロポーションは全女子生徒の憧あこがれの的だよ」

　そう言った後に「ちなみにボクは四位」とドヤ顔を見せるイセリア。戒は「すごいすごい」と投げやりな拍はく手しゆを送った。

「その反応はなんか傷つくなぁ……。で、カイは見なくていいの？」

「見なくてって……僕は覗きなんてしません」

　イセリアからの悪魔の誘さそいをきっぱり拒きよ絶ぜつする。

　もちろん、見たい気持ちが全くないと言えば噓うそになるが、覗きなどという男として最低の行こう為いをするわけにはいかない。

　決してバレた後のことが恐おそろしいから拒絶しているわけではないのであしからず。

「ふ～ん、紳しん士し的だねぇ……。ところでさ、カイは四人の中で誰が一番好きなの？」

「え……？」

　唐とう突とつな話題転てん換かんについていけず、思わず聞き返してしまう。

「二四班のメンバーって、実は全員ランキングトップ一〇に入ってるんだよね。あれだけの美少女に囲まれてたら、気になる子の一人や二人はいるでしょ？」

「一人はまだしも、二人って何さ。それに、同じ班の仲間をそんな目で見たりなんか……」

　楽しそうに目を細めながらこちらを見るイセリアに、とっさにそう答える。だが、それが本心かといえばそうではなかった。

　自分は別の世界の人間だ。仮にこの世界で誰かのことを好きになっても、元の世界に帰る方法が見つかれば別れることになる。

　それはきっと、とても辛つらいことだろう。だからこそ、戒は彼女達を出来る限り意識しないでおこうと心に決めていた。

（でも……そう上手うまくはいかないよね）

　彼女達と過ごす時間が長くなればなるほど、理性とは裏腹に意識してしまう自分がいる。人の心は機械のように完全にコントロール出来るものではない。

　もしこの先、彼女達の内の誰かを好きになってしまったら。

　その時……僕はどうするべきなんだろう？

「そうなんだ……ってことは逆に言えば、ボクにはチャンスがあるってことだよね？」

「は……？」

　ニヤニヤいやらしい笑えみを浮うかべながら、猫ねこのような動きでにじり寄ってくるイセリア。

　戒はすぐさま逃にげようとしたが、焦あせりのあまり足を滑すべらせ、尻しり餅もちをついてしまった。

「逃がさないよ～♪」

　その隙すきを逃のがさず、イセリアがさらに距きよ離りを詰つめてくる。

　前にはイセリア、後ろには壁かべ。どこにも逃げ場がない。

「ボクは今のところ同じ班の仲間じゃないし……だったら〝そんな目〟で見ても問題ないよね」

　そう言いながら、ブラウスのボタンを上から一つ、二つと外していく。

　はだけたブラウスから徐じよ々じよに顔を覗のぞかせ始める紫むらさき色いろのブラジャーと、小さな身体からだとはアンバランスの深い谷間に情欲を刺し激げきされ、戒はごくりと生なま唾つばを飲み込んだ。

「ムフ……えっちな目♥　さてはカイは巨きよ乳にゆう派だな？」

「い、いや、僕は別に……！」

「隠さなくてもいいよ。ボクも大きなおっぱいは大好きだからね！　まぁ、だからといって自分のだといまいち興奮しないんだけど……なんでかな？」

「知らないよそんなこと！　それより、服をちゃんと着直して……」

「嫌いやだよ、汗あせかいちゃったし。覗きも終わったから、このまま一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ろうよ♥　ほら、カイも脱ぬいで脱いで」

　一緒にゲームしよう、みたいな軽いノリで誘ってくるイセリアに、戒は目を瞑つぶって「ムリ、ムリ」と首を振ふる。だが、そんな抵抗も虚むなしく、あっという間に押し倒たおされてしまった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。優やさしくするからさ♥」

「いや、その台詞せりふは明らかにおかしいよね⁉　お願い、リア。もうこの辺りで……」

　両手を合わせ、なんとか見逃してくれるよう必死に懇こん願がんする。が、

「……やば。嫌がるカイ可愛かわいすぎ。このまま無理矢理っていうのもこれはこれで……ぐへへ……」

　完全に逆効果だった。笑い方なんてさっきより悪化してるし！

「ムフ……さっ、カイも脱いじゃおうね～」

「や、やめて、い～～～や～～～～！」

　馬乗りになったイセリアに制服とシャツのボタンを次々と外され、堪たまらず悲鳴を上げる。と、その時、

　──ミシミシ……

　耳の後ろから、嫌な音が響ひびいた。

（あ、やばい……）

　そう考えた時には既すでに遅おそく。バターン、とけたたましい音を立てながら、女風呂と男風呂を仕切っていた壁が倒れた。老ろう朽きゆう化かのため、ジタバタ暴れる二人の体重を支えきれなかったのだ。

　恐る恐る、戒は背後を振り返る。

　湯船に浸つかったアリサ、ジゼラ、ミラ、カリナの四人が、啞あ然ぜんとした顔でこちらを見ていた。

「な……は、か、け……？」

「あらあら～。カイくんったら、随ずい分ぶんと大だい胆たんな覗きね～」

「こ、この場合、覗きと呼ぶべきなんですの……？」

「ふぇぇ……カイ先せん輩ぱい……⁉」

　驚おどろきのあまり固まる女性陣じん（ジゼラ除く）としばしの間、見つめ合う。
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　先に我に返ったのは戒の方だった。

「ち、違ちがうんだよ、これには事情が……って、いない⁉」

　これまでの経けい緯いを説明しようとイセリアのいた場所に視線を移したが、ほんの数秒目を離はなした隙に彼女は忽こつ然ぜんと姿を消していた。なんて逃げ足の速さ……！

「カ、カカカカイ……！　お、おみゃえというやちゅは……！」

　怒いかりと羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にしたアリサがざぶんと立ち上がる。

　ちょっ……立っちゃダメだよアリサ！　湯ゆ煙けむりでよく見えないとはいえ、今君何も着てないんだよ⁉

「もう壁もなくなっちゃったし……せっかくだから、一緒に入りましょう～？　いわゆる一つの〝裸はだかの付き合い〟というやつね～♥」

　そう言って、ジゼラも立ち上がる。

　いやだから、立ち上がっちゃダメですってば！　全部見えちゃいますから！

「そこをうごくにゃよ！　いましゅぐしぇいばいしれくれる！」

「カイくん、こっちにいらっしゃ～い♥」

「どっちも遠えん慮りよします！」

　こちらに向かってくるアリサとジゼラに背を向け、慌あわてて風ふ呂ろ場ばから逃げ出す。

　もっとも、同じ宿しゆく泊はく棟とうに泊とまっている以上、最終的には逃げ切れるはずもなく。

　後々アリサ達の部屋に呼び出された戒は、夜中までたっぷりお説教を受けたのであった。







　第三章　プライドと異変







　宿泊棟の北側にある雑ぞう木き林を抜ぬけると、目的地の第一訓練場が見えてきた。

　合宿三日目。今日の午前中は、一班との合同訓練が予定されている。そのため、二四班の面々はいつもより早く朝食を済ませると、揃そろってこの第一訓練場にやって来たのだ。

（やっぱり大きいな……）

　立派な体育館ほどの広さを持つ訓練場を眺ながめながら、戒かいは内心で感かん嘆たんの声を漏もらす。

　この合宿所には合同訓練用の訓練所と個別用の訓練場が用意されており、第一訓練場は前者に当たる。二つの班が一緒に訓練するため、広いのも当然と言えば当然なのだが、普ふ段だんと違う場所で訓練するというだけでなんとなく気が引き締しまる。

　まして、相手は学内最強と名高い一班。自分だけでなく、アリサ達他のメンバーも心なしかいつも以上に気合いが入っているように感じられた。

「やっふ～♪　おっ、カイ。無事だったんだね。さすがボクの見込んだ男！」

　がらりと訓練場の扉とびらを開けると、真っ先にイセリアが声をかけてくる。背後には一班の他のメンバーと思われる女子生徒達も四人いた。

「何が見込んだ男だよ……一人でさっさと逃げたくせに。裏切り者のリアとは口きかない」

「あらら、そんなに怒おこらないでよ。お詫わびに今日はボクのこと覗いていいからさ♥」

「ちょ、ちょっと……！」

　ウィンクを飛ばしてくるイセリアの口を慌てて押さえる。背中にアリサからの軽けい蔑べつの視線がぐさぐさと突つき刺ささった。

　ただでさえ覗き魔ま疑ぎ惑わくをかけられているのに……これ以上立場が悪くなったらどうしてくれるのさ！

「あは、なんだか大変そうだね。一班うちに来たら少しは楽になるかもしれないよ？」

　その言葉に、アリサの顔がさらに険しくなる。火に油を注ぐとはまさにこのことだろう。

「イセリア様、本当に彼を勧かん誘ゆうするのですか？」

　と、その時。一班のメンバーと思われる女子生徒の一人が、不満げに口をとがらせた。

「あたしらだけじゃダメなんですか？」

「私、もっとお姉様に一いつ杯ぱい尽つくします！」

「リア姉様……」

　あっという間に女子生徒四人に囲まれるイセリア。

　すると、彼女は最初に不満を述べたポニーテールの女子生徒の肩かたをそっと抱だき、

「大丈夫だよ。もし彼が一班に入ったとしても……ボクが一番愛してるのは君達さ」

　ごく自然な動作で、その頰ほおに軽く口づけした。

「…………はふ」

　たちまち女子生徒の顔が真っ赤になり、口から生気の抜けたようなため息が漏れる。

　すぐに他の三人からも黄色い歓かん声せいが上がり、イセリアは「仕方ないなぁ」と嬉うれしそうに呟つぶやくと、次々彼女達の頰にキスをしていった。

「……何あれ？」

「まぁ、一班はイセリアのファンクラブみたいなものだからな……」

　どことなく呆あきれた様子でアリサが肩をすくめる。

「ファンクラブって……それでよく優勝出来たね」

「はっきり言って、一班はイセリアのワンマンチームだ。彼女さえ倒すことが出来れば勝てる。ただし……前期それが出来た班は一つもない」

「……そうなんだ」

　それはすなわち、イセリアがそれだけ圧あつ倒とう的な力を持っているということだ。

　前期一班の試合を見ていない戒はその実力を知ることが出来なかったが、今から始める訓練でその一いつ端たんを垣かい間ま見みることが出来るだろう。

　後期に向けて、何より最終日の練習試合に勝つために、しっかりとチェックしておかなければ。

「そろそろいいか？　いい加減、訓練を始めたいのだが……」

「あ、ごめんごめん。ほら皆みんな、訓練が始まるよ」

　イセリアの言葉に従い、女子生徒達が彼女の周囲から散っていく。

　なるほど。ファンクラブというだけあって、イセリアの指示には従順なようだ。

「さて、訓練の内容だが……各自準備運動をした後、まず初めに二人一組で個人練習というのはどうだ？　身体からだを動かして温めながら、お互たがいに気付いた点があれば指し摘てきしていく」

「いいんじゃない？　それじゃあ、一いつ緒しよに頑がん張ばろうね、カイ♪」

「へ……？」

　当たり前のようにそう言われ、つい目をパチクリさせる。

　あれ？　いつの間にかイセリアと組むみたいな流れに……。

「ちょ、ちょっと待て。なぜ勝手に訓練の相手を決める」

「ん？　せっかく合同で訓練するんだから、違う班の人と組んだ方がいいじゃない」

「ならば、相手が私でも問題はないはずだな？」

「ん～……アリサちゃんかぁ。それも悪くないけど、ボクはやっぱりカイがいいな」

　戒に流し目を送りながら、ムフ、と何かを企たくらんでいるような笑えみを浮うかべるイセリア。

　それを見たアリサは不快そうに眉まゆをひそめた。

「つまり、私が相手では不満だというのか」

「不満っていうか……ボクの相手が出来るのは、多分カイしかいないと思うんだよね」

「なっ……⁉」

　あっけらかんとしたその物言いに、アリサはしばしの間絶句する。

　ようするに、お前じゃ相手にならないと言われているのだ。

「……そこまで言われて引き下がるわけにはいかないな。この勝負、なんとしても受けてもらう」

　アリサの目つきが俄が然ぜん、鋭するどくなる。口調には静かな怒りが滲にじんでいた。

「ん～……そこまで言われたら仕方ないかな。オーケー。受けるよ、その勝負。でも、ただ勝負するだけじゃつまらないし、何か賭かけない？」

「賭ける、だと？」

「そ。例えば……カイの所属先とか」
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　思わぬ提案に、頰をぴくりと引きつらせるアリサ。

　イセリアはその反応を楽しむようにニンマリと口の端はしを歪ゆがめた。

「つまり、勝った方の班にカイも所属するということだな」

「そういうこと♪　まぁ、自信がないなら強制はしないけどさ」

「いいだろう……受けて立つ！」

「いやいやいやいや、ちょっと待った！　なんかこの流れおかしくない⁉」

　賭かけの対象となった本人がツッコミを入れるも、ヒートアップした二人はスルー。

　僕には移い籍せきする意志なんてこれっぽっちもないのに……っていうか、訓練の相手を決めるはずだったのに、どうして勝負することになってるの⁉

「じゃあ、始めよっか。皆、離はなれて離れて～」

　イセリアがそう言うと、一班の他のメンバーが訓練場の端はしにぞろぞろと移動していく。

　もうすっかり勝負する流れになってしまっていた。

「あらあら～……どうしましょう～……」

「こうなったら、アリサに任せるしかありませんわ」

「アリサ先せん輩ぱい、頑張って、下さい……！」

　ジゼラ達三人も同じように移動する。なんでこんなことに、と嘆たん息そくしつつ、戒も仕方なくその後に続いた。

「それで、勝敗はどう決めるのだ？」

　見物人達が十分に離れたことを確かく認にんしてからアリサが問う。

「一度でもボクに攻こう撃げきを当てられたらアリサちゃんの勝ちでいいよ。期待してるね♪」

「……つくづくナメられたものだな。何が期待しているだ……」

「いや、期待してるのはパンチラとかポロリとかそういうのを……ふへへ」

「そんなものを期待するなぁぁぁぁあああ！」

　デレデレと鼻の下を伸のばすイセリアに対し、額にビキバキと青筋を立ててツッコむアリサ。完全にいいように弄もてあそばれていた。

「アリサ、冷静に！　相手のペースに乗せられちゃダメだよ！」

　遠くまで声が通るよう、両手で輪を作って口に当てながらアドバイスを送る。対するアリサは「わ、わかっている」と拗すねたように口をとがらせた。

　あの様子じゃ、絶対わかってなかったな……念のため言っておいてよかった……。

「準備オーケー？　こっちはいつでもいいよ」

　緊きん張ちよう感の欠片かけらも感じさせない笑顔で手を振ふるイセリア。構えを取るどころか、武器さえも手にしていない。丸まる腰ごしで十分と言わんばかりだった。

（武器を使わない……ってわけじゃないよね）

　イセリアの腰の後ろには鞘さやに収まった長ちよう剣けんが二本、交差するように吊つるされている。

　察するに、彼女は二刀流の使い手なのだろう。

「…………」

　一段と眼光を鋭くしたアリサが腰を落とし、両手で槍やりを構える。イセリアとは対照的に、彼女の周囲だけ空気の密度がぐっと増したかのような、そんな緊張感に満ちていた。

　ほんのわずかな、時間にして数秒の静せい寂じやく。そして、

「ッ────‼」

　地面を抉えぐるような強い踏ふみ込みから、まずアリサが弾だん丸がんのごとく飛び出した。

「おっ……？」

　目にも留まらぬ速さの突きにイセリアは一いつ瞬しゆん声を上げたものの、慌あわてることなく真横にステップ。横よこ薙なぎの追撃も、身体を捻ひねって簡単に回かい避ひしてのける。が、その直後、

「はぁっ！」

　アリサの右手から生まれた炎ほのおが、間かん髪はつ入れず襲おそいかかった。

「うわっ……⁉」

　このコンビネーションは予測していなかったのか、のけぞって体勢を崩くずすイセリア。

　その隙すきを逃のがさず、アリサは一気に畳たたみ掛かける。槍を手の中で器用に回転させ、上段からの振り下ろし──！

「ほっ！」

「なぁっ……⁉」

　だがしかし。その渾こん身しんの一撃を、イセリアは真しん剣けん白しら刃は取どりの要領でがっちり受け止めた。驚きよう異い的なバランス感覚と反射神経がなければ到とう底てい不可能な離れ業わざだ。

「ムフ……アリサちゃん、今日は白かぁ」

「は……？」

　場ば違ちがいなイセリアの台詞せりふに、アリサがポカンとした顔をする。

　どうやら彼女は今、自分が置かれている状じよう況きようを理解していないようだった。

「ア、アリサ！　スカート！　スカート！」

　両目を手で覆おおいながら、戒は大声でアリサに呼びかける。アリサは何事かと視線を自身の下半身に向け、

「……ｈｓｋｒｐｆｈｊ⁉」

　パニックのあまり、解読不能な叫さけび声を上げた。

　どういうわけか制服のスカートが地面にすとんと落ち、パンツが丸見え状態になっていたのである。

「いや～ごめんね。なかなかパンチラしないものだから、ついチャックに手が伸びちゃった♪　けどよかった。やっぱりアリサちゃんには清純な白が似合うよね。カイもそう思うでしょ？」

「ぼ、僕に話を振らないでよ！　っていうか、見てない！　僕見てないから！」

　実際はばっちり見てしまっていたが、アリサの名めい誉よのために強く否定しておく。本来ならばあの一連の攻こう防ぼうの中でチャックを下げる余よ裕ゆうのあったイセリアに驚おどろくべきところなのだろうが、パンツの衝しよう撃げきが強すぎてそこまで思い至らなかった。

「こ、殺す！　絶対に殺す……！」

「まぁまぁ、そう怒おこらないで。とりあえず先にスカートを穿はいた方がいいと思うよ」

　赤面しながら親の仇かたきを見るような目で怒いかりを燃やすアリサに、イセリアが至し極ごくもっともな意見を述べる。

　確かにその通りだけど……脱ぬがせた本人がそれを言うのもなんだかなぁ……。

「ぐっ……」

　アリサも同じ感想を抱いだいたようだったが、まさかそのままでいるわけにもいかず、悔くやしさをかみ殺しながらスカートを穿き直す。その間にぬかりなく、イセリアはアリサと距きよ離りを取っていた。

「さて、見るものはしっかり見たし……そろそろボクからもいかせてもらおうかな♪」

　そう言って、すっと右手を持ち上げるイセリア。その掌てのひらで雷らい光こうが弾はじけ、ムチのようにうねる電流がアリサに襲いかかった。

「ちぃッ……⁉」

　半ば不意打ちに近いその攻撃を横っ飛びで回避。だがその動きを読んでいたかのように、今度はイセリアの左手から生じた電流が迫せまる。息つく暇ひまもない連続攻撃に、アリサは顔を歪めて地面を転がった。

「おおっ……さすがアリサちゃん。いい動き♪」

　イセリアの両手から次々と電流が放たれ、上下左右からアリサを翻ほん弄ろうする。逃にげ回るアリサは、まるで彼女の手の動きに合わせて踊おどる操あやつり人形のようだった。

「魔ま法ほうって、あんなに連続して使えるものなの⁉」

　防戦一方となったアリサを横目で見ながら、戒は隣となりのミラに問いかける。

　戒もこれまでに何度か試合を経験したが、あれほど苛か烈れつな魔法攻撃にさらされたことは一度もなかった。

「普ふ通つうは不可能ですわね。ですが、彼女をよく見なさい」

　言われて、戒は攻撃を続けるイセリアの様子を注視する。

　よくよく見ると、彼女の身体からだ全体から淡あわい白光が発せられているのがわかった。

「身体が……光ってる？」

「あれは魔法素子マナの活性光ですわ」

「活性光って……魔法を使う前にちょっと光るあれ？」

「ええ。彼女はその桁けた外はずれな魔力で、常に周囲の魔法素子マナを活性化させているのですわ」

「だからこそのあの連続攻撃、か……」

　これは以前イレーナから聞いた話だが、魔法の使用は少なからず肉体に負担をかけるらしい。魔法を使って魔力を消費すると、同時に肉体的な疲ひ労ろうも蓄ちく積せきされていくのだとか。ようするに、魔法を使い過ぎて魔力が枯こ渇かつすると、同時に身体も疲つかれ切ってしまうのだ。

　だからこそ、むやみやたらと魔法を乱発する生徒はいないし、まして常時魔法素子マナを活性化させて魔力を消費する者などいない。ただ一人の例外を除けば、だが。

「……デタラメだね」

「全くですわ。昨年は三年生のみで構成された班に優勝決定戦で敗れましたが、彼らはもういない。今年、マスターズに最も近いと言われる彼女を止められる者が果たしているかどうか……」

「マスターズに？」

「先日の前期終業式の後、王室の使者が接せつ触しよくしたという噂うわさが流れていますわ。あれほどの力を持っていれば当然の流れかもしれませんわね」

　そう答えながら、苦戦するアリサを心配そうな目で見つめるミラ。アリサが怪け我がをするのではないかと気が気でないようだ。

　かくいう戒も気持ちは同じ。目の前の戦いはあまりにも一方的すぎる。どこかに反撃の糸口はないものだろうか。

「くそっ……！」

　このままではいずれ追い詰つめられるだけと悟さとったのか、何度目かわからない電流攻撃をかわしたアリサがイセリアに向かっていく。高い瞬しゆん発ぱつ力りよくを活いかした接近戦は彼女の武器ではあるが……。

「無茶だよ、アリサ……！」

　心中の叫びが思わず口をついて出る。

　接近戦を仕し掛かけるにはまだ距離が遠すぎる。しかもあんな直線的な動きでは、不規則な動きを見せるイセリアの魔法に対処し切れない。

「う～ん……ここまでか」

　不満そうな表情を浮うかべたのも一瞬、イセリアの両手から同時に魔法が放たれる。一ひと際きわ巨きよ大だいな電流の群れが容よう赦しやなくアリサに押し寄せた。が、

「なめるなッ！」

　それを避よける素そ振ぶりさえ見せず、槍先に左手を走らせるアリサ。その軌き道どうをなぞって血ち飛沫しぶきのような炎が迸ほとばしり、槍先全体を包み込んだ。

　間髪入れずに槍を振り抜ぬき、眼前に迫っていた電流を全すべて弾はじき飛ばす。

「属性付与エンチヤント……⁉　いつの間にそんな技わざ……⁉」

　炎を宿したアリサの槍を見て、驚きに目を見開くイセリア。

　先さき程ほどの魔法で勝負は決したと思っていたのだろう。反応がワンテンポ遅おくれ、その間にアリサは一気に距離を詰めている。勢いに任せて突とつ進しんしたわけではなく、きちんと策があった上での行動だったのだ。

「やぁッ！」

　気合一いつ閃せん、アリサの槍がついにイセリアを捉とらえる。そして、

　──キンッ……

　それまでの激しい攻防が噓うそのような軽い金属音が響ひびき──切断された槍先が宙を舞まった。

「……そんな……」

　槍先を失い、ただの棒となった自身の武器を呆ぼう然ぜんと見つめるアリサ。

　一方、イセリアの右手にはいつの間にか剣けんがあった。バチバチ、という破は裂れつ音と共に小さな閃せん光こうが幾いく度ども弾ける。剣身が帯電しているのだ。

「ま……ボクも属性付与それ、使えるけどね」

　言葉を失うアリサに平然とそう言い放ち、左手を掲かかげる。放たれた電流が直撃し、アリサの身体はゴロゴロと地面を転がった。

「アリサッ‼」

　地面に突つっ伏ぷして動かなくなったアリサを見て、戒は思わず叫び声を上げる。

　その直後、イセリアの手にしていた剣が焼け焦こげたようにボロボロと崩れていった。

「あ～……やっぱりダメか。学校支給の武器は魔法浸透容量キヤパシテイーが小さすぎるんだよね……」

　そうボヤきながら、武器としての体ていをなくした剣の残ざん骸がいをぽいっと投げ捨てる。と同時に、残っていたもう一本の剣を引き抜いた。

「さて……それじゃ、トドメを刺さそうかな」

「ぐっ……」

　ようやく起き上がろうと地面に手をついたアリサに対し、イセリアが無情にも剣を振り上げる。そして、

　──ギィンッ！

　その剣を、戒のインフィニティエッジが受け止めた。

「カ、カイ……⁉」

　背後でアリサの驚きよう声せいが響く。その声に構わず、戒は剣を握にぎる手により力を込こめた。

　二人の剣がカタカタと震ふるえながら鍔つば迫ぜり合いを演じる。パワーでは戒が上回っているが、体勢が不利なため形勢は互ご角かくだった。

「よく間に合ったね。けど、女同士の勝負に許可もなく割り込んでくるなんて、ちょっと無ぶ粋すいじゃないかな？」

　そう言いつつも、イセリアの表情に驚きの色はない。むしろ、こうなることはわかっていたとでも言うように不敵な笑えみを浮かべている。

　それを見て、戒は自分が意図的に誘さそい出されたことを悟った。

「勝負の邪じや魔まをしたんだ。当然、この後は君が相手をしてくれるんだよね？」

　その問いかけに、戒は答えない。いや、正確には、言葉を発することが出来なかった。

　目の前にいる少女から滲にじみ出る禍まが々まがしいまでの殺気に、完全に吞のまれてしまっている。

　誰だれもいない山中で野生の熊くまに出会ったら、こういう感じだろうか。恐きよう怖ふで身体が凍こおり付き、一いつ切さいの行動を拒きよ否ひしている。勝てるわけがないと、動物としての本能が告げている。

（でも……このままアリサを戦わせるわけには……！）

　恐怖で竦すくみ、情けなく笑う膝ひざを叱しつ咤たして、抵てい抗こうの意志を固める。

　ところが、

「コラ～！　お前達、何をしているのだ！」

　いつの間に来ていたのか、戒とイセリアの間に突とつ如じよ、イレーナが乱入してきた。

「今日は訓練の日で、試合は最終日のはずなのだ。勝手に試合をされては困るのだ」

「試合じゃなくて、一対一の勝負ですよ」

「それなら尚なお更さら見過ごせないのだ。校則で私し闘とうが禁じられているのを知らないのか～？　これ以上続けるなら、二人とも校則違い反はんで罰ばつ則そくを与あたえるのだ！」

「う……それはやだなぁ……」

　両手を上げてプンスカ怒るイレーナに観念したかのように、一つため息をついて剣を収めるイセリア。戒も安あん堵どの息をつきながら一歩身を引いた。

「ちょっと残念だけど……楽しみを最終日に取っておくのも悪くないかな」

「…………」

　同意を求めるようなイセリアの視線に、戒は無言を貫つらぬく。学年一位の実力を目の前でまざまざと見せつけられた後では、同意出来るはずもなかった。

「お前達に任せておくと危険なので、今日の練習メニューはイレーナさんが決めるのだ。アリサは救護室できちんと手当てを受けるのだぞ～」

「……はい」

　アリサが小さく頷うなずいたことを確かく認にんして、一班に集合するよう指示を出すイレーナ。

　その間に戒はアリサのもとに歩み寄った。

「アリサ、大だい丈じよう夫ぶ？　肩かた貸すよ」

「……必要ない。一人で行ける」

　ふいっと顔を背そむけ、なんとか自力で立ち上がろうとする。だが、上手うまく力が入らないのか、すぐに膝をついてしまった。

「やっぱり無理だよ。こんな時まで意地張らずに──」

「っ……意地など張っていない！　それに、私はまだ戦えた！」

　怒ど気きを含ふくんだアリサの叫さけび声に気け圧おされ、差し伸のべた手を思わず引っ込める。すると、

「わたくしが貸しますわ」

　断られた戒に代わって、ミラが手伝いを申し出た。

　アリサの隣にしゃがみ、肩を貸してゆっくりと立たせる。

　そして、歩き出そうとしたところでふと肩かた越ごしに振り返り、

「カイ。敗者にもプライドはありますわ。察しなさい」

　やや棘とげのある口調でそう言い残し、訓練場を後にした。

「……あの、ジゼラ先せん輩ぱい。僕、何か悪いことをしたんでしょうか？」

　去って行く二人の背中を見送った後、戒は戸と惑まどいの表情を浮かべながらジゼラを見る。

「そうね～……。悪いことじゃないと思うけれど、多分、アリサちゃんは悔くやしかったんじゃないかしら～」

「悔しい？　リアに負けたことがですか？」

「もちろんそれもあるけれど～……それ以上に、カイくんにイセリアちゃんより弱いと思われたことが。勝ち目がないと思ったからカイくんが戦いを止めた、そんな風に考えちゃったのかもしれないわね～」

　そう言われ、戒は先程ミラに告げられた言葉を思い出す。

　敗者にもプライドはある──確かにその通りだ。

　戒としてはただ怪我をして欲しくない一心での行動だったが、結果的にはアリサの戦士としてのプライドを傷つける軽けい率そつな行こう為いだったのかもしれない。

「大丈夫、アリサちゃんもきっとわかってくれるわ。ただ、今は少しそっとしておいてあげましょう～」

「……はい」

　優やさしく諭さとすようなジゼラの言葉に、戒はしっかりと頷き返す。

「カイ先輩……元気出して、下さい……」

「うん、ありがとう」

　懸けん命めいに励はげまそうとしてくれるカリナの頭に手をのせ、感謝の気持ちを込こめて撫なでる。

　ここで落ち込んでいても仕方ない。失った信しん頼らいは、今後の行動で取り戻もどさないと。

「お前達、何をしているのだ。訓練を始めるのだぞ～」

　イレーナが手を上げてこちらに呼びかけている。

　三人は互たがいに頷き合うと、駆かけ足でイレーナのもとに向かったのだった。







「まったく……無茶をしますわね」

　第一訓練場から救護室に向かう道中。自力で歩けないアリサを連れながら、ミラはため息混じりにそう呟つぶやいた。

「相手はあのイセリアですわよ？　いくら属性付与エンチヤントを身に付けたからといって、そうやすやすと勝たせてくれる相手ではありませんわ」

「……そうだな。私の完敗だ」

　先程までとはうって変わって覇は気きのないアリサの答え。予想以上の落ち込みように調子を狂くるわされ、ミラはそこで口をつぐんだ。

　互いに無言のまま、誰もいない中央棟とうの廊ろう下かを進む。すると、

「……カイは、私を軽けい蔑べつしただろうか？」

　不意に、アリサがそんなことを言った。

「軽蔑？　ああ、先程の……。心配せずとも、あのくらいで怒おこったりはしないと思いますわ。ジゼラ先輩やカリナもフォローしてくれるでしょう」

「……そうだろうか。昨日の夜も怒ってしまったし、そして今日も……もしかしたら、嫌きらわれてしまったかもしれない」

「考えすぎですわ。そんなに気になるなら、後で聞いてみればよろしいでしょう？」

「簡単に言うなっ……！」

　心なしか強くなったアリサの語気につられ、ミラは思わず足を止める。

「私には、カイと共通の話題がない。男と話した経験が少ないから、どんな話題が喜ばれるのかも知らない。どうしたらお前のように親しく話せるのか、私にはわからないんだ。だから、だからもし、私がイセリアに勝つことが出来たら……そうしたら……」

「……アリサ。あなた、それで……？」

　その問いかけに、アリサは何も答えない。ただ、一つ小さく息を吐はき出した。

「すまない、くだらないことを言った。忘れてくれ」

「……ええ」

　小さく頷き返すと、ミラは再び歩き出す。

　その後、救護室に到とう着ちやくするまで、二人は終始無言だった。







「では、午前の訓練はここまでなのだ。各自、明日あしたからも怪け我がに気を付けるのだぞ～」

　イレーナのその声で無事、午前の訓練が終しゆう了りようする。アリサを救護室に連れて行ったミラは途と中ちゆうから合流したものの、結局、アリサ自身は最後まで参加しなかった。

　午後からは自由時間。特に予定もないので一度自室に戻り、訓練着から制服に着き替がえる。

　アリサに会いに行こうかとも思ったが、ちょうどミラが様子を見に行ってくれているため、彼女の話を聞いてから判断することにした。

　そして、部屋で待つこと約一五分。

「戻りましたわ」

　訓練で汚よごれた服のまま、ミラが部屋に姿を現した。

「おかえり。すぐ着替える？」

「ええ。少しの間、外に出て下さる？」

　ミラの申し出に「わかった」と応じ、入れ替かわりで部屋の外へ。合宿が始まったばかりの頃ころはこんなやり取り一つ一つに緊きん張ちようしたが、三日目ともなるとさすがに慣れてきた。

（まぁ、ついさっきまでいた部屋の中でミラが着替えていると思うと、そわそわしないわけじゃないんだけど……）

　それでもある程度落ち着いていられるのは、初日の夜が大きかったかもしれない。なにしろ、一いつ緒しよのベッドで一夜を明かしたのだ。

　ちなみに、昨日は色々あってすっかりぬいぐるみ代わり探しを忘れてしまっていたのだが、幸いジルがぬいぐるみを用意してくれていたので問題は無事解決した。

　さすがは執しつ事じ長。出来る男は違ちがう。

「もういいですわよ」

　しばらく部屋の前で待機し、許しが出たところで再び部屋に入る。

　制服に着替えたミラは自分のベッドに腰こし掛かけ、サーベルの手入れを始めていた。

「アリサの様子、どうだった？」

「今はひとまず安静にしているようですわね。本人はもう大丈夫だと言っていましたが」

「そっか……」

　戒も自分のベッドに腰掛け、インフィニティエッジの手入れを始める。これまでは剣けん身しんを布で拭ふくくらいのことしかしてこなかったが、この三日間でミラからちゃんとした手入れの仕方を教わった。

　しばしの間、互いに黙もく々もくと手入れを続ける。そして一段落ついたところで、戒は意を決して口を開いた。

「あのさ、ミラ。さっきのことだけど……」

「わかっておりますわ。わたくしだけでなくアリサも。完敗を喫きつした直後だっただけに、少々感情的になってしまったのでしょう。あの子も反省していましたわ」

「……僕も、今後気を付けるよ」

　神しん妙みような顔で呟く戒に「そうしなさい」と答え、ミラは手入れを終えたサーベルを鞘さやに収める。そして、ゆっくりとベッドから腰を上げた。

「カイ。この後何か予定はありますの？」

「え？　いや、特には……」

「それなら、わたくしに付き合いなさい」

「う、うん。いいけど、どこに行くの？」

　突とつ然ぜんの誘さそいに困こん惑わくしながらそう尋たずねる。

　ミラからの返答は、完全に予想外のものだった。

「どこか人目に付かない……二人きりになれる場所ですわ」







　合宿所からほど近い山道を、戒はミラの後に続いて登っていく。生おい茂しげる木々が日光を和やわらげてくれるとはいえ、まだ陽ひが高いこの時間の山登りはなかなかの重労働だ。

　当然、近くを通る者などいるはずもなく、完全に二人きり。幸か不幸か、ミラの思おも惑わく通りになっている。

（……どういうつもりなんだろう……）

　額から噴ふき出す汗あせをタオルで拭ぬぐいながら、戒は先を行くミラの背中を見つめる。

　彼女に限ってそんなことはないと思うが、人目に付かないなどと言われてしまうと、どうしてもおかしな妄もう想そうが膨ふくらんでしまう。

（午前の訓練のせいで忘れかけてたけど……僕達今、恋こい人びと同士ってことになってるんだよね。いや、でもだからってそんな……）

　周囲に軽く視線を走らせるが、特に監かん視しの目は感じない。

　とはいえ、相手は老練な執事だ。気配を消すくらい造作もないことかもしれない。

　いや、執事のことなんてよく知らないけどさ……。

「……この辺りにしますわ」

　そんなこんなで戒が一人モンモンとしていると、ミラが一本の巨きよ木ぼくの前で立ち止まる。多方向に幾いく重えにも伸のびる枝が広い木こ陰かげを作り出しており、一休みするにはちょうどよさそうな場所だ。

「さて……それでは早さつ速そく上着を脱ぬぎなさい」

「あ、うん……って、えぇぇぇえええ⁉」

　ごく自然な命令口調に従い上着に手をかけたところで、我に返って大声を上げる。

　上着を脱ぐって……や、やっぱり……！

「？　何をそんなに驚おどろいていますの？」

　さっさと上着を脱いで畳たたみながら、ミラが不思議そうな顔をする。

「い、いや、確かに僕達は今恋人同士だけど、だからってそこまでしなくてもというか……それにまだ明るいし、せめてもう少し暗くなってから……！」

「暗くなってしまったらよく見えませんわ」

「よく見たいの⁉」

　そんなすました顔で大だい胆たん発言……！　こっちが恥はずかしくなっちゃうよ！

「暗くら闇やみの中というのもそれはそれで悪くありませんが、危険も伴ともないますし……やはりこの時間に行うのが適切ですわ」

「そ、そうかな？　昼間に外でっていうのは、どちらかというと不適切だと思うんだけど……」

「やけにつっかかりますわね……。そんなにわたくしと稽けい古こをするのが嫌いやですの？」

「別に嫌ってわけじゃないんだけど……ただ、こういうのはお互い踏ふむべき段階があるというか…………稽古？」

　顔を赤くしてあたふたしていた戒は、そこでピタリと動きを止める。

「ええ。時間が空いているのなら、わたくしの稽古に付き合ってもらおうと思いまして」

「……あ、あーっ、稽古！　剣けんの稽古ね！」

　ようやくとんでもない勘かん違ちがいをしていたことに気付き、さらに赤面する。

　一人勝手に妄想を膨らませて……何考えてるんだ僕は。ああ恥ずかしい……。

「…………？」

　わけがわからないといった様子で首を傾かしげるミラになんでもないと手を振ふり、気持ちを落ち着ける。いかがわしい行こう為いをするわけではないとわかり、ほっとしたような、少しだけ残念なような……。

「それにしても、稽古なら訓練場でやればよかったのに。午後は誰だれも使ってないんでしょ？」

「訓練場ではアリサや他の皆みんなに見つかってしまいますわ。これは秘密特訓ですのよ！」

「秘密特訓ね……。でも、なんで急に？」

　脱いだ上着を巨木の下に置きながら、妙みように意気込んでいるミラに尋ねる。

　午前の訓練はそれほどきつくなかったため体力的にはまだ余よ裕ゆうがあるが、それにしても急な話だ。

「……悔くやしかったのですわ」

「？　何が？」

「アリサのことですわ。いつの間に属性付与エンチヤントを身に付けて……きっとわたくし達に隠かくれてこそこそ練習していましたのよ！　こうなったらわたくしもこっそり稽古をして、必殺技わざの一つでも身に付けて驚かせてやりますわ！」

「いやいや、必殺技て……」

　子供じゃあるまいし……。

「ようするに、アリサに負けたくないんだね。でも、そんな風にいつも張り合ってたら疲つかれない？　長い付き合いなんだし、もう少しお互たがい肩かたの力を抜ぬいてもいいと思うんだけど」

　相変わらずの強い対たい抗こう心しんに苦く笑しようを浮うかべながら肩をすくめる。すると、ミラはきょとんとした顔でこちらを見た。

「長い付き合いと言われても……まだ一年と半年くらいですわよ？」

「え……？　もしかして、ミラって高等部から入学したの？」

「ええ、そうですわ」

「そうなんだ……意外だな。アリサとミラって、もう何年も一緒にいるみたいな雰ふん囲い気きだったから」

「き、気のせいですわ。さぁ、無む駄だ話ばなしはこの辺りにして、稽古を始めますわよ！」

「わわっ……わかったから、僕にも準備させてよ」

　サーベルを正眼に構えるミラを見て、戒も慌あわてて剣を抜く。

　こうして、木々のざわめきと鳥のさえずりが木霊こだまする中、二人きりの秘密特訓が始まったのだった。







「……はぁ～……」

「ミラ、元気出して……ね？」

　一時間ほど稽古を続けた後、巨木の幹を背に一休みしているミラが大きなため息をつく。

　戒もゆっくりとその隣となりに腰を下ろした。

「アリサを見返すどころか、カイにも全く歯が立たない……これで落ち込むなという方が無理な話ですわ」

「剣だけだからだよ。魔ま法ほうは一度も使ってないじゃない」

「それはあなたも同じ事ですわ。第一、魔法でもあなたの方が上でしてよ」

　ぶすっとむくれ顔をするミラに、どうしたものかと苦笑する。

　表向きは高い魔力を有することになっている戒だが、実際は魔力そのものを有していない。もしミラに魔法を使われていたら劣れつ勢せいを強しいられていただろう。

「さすがにお腹なか減ってきちゃった。一度戻もどらない？」

　そう言って、合宿所の方角を指さす。時計がないので正確な時刻はわからないが、合宿所を出たのが正午前だったことを考えると、そろそろ昼食をとってもいい時間のはずだ。

「心配しなくても、用意してありますわ。さすがのわたくしも昼食抜きで稽古に付き合わせるほど鬼おにではありませんわよ」

「あ……じゃあ、一いつ緒しよに持って来てた籠かごって……」

　そういうことですわ、と頷うなずき、バスケットを開くミラ。中にはサンドイッチのようなものがぎっしり詰つまっていた。

「美味おいしそう……もしかしてミラの手作り、とか？」

「安心なさい。ジルに用意してもらったものですわ」

「あら……。まぁ、お嬢じよう様さまのミラは料理なんてしないよね」

「む……わ、わたくしにだってタニトくらい作れますわ」

　心外だとばかりにミラが不満そうな目を向けてくる。バスケット内の料理はタニトと呼ばれているらしい。

「そう？　貴族の家なんだし、料理は全部料理人が作ってくれるんじゃないの？」

「も、もちろんそうですが……こんなもの、具材を切ってタニに挟はさむだけですわ」

「甘いなぁ。具材を切ったり組み合わせを考えるのも簡単じゃないのに」

「言いますわね……。そういうあなたこそ、料理は出来ますの？」

「ん～……得意ってわけじゃないけど、少しは」

　戒の答えに、ミラは目を丸くする。

「料理をする男性魔術師など、初めて見ましたわ……」

「そうなの？　まぁ、こっちの食材とかよくわからないから、同じように出来るかはわからないけど……。僕の両親共働きだから、身の回りのことはある程度自分で出来ないといけなかったんだ。二人とも忙いそがしくて、なかなか家に帰って来ないんだよね」

「それは……寂さびしかったのではなくて？」

「子供の頃ころはね。けど、慣れてくれば案外平気だったよ」

　タニトを口に運び、具材のシャキシャキした食感を楽しみながら、戒はふと故郷のことを想おもう。

　両親はどちらかといえば放任主義だったので、一日や二日帰らない程度ではそれほど心配しないかもしれないが、三日、四日となれば話は別だ。

　この世界に召しよう喚かんされてから既すでに一ヶ月以上。今いま頃ごろ向こうでは騒さわぎになっているだろう。

　もちろん、二つの世界の時間の流れが同じなら、だが。

「……せめて無事を連れん絡らく出来る方法があれば……」

　表情からこちらの思考を読み取ったのか、ミラがそんなことをぽつりと呟つぶやく。

　自分のことでもないのに辛つらそうな彼女の横顔を見て、戒はふっと頰ほおを緩ゆるめた。

「ありがとう、心配してくれて」

「っ……べ、別に感謝されることでは……同じ班の仲間として当然ですわ」

　やや早口にそう言って、誤魔化すようにタニトにかぶりつくミラ。こういう素す直なおじゃないところはアリサに似ている気がする。二人が時折言い争いになるのは、いわゆる同族嫌けん悪おというやつなのかもしれない。

「そういえば、一つ聞きたいことがあったんだけど……いい？」

「構いませんわ。わたくしに答えられることなら」

「じゃあ早さつ速そくだけど、アリサやリアが使ってた〝属性付与エンチヤント〟ってどんなものなの？　僕、今日初めて見たんだけど……」

「属性付与エンチヤントは簡単に言ってしまえば魔法を武器に込こめる技術ですわね」

　ミラが鞘さやからサーベルを抜き、垂直に立てる。剣けん身しんが陽光を反射して眩まばゆい光を放った。

「わたくし達が使う武器の刃はには、鉄の他に魔導鉱石マナリウムと呼ばれる特とく殊しゆな鉱石が使われておりますの。この鉱石は活性化した魔法素子マナを吸収する性質を持っていて、その性質を利用して武器と魔法を一体化させる技術が俗ぞくに属性付与エンチヤントと呼ばれるものですわ」

「へ～……それって難しいの？」

「簡単ではありませんわね。属性付与エンチヤントを習得している者は学年で一〇人にも満たないはずですわ。魔法素子マナを活性化させる感覚と、活性化した魔法素子マナを魔導鉱石マナリウムに込める感覚は全く別物ですから。もっとも、そういう意味では、魔力の有う無むや強さとは全く関係のない技術ですわね」

　ちなみに、魔法を吸収した武器はその魔法の特性を発揮出来るらしい。炎ほのお魔法であれば刃が高熱を帯び、雷かみなり魔法であれば攻こう撃げきした相手を感電させることも可能だとか。

「それともう一つ、属性付与エンチヤントには他属性防ぼう御ぎよという効果もありますわ。魔導鉱石マナリウムは一度活性化した魔法素子マナを吸収すると、それを全すべて吐はき出すまで同属性の魔法素子マナしか取り込まなくなりますの。そして、別属性の魔法素子マナに触ふれた場合は強い反発力を発揮する。この性質を利用すれば、自分の属性以外の魔法を防御する手段としても使えますわ」

「そういえば、アリサは属性付与エンチヤントした槍やりでリアの魔法を弾はじき飛ばしてたよね。じゃあ、魔法浸透容量キヤパシテイーっていうのは？」

「魔法、正確には活性化した魔法素子マナを取り込める限界量のことですわ。魔導鉱石マナリウムの含がん有ゆう量と純度が高ければ高いほど大きくなりますわね」

　ミラの説明に「なるほどね」と納なつ得とくし、戒はふとインフィニティエッジに目を向ける。

　学校支給の武器には例外なく魔導鉱石マナリウムが使われているというが、この剣はどうなのだろうか。恐おそらく学校が作ったものではないだろうし……。

「質問は以上ですの？　では、そろそろ稽古をさいかひィッ──⁉」

　中身が八割方なくなったバスケットを閉じ、立ち上がろうとしたミラがいきなり裏返った悲鳴を上げる。突とつ然ぜんのことに、戒も思わずびくりとしてしまった。

「ど、どうしたの⁉」

「背中に……背中に何か入りましたわ！」

　そう叫さけびながら、必死に背中に手を回すミラ。余よ程ほど驚おどろいたのか、目め尻じりには小さな涙なみだ粒つぶが溜たまっていた。

「ああ……虫か何か入っちゃったのかな？　大だい丈じよう夫ぶ、今取ってあげる」

　珍めずらしく慌てふためくミラに新しん鮮せんみを覚えつつ、彼女の背中に手を伸のばす。が、

「むむむムむムむムシィっ……⁉」

　戒の言葉を聞いたミラは、ぞぞぞ、とたちまち顔を青くした。

「い、い、い、いやぁぁぁああああああ！」

　耳を塞ふさぎたくなるような金切り声が辺り一帯に響ひびき渡わたる。そして何を思ったか、ミラは戒の目の前でブラウスのボタンを外し始めた。

「ちょぉっ……ミラ⁉」

「ダメ……！　わたくし、虫だけはダメですの！」

　完全パニック状態で手元がおぼつかないらしく、ついにはボタンを無理矢理引きちぎる。

　ブチブチブチ、とボタンが弾け飛び、はらりとブラウスの前が開いた。派手な赤のブラジャーと、うっすら汗あせの滲にじんだ谷間が戒の視界に飛び込んでくる。

　あまりに突発的すぎて、目を閉じる暇ひまもない。

「ミ、ミラ、落ち着いて！　僕がここにいるのに……！」

　慌てて声をかけるが、全く効果なし。がばっと豪ごう快かいにブラウスを脱ぬぎ捨て、両手を背中に回す。だが、それでもわずかに届かない。

「くぅ……邪じや魔まですわ！」

　ミラの表情が忌いま々いましげに歪ゆがむと共に、背中の辺りでプチンと音が。

　い、今の音って、もしかして……ミラ～～～～～～～～⁉

「このっ……いい加減に離はなれなさい！」

　締しめ付けが緩くなったおかげで可動域の広がったミラの両手が、ついに背中の虫をはたき落とす。長きにわたる戦い（？）に終しゆう止し符ふの打たれた瞬しゆん間かんであった。

「……やった！　やりましたわ！」

　背中の違い和わ感がなくなったことを確かく認にんし、歓かん喜きの表情を浮かべるミラ。

　戒としても祝福してあげたいところではあるのだが……。

「お、おめでとう……。け、けど、その……そろそろ服を着てもらえると……」

「…………へ？」

　ここにきてようやく冷静さを取り戻したミラが、今の自分の格好に目を向ける。

　彼女が視線を下げると同時に両りよう肩かた紐ひもがするする、と腕うでを滑すべり降り、そして……。

「～～～～～～～～～～～～～～～～～‼」

　ミラの声にならない絶ぜつ叫きよう。そしてその直後、

　──バチーン‼

　気持ちいいほど綺き麗れいな張り手の音が、澄すみ渡った青空に吸い込まれていった。







　その日の夕食時。

「あらあら～……カイくん、その頰どうしたの～？」

「なんでもありません……」

　赤く腫はれた頰を左手で押さえながら、戒はバツが悪そうな顔のミラにジト目を向ける。

　恥はずかしかったのはわかるけど、何もあんな思い切り叩たたかなくたって……僕、何も悪いことしてないのに……。

「そういえばカイくん、お昼はどこに行っていたのかしら～？　部屋にはいなかったみたいだけれど～」

「あ、はい。その……ちょっと散歩に」

　ジゼラの質問に一いつ瞬しゆんギクリとしたものの、すぐに平静を装よそおって答える。

　別にやましいことをしていたわけではないので本来なら秘密にしておく必要はないのだが、ミラの希望に従いここは黙だまっておくことにしよう。

「ふ～ん……ミラミラもいなかったみたいだけれど～？」

「わ、わたくしは、その……散歩ですわ」

　その答えに、ジゼラの目がキュピーンと妖あやしく光る。

　いやいや、なんで同じ理由にするのさ⁉

「あらあら～、カイくんと同じなんて奇き遇ぐうね～。もしかして、一緒に散歩していたとか～？」

「ち、違ちがいますわ！　カイとは一いつ切さい合切何一つとして関係ありませんわ！」

　ぶんぶんと首を振ふって必死に否定するミラを、ジゼラが目を細めて見つめる。

　ああ、もう今ので確実にバレたな……。ミラ、隠かくし事下手すぎ。

「なんだか、怪あやしい、です……」

「カリナちゃんもそう思う～？　これはちょっと尋じん問もんが必要かしら～。ねぇ、アリサちゃん？」

　一見すると穏おだやかな（ただし、目は全く笑っていない）微笑ほほえみを浮うかべながら、右みぎ隣どなりに座るアリサにも同意を求める。が、

「…………」

　アリサはスプーンを握にぎったまま食事を進めることもなく、じっと足あし下もとを見つめていた。

「アリサちゃん？」

「アリサ、先せん輩ぱい……？」

　返事がないことを不ふ審しんに思ったジゼラとカリナが再度声をかける。そこでようやく、アリサは顔を上げた。

「あ……な、何です？」

「ううん、別に大したことじゃないのだけれど～……アリサちゃん、どうかしたの？　ご飯も全然食べていないし……」

　言われて、戒もアリサの前に置かれた皿に目を向ける。ジゼラの言う通り、皿の上の料理はほとんど減っていなかった。

「もしかして、体調でも悪いのかしら～？」

「た、体調は悪くありません！　どこもかしこも万ばん全ぜんです！」

「そ、そう～……？」

　やけに力を込めて返事をするアリサに、ジゼラが困こん惑わくした表情を浮かべる。

　確かにそれだけ元気のいい返事が出来るなら体調に問題はなさそうだけど……何もそこまで力説しなくても。

「でも、それならどうして食べないの？　あまり美味おいしくなかったかしら～？」

「いえ、そんなことは……。ただ、今日はあまり動いていないので、食事を控ひかえめにしているだけです。すみませんが、先に部屋に戻もどります」

　そう言うや否いなや席を立ち、足早に食堂を去って行くアリサ。残された四人は呆ぼう然ぜんとその背中を見送った。

「……イセリアちゃんに負けたこと、まだ引きずっているのかしら～？」

「そうかも、しれない……です」

「アリサって切り替かえ早い方だと思ってたけど……そうでもなかったのかな？」

　そう呟つぶやきながら、戒は答えを求めるようにミラに視線を送る。

「…………」

　だが、彼女はその問いに答えず。

　ただじっと、アリサが出て行った食堂の扉とびらを見つめていた。







　第四章　知られざる絆きずな







　翌日、合宿四日目の午前。

　明日あしたの練習試合に向けて、二四班は第一訓練場より一回り小さな第二訓練場で訓練を行っていた。だが、

「はぁっ……はぁっ……！」

「アリサ、大丈夫……？」

　訓練を始めてから約三〇分。両りよう膝ひざに手を置き、荒あらい息をつくアリサの背中をさする。

　戒かいも多少、息は上がっているが、まだ動けなくなるほど疲つかれは溜まっていない。それを考えると、彼女の疲ひ労ろう具合はいささか異常だった。

「少し休みましょうか～？」

「へ、平気です……このくらい……」

　見かねたジゼラが休きゆう憩けいを挟はさむよう提案するも、頑かたくなに首を横に振るアリサ。

　戒は戦せん闘とうに関してはまだまだ素人しろうとな部分も多いが、その戒の目から見ても今日のアリサは明らかに動きが悪かった。上手うまく表現出来ないが、動きが素す直なおでない印象を受ける。無む駄だな動作が多いせいで、いつも以上に体力を消費しているのではないだろうか。

「少し休もうよ。ね？」

「カリナも、それがいいと……思い、ます」

「…………」

　カリナと共に説得を試みるも、やはりアリサは首を縦に振らない。

　と、その時、

「アリサ。右足を見せなさい」

　普ふ段だんあまり聞かない高圧的な口調で、ミラがアリサにそう命じた。

「な、なぜだ。今は訓練中だぞ」

「いいから、見せなさい」

「断る。それより訓練の続きを……」

「……仕方ありませんわね。カイ、アリサを拘こう束そくしなさい」

　いきなり鋭するどい視線を向けられ、戒は「へ？」と間ま抜ぬけな声を漏もらす。

「拘束しなさい！」

「りょ、了りよう解かいっ！」

　有う無むを言わさぬ命令に従い、即そく座ざにアリサを羽は交がい締じめに。続いて、ミラの意図を察したジゼラとカリナが両足を押さえる。見事なチームワークであった。

「こ、こら！　何をする！　放せ！」

「ごめん！　けど、今日のアリサ明らかにおかしいし……！」

　動きを封ふうじられたアリサが文句を言う間に、ミラは問答無用で右足の靴くつと靴下を脱がせてしまう。そして、

「やはり……」

　ため息混じりにそう呟いた。戒もすかさずアリサの右足に目を向ける。

「っ……アリサ、それ……！」

　思わず息を吞のんだ。くるぶしとその周辺が、痛々しいほどに赤く腫れ上がっていたのだ。恐おそらく、昨日イセリアと戦った際に負傷したのだろう。

　実のところ、怪け我がをしているのではないかという予感は訓練中からあったのだが、まさかここまでひどいとは。ジゼラとカリナも想像を上回る怪我の具合に言葉を失っている。

「訓練は中止ですわね。アリサを救護室に運びますわよ」

　脱がせた靴と靴下を手に、ミラが立ち上がる。

　もちろん、異議を唱える者は誰だれもいなかった。







「どうしてこんなになるまで放ほうっておいたのだ。怪我はきちんと申告するべきなのだ」

　アリサの右足首に包帯を巻きながら、イレーナが怒おこったような声で言う。

　表情も憮ぶ然ぜんとしているし、実際、怒っているのだろう。

「昨日治ち療りようした救護要員も、腫はれが出たらすぐ知らせるように伝えたと言っていたのだ。どうして黙っていたのだ」

「……すみません」

「イレーナさんは理由を聞いているのだがな～」

　依い然ぜん怒いかりが収まらないのか、イレーナの声に苛いら立だちの色が混じる。

　二四班の面々が救護室に着くと、そこにいたのは救護要員ではなくイレーナだった。他の班で訓練中に怪我人が出たため、出で払はらった救護要員に代わってここにいたらしい。

「……この怪我では、明日の練習試合には出られませんわね」

　アリサの怪我を厳しい表情で見つめながら、ミラが重々しい口調で呟く。

「え？　でも、カリナの回復魔ま法ほうを使えば治るんじゃないの？」

「無理だな～。カイはちょっと魔法を過信しすぎているのだ」

　包帯を巻き終えたイレーナがすっと立ち上がり、残った包帯を棚たなの中にしまう。

「光属性の魔法は、基本的に人の身体からだに備わっている機能を増強するものなのだ。回復魔法も人間の自然治ち癒ゆ力を高めるだけで、大怪我が一瞬で治ったりはしないのだ」

「元々、魔術師は体内を巡めぐる魔力の影えい響きようで、普ふ通つうの人に比べて、治癒力は高い……です。でも、この怪我だと……すぐ、には……」

「まぁ、幸い骨に異常はないみたいだが、それでも三日はかかるだろうな～」

　二人の説明に、戒は「そうなんですか……」と渋じゆう面めんを作る。

　これだけ腫れていて三日で完治するというのだから、本来ならば驚おどろくべき回復スピードだが……明日の試合までに完治する可能性はゼロといってよさそうだ。

　ただでさえ厳しい戦いになることが予測されるのに、アリサ抜ぬきでは……。

「「「…………」」」

　同じことを考えているのか、ジゼラ達他の三人も浮かない顔で沈ちん黙もくしている。と、

「……明日の試合には、出ます」

　自身の右足首を硬かたい表情で見つめながら、アリサがとんでもないことを言った。

「な、何言ってんのさ⁉　無理だよ、そんな怪我で！」

「そうよ～。無理しちゃいけないわ。いわゆる一つの〝絶対安静〟というやつね～」

「今は、休んだ方がいい、です……！」

「このくらいの怪我、問題ない。明日の試合には絶対に──」




　──パァン……！




　その時。救護室内に突とつ如じよ、乾かわいた音が響ひびいた。

　ムキになって反論しようとするアリサの頰ほおを、ミラの右手が打ったのだ。

「……いい加減になさい。これだけ皆みんなに心配をかけておいて、まださらに心配をかけようというんですの？」

　静かながらも、内に言いしれぬ迫はく力りよくがこもったミラの口調。かつてない彼女の怒りように戒は言葉を失い、アリサはぐっと唇くちびるを嚙かんで顔を俯うつむけた。

「皆落ち着くのだ。心配しなくても、教官としてアリサの出場は認めないのだ。イレーナさんにも管理責任というものがあるからな～。アリサ、わかったか～？」

「……はい」

　イレーナの言葉にアリサが頷うなずいたのを見て、戒達他のメンバーはほっと息をつく。ひとまず彼女がこれ以上、無理をすることは避さけられたようだ。

「ところで、まだ理由を聞いていなかったな～。どうしてこんな無茶をしたのだ」

　腰こしに手を当てながら、再度理由を問うイレーナ。すると、アリサは顔を俯けながら、絞しぼり出すような声で答えた。

「証明したかったんです……」

「証明？　何をだ～？」

「うちでも一班に勝てると……うちでも優勝出来ると、そう証明したかったんです！」

「…………え？」

　予想だにしない理由を聞かされ、戒は小さく声を上げる。ジゼラ、ミラ、カリナの視線が一いつ斉せいに戒に集まった。

「えっと……もしかして皆、僕が一班に移い籍せきするんじゃないかって思ってたの？」

　念のため確かく認にんすると、四人は無言。当たらずといえども遠からず、というところだろうか。

　その反応に、戒はついついため息を漏らした。

「移籍する気は……ないのか？」

「ないよ。確かにはっきり返事しなかった僕も悪いけど、そこは信じて欲しかったな」

「し、しかし、お前の目的は対たい抗こう戦で優勝することだろう？　確率を考えれば、決して悪い話ではないはずだ。だから……」

「アリサ。僕はまだこの世界に来て、皆の仲間に入れてもらってから日が浅い。でもね……そんな僕にも、二四班の一員としてのプライドがある」

　その言葉に、アリサがはっとして顔を上げる。

「この前の合同訓練を見てもわかるけど、リアは明らかに僕達を下に見てる。前期の成績を鑑かんがみれば仕方のないことかもしれないけど……このままナメられっぱなしでは終われない。一班に勝てるってことを、僕も証明したいんだ。君と同じようにね」

「……カイ……」

　本当か、と確認するようなアリサの瞳ひとみを見つめながら、戒はしっかりと頷き返す。そこでようやく、不安そうだった彼女の表情に安あん堵どの色が浮うかんだ。

「よかったですわね」

　ミラが優やさしくアリサの肩かたに手をのせる。先さき程ほどまでとはうって変わって、その表情はとても穏おだやかだった。

「よかった、です……」

「本当ね～。皆で頑がん張ばった甲か斐いがあったわ～」

「……頑張った……？」

　何やら気になる表現に、戒はしばしの間黙もつ考こうする。

「あっ……！　もしかして、二日目にあった水着エプロンとかメイドさんって……！」

　そう言った瞬しゆん間かんに、さっと視線を逸そらす四人。どうやら図星のようだ。

「やっぱり……どうせ発案者はジゼラ先せん輩ぱいですよね」

「なんのことかしら～。いわゆる一つの〝証しよう拠こ不十分〟というやつね～」

　表情一つ変えず、ニコニコしながらとぼけるジゼラ。本当にこの人は……。

「お前達、さっきから全然話が見えないのだぞ～。イレーナさんにも説明するのだ！」

「そう言われましても……面めん倒どうなので、詳くわしくはＷＥＢでお願いします」

「意味がわからないのだ！　うぇぶって何なのだ⁉」

　一人仲間はずれにされて憤ふん慨がいするイレーナを適当にあしらう。すると、

「失礼しま～す」

　がらりと救護室の扉とびらが開き、イセリアがひょっこり姿を現した。

「リア？　どうしたの？」

「やっふ～カイ。アリサちゃんが怪我したって一班に来てくれた救護要員の人から聞いてさ。本当なの？」

「う、うん……まぁ」

「うゎ……そんなにひどいんだ」

　包帯でしっかりとテーピングされたアリサの右足を見て表情を曇くもらせる。どうやら怪我人が出たという班は一班だったようだ。

「うぅ……ごめんねアリサちゃん、ボクのせいで……。お詫わびに舐なめて治療するよ、いやむしろペロペロさせて！　ふへへ……」

「や、やめろ！　よるなこの変態！」

　じゅるりと涎よだれを垂らすイセリアに心底嫌いやそうな顔をするアリサ。

　なるほど……あれじゃ一いつ緒しよに入浴するのを拒きよ否ひされるわけだ……。

「ま、冗じよう談だんはこのくらいにして……本当にごめんね。加減したつもりだったんだけど、どうも細かいコントロールは苦手でさ」

「受け身を取れなかった私の責任だ。気にするな」

「う～ん、そう言われてもなぁ……」

　アリサの気き丈じような返答に、イセリアは困ったように頭をかく。確かに、この怪我の具合を見れば気にするなという方が難しいだろう。

「一班にも怪我人出たんでしょ？　その人は大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ちょっとした事故だし、大事には至ってないよ。明日あしたの試合も大丈夫……なんだけど、アリサちゃんはちょっと無理だよね……」

「ええ。ですから明日の試合、そちらも一人減らしてくださる？」

「それはもちろん構わないんだけど……ボク以外の誰だれか一人だと、アリサちゃんとは到とう底てい釣つり合わないんだよねぇ～……」

　眉み間けんに皺しわを寄せながら、どうしたものかと思い悩なやむイセリア。が、しばらくすると何かひらめいたかのようにぱっと表情を明るくした。

「そうだ、こうしよう。明日の試合はボク一人で出るよ」

「一人……？　つまり、代表同士で試合するってこと？」

「違ちがう違う。ボクと君達で戦うってこと」

　その言葉にミラの表情がこわばる。ようするに、四対一で戦おうということだ。

「一班うちの四人とアリサちゃん一人でも釣り合い取れないんだけど……ボクが抜けたらそれこそ試合にならないだろうし、これが一番妥だ当とうな線じゃないかな。どう？」

「構いませんわ。それでいきましょう」

　イセリアの提案にいち早くミラが同意する。ジゼラとカリナも異論はないのか、止める様子はなかった。

「じゃあ、決まりだね。明日の試合、楽しみにしてるよ。アリサちゃん、お大事にね」

　それだけ言い残すと、イセリアは「訓練の続きがあるから」と救護室を後にする。

「……わたし達も訓練に戻もどりましょうか～」

「そうですわね。四人でイセリアとどう戦うか、対策を練る必要がありますわ」

　気合いの入った表情で言うミラに、戒とカリナも頷き返す。

　こうしてアリサの治ち療りようは一いつ旦たんイレーナに任せ、四人は第二訓練場に早足で引き返したのだった。







　その後、昼食を挟はさんで黙もく々もくと訓練を続け、午後五時に終しゆう了りよう。

　ジゼラは夕食の支し度たく、カリナはアリサの治療に向かったため、訓練場の片付けは戒とミラの二人で行うことになった。

「ねぇ、ミラ。一応、対策は立てたけど……ミラの目から見て、明日の勝率はどのくらいだと思うの？」

　訓練用の人型標的を両手で運びながら、戒はミラに問いかける。

　イセリアが強大な力を持っていることはアリサとの戦いで確認できたが、あの戦いだけでその実力を正確に把は握あくすることは出来なかった。

「……正直に言って、高くはありませんわ。せいぜい一割あるかないかというところでしょう」

「そんなに⁉」

　予想以上に厳しい展望に大きく目を見開く。

　いくら強いといえども相手は一人。てっきり五分五分くらいかと思っていた。

「四対一でも厳しいの？」

「ええ。実のところ、一班に限れば相手が一人でも五人でも大差ありませんわ。イセリアは高すぎる魔ま力りよくのせいか魔法のコントロールが不安定で、近くにいる味方を巻き込んでしまうことがありますから、試合ではいつも単独行動ですの」

「え？　それじゃあ、いつも一人で相手を全ぜん滅めつさせちゃうってこと？」

「そういうことですわ。もちろん、残りの四人がいないことでイセリア一人に集中出来るというメリットはありますが……戦力的にはほぼ同等ですわね」

「そうなんだ……」

　人型標的を元あった場所に戻し、一息つく。

　前期全勝という結果から考えても、ミラの言うことが誇こ張ちようや虚きよ偽ぎであるとは思えない。「確か、去年はイセリアの班に勝った班あったんだよね？　その班が使っていた戦術は使えないの？」

「無理ですわね。あの戦術は地属性の有能な魔術師が二人以上いて初めて可能なもの。それに、イセリアも対策は講じているでしょうし……同じ手は通用しませんわ」

　ぱっと思いついた提案も、すぐに否定されてしまう。どうあがいても分が悪すぎる勝負であることに変わりはないらしい。だとすれば……。

「あのさ……このままでいいの？」

「このまま……というと？」

「執しつ事じ長さんと約束したこと。万ばん全ぜんの状態じゃなくなったわけだし、今から事情を話せばきっとわかってくれるよ」

　戒がそう言うと、ミラは表情を硬かたくする。一度承しよう諾だくした条件とはいえ、こうして不測の事態が生じた以上、変へん更こうの余地はあるはずだ。

「難しいと思いますわ。ジルはああ見えて頑がん固こですから。今すぐ見せられる目に見えた成果があればそれで代用出来るかもしれませんが……今のところ、わたくしにはそれがない」

「けど、もし負けたらミラは退学になっちゃうんだよ⁉　それでいいの⁉」

　声を荒あらげて再考を求めるが、やはり無言。

　もちろん、ミラだって退学を望んでいるわけはない。それでも交こう渉しようしようとしないのは、交渉が成功する確率が限りなく低いからなのだろう。あるいは交渉することで、相手の心証が悪くなる可能性すらあるのかもしれない。

　貴族のお嬢じよう様さまではあるが、彼女が必要以上に見み栄えを張ったりしないことは知っている。なにしろ戒はここ数日、同じ部屋で生活を共にしたのだ。

　二人の間に重苦しい沈ちん黙もくが流れる。

　その時だった。

「……今のはどういうことだ？」

　突とつ然ぜん割り込んできた第三者の声に、二人は同時に振ふり向く。

　訓練場の出入り口に──松まつ葉ば杖づえをついたアリサの姿があった。

「アリサ……！　もしかして、今の話聞いて……」

「何の話だ！　説明しろ、カイ！」

　松葉杖をついているとは思えないようなスピードでこちらに詰つめ寄ってくるアリサ。

　どうしよう、と戒が視線で問うと、ミラはやれやれとばかりに首を振ってため息を漏もらした。これ以上は隠かくしきれないと判断したようだ。

「その……実はさ」

　任せる、というミラからのジェスチャーを受けて、戒は一通り事情を説明する。

　ちなみに、偽にせの恋こい人びと同士を演じていることについては省略した。

　あくまで合宿中だけの話であり、明日の試合が終われば解消される関係だ。合宿が始まってすぐの時点ならともかく、今いま更さら説明してもあまり意味がない。

「なぜだ……なぜ今まで黙だまっていた！」

　話を聞き終えたアリサが、食いつくような勢いでミラに尋たずねる。

「……これはわたくし個人の問題ですわ。それに、事情を話せば皆みんなに余計なプレッシャーを与あたえてしまう。それは得策ではありませんわ。ただでさえ勝ち目が薄うすいというのに」

「そうかもしれないが……しかし……」

　一瞬、反論しかけたアリサだったが、すぐに口をつぐむ。ミラの考えは正しいと判断したのだろう。

「……くそっ！　なぜ……なぜ私はこんな時に……！」

　左手を固く握にぎりしめ、悪態を地面に叩たたきつけるアリサ。その表情には怪け我がをした自分に対する怒いかりと後こう悔かいがありありと出ていた。

「アリサ……」

　なんと声をかけていいかわからず、戒は助けを求めるようにミラを見る。だが、ミラはそれに応こたえず、ただ黙ってアリサを見つめていた。

　そんな時、

「やっふ～♪　カイがここにいるって聞いて来た……んだけど……もしかしてお取り込み中？」

　完全に場違いのテンションで訓練場に入ってきたイセリアが気まずそうに頰ほおをかく。

　別に狙ねらってやったわけではないのだろうが、おかげで訓練場内の空気が少しだけ軽くなったような気がした。

「何か用ですの？」

「あ～、うん。ちょっとカイと二人で話せたらな～って思ったんだけど、無理なら後でもいいよ」

「わたくしは別に構いませんわ。アリサも特に用はないでしょう？」

「あ、ああ……。今は特に」

「……というわけだから、僕は大丈夫だよ。別の場所で話そう」

　また男子風ぶ呂ろに連れて行かれてはたまらないので、今度はこちらから先に歩き出す。

　話というのは恐おそらく移い籍せきの件だろう。はっきり断って、明日の試合に集中しよう。

「ごめん、ちょっとだけ借りていくね。ごゆっくり～」

　イセリアの明るい声を背中越ごしに聞きながら、訓練場を出てベンチとテーブルのある休きゆう憩けいスペースへ移動する。訓練の合間に休憩や食事をとる際に利用されている場所だ。

「話って移籍の件？　それなら、悪いけどお断りするよ。僕はもう二四班の一員だ。二四班の仲間と一いつ緒しよに、一班きみたちを倒たおす」

　ベンチに腰こし掛かけて早々、戒は先に話を切り出す。自分でもせっかちだとは思うが、なんだかんだここまで返事があやふやになってしまっていたので、なるべく早くしておきたかった。

「そっか～残念。ま、君はなんとなくそう言うと思ってたけどね」

　そう言って、軽く肩かたをすくめるイセリア。口では残念と言っているが、それほど残念そうでもない。負け惜おしみでもなんでもなく、本当に予想通りだったのだろう。

「これで話は終わり？」

「いやいや、もう一つあるよ。この前の試合のことなんだけど……ボク、どうも腑ふに落ちないんだよね」

「この前の試合って……二班との試合のこと？」

「そう。あの試合でクラウディオが使ってた魔法具アーテイフアクト……あれ、いつどこで手に入れたのかなぁ？」

「〝狂気の庭園マツドガーデン〟……だったっけ？」

　使用者の周囲にいる人間の魔力の流れを乱すという危険な魔法具アーテイフアクト。その使用が発覚したことでクラウディオは停学処分となり、魔法具アーテイフアクト自体も没ぼつ収しゆうされた。

「この前も言ったけど、あれを使われたらボクもちょっと危なかった。けど、前期の一班うちとの試合であいつはあれを使ってこなかったんだよね。となると、手に入れたのは少なくとも一班うちと試合をした後ってことになる」

「それがどうかしたの？」

「妙みようだと思わない？　あんなのが手に入ったら、ボクなら上位の班相手にとっておく。あんなの使わなくたって、全敗中の君達に負けるはずがないと思うのが普ふ通つうだからね。にもかかわらず、クラウディオは君達との試合で使う準備をしていた」

「……言われてみれば……」

　散々な言われようだが、確かにその通りだった。彼の傲ごう慢まんな性格を考えると、万が一の場合に備えて用意していたとも考えにくい。

「それにさ、ああいう人体に強い悪あく影えい響きようを与える魔法具アーテイフアクトって、正規のルートじゃ手に入らないじゃない。闇やみのルートを使わないと入手は不可能だよ」

「へぇ……。でも、クラウディオの家って確か魔術の名門なんでしょ？　その闇ルートっていうのも使えるんじゃ？」

「確かに。でも、ゼファー家が入手を許可するとは思えないんだよね。もし使用がバレたら家の体面に傷をつけることになる。実際、今回はそうなっちゃったわけ。たかだか士官学校内の対たい抗こう戦のために、魔術の名門がそんなリスクを冒おかすかな？」

「……つまり、あの魔法具アーテイフアクトはクラウディオが独断で入手したってこと？」

「あるいは……誰だれかから供きよう与よされたか」

　イセリアがどこか楽しそうに口の端はしを吊つり上げる。

「誰かって……誰？」

「さぁ？　でも、その誰かさんは知ってたんじゃないかな。二四班に加入した未知の戦力が危険な存在かもしれないってことを。そしてそれをクラウディオに伝えた上で、あの魔法具アーテイフアクトを供与した。……ま、何の根こん拠きよもないボクの勝手な推測なんだけどね」

　スラスラと語られた一連の推論に、戒はしばし顎あごに手を当てて考え込む。

　二四班に加入した未知の戦力とは、すなわち自分のことに他ほかならない。

　もし、彼女の仮説が正しいとしたら。

　あの魔法具アーテイフアクトは、僕を試ためすために用意された……？

「君にとっては不ふ愉ゆ快かいな話だろうね。でも、ボクはその誰かさんに感謝してるんだ。おかげで面おも白しろいものが見れたから」

　話はこれで終わり、とでも言うように、おもむろにベンチから立ち上がるイセリア。

　そして、戒に背を向けて数歩進んだところで、何かを思い出したかのように振り返り、

「明日あしたの試合、期待してるよ。ボクをがっかりさせないでね……カイ」

　ぞっとするような暗い微笑ほほえみを浮うかべながら、そう告げたのだった。







　静かな室内に、時計の秒針の音だけが規則正しく刻まれる。

　時刻は午後九時三〇分。夕食も入浴も済ませ、後は寝ねるだけの状態だ。もっとも、合宿所で定められた就しゆう寝しん時刻は午後一一時のため、この時間に寝ている者は少ないだろう。

　入浴から帰ってきたミラは、もうかれこれ三〇分ほど無言。ベッドに腰掛け、じっと何かを考え込んでいる。

　合宿が始まって以降、この時間帯は剣けんや魔法について話している（というより、戒がそれらについてミラからレクチャーを受ける）ことが多かったのだが、昼間のこともあって今日は気軽に話せるような雰ふん囲い気きではなかった。

（う～ん……どうしよう……）

　ミラが寝ようとしてくれれば戒もそれに合わせるのだが、今のところそんな様子はない。就寝時刻までこの静せい寂じやくの中で過ごすことは出来れば避さけたいところだ。

「あ、あのさ……お茶でも淹いれようか？」

　ちらりと横目でミラを見ながら、意を決して尋ねる。ごく普通の言葉を発するだけでも、長い沈ちん黙もくの中ではなかなか勇気のいることだった。

「……ええ。では、お願い致いたしますわ」

　答えが返ってきたことに内心ほっとしながら「了りよう解かい」と応じ、部屋の隅すみにある小さな調理場へ。用意された調理器具や広さの面からきちんとした料理は出来ないものの、お茶を淹れるくらいなら十分に可能だ。

（水のままでいいよね……外は暑いし）

　茶葉の準備してから、水の入ったポットを手に取る。この世界にはコンロが存在しないため、お湯を沸わかすのもちょっとした手間なのだ。

　まぁ、アリサの魔法を使えばものの数秒なんだけどね……。

　そんな風に、戒がとりとめもないことを考えていたその時、

「えっ……⁉」

　突とつ然ぜん、部屋全体が暗くら闇やみに包まれた。

　思わずポットから水をこぼしそうになり、慌あわてて空いていた左手で支える。

「停電……って、電気通ってないよね。ランプの火が消えちゃったのかな？　ミラ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　念のため暗闇に向かって呼びかけてみるも、返答はなし。仕方なく、戒は記き憶おくを頼たよりに自分のベッドに向かう。窓のカーテンを開ければ少しは明るくなるだろう。

「うんと……あったあった」

　両手を前に出しながらフラフラ歩き回り、自分のベッドを発見。すぐに靴くつを脱ぬいで上がり、枕まくら側の壁かべにある窓のカーテンを開ける。

　青白い月の光が部屋に流れ込み、戒は一いつ瞬しゆん、湖の中に吸い込まれたような錯さつ覚かくを覚えた。

「ひとまずこれでよし、と。あとはアリサに頼たのんでランプの火を──」

　アリサを呼びに行こうと振ふり返り、そこで言葉が止まる。

　まず最初に目に入ってきたのは、床ゆかに脱ぎ散らかされた衣服だった。女子用制服のブレザーとスカート。すぐ近くにはブラウスとリボンもある。状じよう況きようから考えるに、女子生徒の誰かがここで着き替がえていると考えるのが妥だ当とうだろう。

　でも、それはおかしい。ここには今、男子である自分がいる。おまけに、この部屋にいる女子生徒は──

「カイ……」

　名前を呼ばれ、ほとんど無意識に顔を上げる。

　ミラのブルーの瞳ひとみが、真まっ直すぐにこちらを見つめていた。




「わたくしを、抱だいて下さらない……？」




　暗闇の中。窓から差し込む幻げん想そう的な月明かりが、彼女の姿を白く浮かび上がらせる。

　羞しゆう恥ちゆえか、ほんのり桜色に染まった肌はだ。緩ゆるやかなカーブを描えがく程ほどよい大きさの胸。きゅっとくびれた腰こしからすらりと床に伸のびる脚あし。

　均整の取れた、ほとんど奇き跡せきのような美しさを持つその肢し体たいから、戒はいけないと思いつつも目が離はなせなかった。

「だ、抱いてって……どういう意味さ？」

「それを……わたくしの口から言わせるつもりですの？」

　ミラの頰ほおがさらに赤みを増す。ようするに、そういうことなのだろう。

　ランプの火も偶ぐう然ぜん消えたわけではなく、彼女が魔法で意図的に消したのだ。

「な、なんで急にこんな、だって……」

「わたくしのせいなのですわ。わたくしがあなたに恋こい人びと役を頼んだせいで、アリサはあんな無茶を……。これでもし、明日の試合に敗れるようなことがあれば、あの子は一生自分を責め続けるでしょう。自分が怪け我がをしたせいでわたくしが退学になったと。そうさせないためには、あの子の不在を補うだけの力が必要……後はわかるでしょう？」

　混乱する戒とは対照的に、ミラは淡たん々たんと理由を説明する。

　以前のように我を忘れたわけでもなければ、自じ暴ぼう自じ棄きになっているわけでもない。彼女はとても冷静だった。

　実際、言っていることは概おおむね納なつ得とくできる。恋人役と怪我の間にどんな因果関係があるのかは不明だが、アリサの性格を考えれば、ミラの言うような事態が起こる可能性は極きわめて高い。もちろん、だからといってこのまま「はいどうぞ」と契ちぎりを結ぶわけにはいかないのだが。

「ミ、ミラ……待って」

　足音一つ立てず静かに近寄ってくるミラに対し、とっさに言葉を紡つむぐ。

　しかし、彼女は止まらない。

「わたくしが相手では、嫌いやですの？」

　身を乗り出すようにして、ミラが顔を近付けてくる。互たがいの視線が至近距きよ離りで絡からみ合う。

　彼女の潤うるんだ蒼あおい瞳の奥には、なにがしかの強い感情が揺ゆらめいていた。

「そんな言い方──」

　卑ひ怯きようだよ、と言いかけて。しかし、その先は続かない。

　両りよう肩かたを摑つかまれたかと思うと、戒は半ば強ごう引いんにベッドに押し倒たおされていた。

「もし、わたくしのことが嫌きらいでないのなら……ここで抱いて下さいまし。もし望むのなら、そのままあなたのものになっても構いませんわ」

「っ……⁉」

　その言葉に、啞あ然ぜんとして目を見開く。

　彼女の口からそんな言葉が出てくるなんて、夢にも思わなかった。

「ミラ……自分が何を言ってるのか、わかってるの……？」

「わかっておりますわ。ですが、わたくしがあの子の代わりを果たすにはこれしかない。これ以外に……他に方法があって？」

「それは……」

　わからない。けど……。

（やっぱり、これが正しいとは思えないよ……）

　そしてきっと、ミラもそう思っているはずだ。正しくないとわかっていて、しかし他に方法が思い浮かばず、やむにやまれず今に至っている。でも、そんな考え方で明るい未来が待っているとは思えない。

（なら……僕はどうするべきなんだ？）

　ただ単に正しくないというだけでは足りない。

　それなら、考えろ。すぐに思い浮かばないなら模も索さくしろ。

　彼女が進むべき正しい道を示してみせろ、中なか山やま戒！

「ミラ……一つだけ聞かせて」

　両肩を摑む彼女の腕うでにそっと触ふれながら、戒は静かに問いかける。

「どうして、ミラはそこまでアリサのことを気にかけるの？」

　ミラの動きがピタリと止まった。瞳の奥にある感情の炎ほのおが大きく揺らぐ。

　彼女がここまでするのは自分のためではない。アリサのためだ。それは先程の言葉ではっきりしている。

　だが、わからない。なぜ、ミラはアリサのためにそこまで……？

「去年から同じ班で大切な仲間だってことはわかるけど、それだけじゃないよね。君の言葉からはそれ以上の何かを感じる」

　何かを言おうと口を開きかけて止めるミラ。戒はさらに言葉を続ける。

「前に士官学校に入った理由を聞いたことがあったよね。あの時、ミラは話したくないって言ってたけど……もしかして、アリサと何か関係があるんじゃないの？　だとしたら、話して欲しい。それを知らないままでは……僕は君に協力出来ないよ」

　そこでようやく言葉を止め、じっと返答を待つ。

　長い、長い沈黙が続いた。

　その間にどのような感情が彼女の中を駆かけ巡めぐったのか、それを知る術すべはない。戒に出来ることは、ただじっと待つことだけだった。

「……わたくしの……」

　やがて、ミラの口から答えが紡がれる。

「わたくしの本当の名前は……ミラ＝マーシュといいますの」

「マーシュ……？　それって、確かアリサの……」

　戒の呟つぶやきにミラは「ええ」と頷うなずき、




「わたくしは……アリサの双ふた子ごの姉ですわ」




　どこか寂さみしげな微び笑しようを浮かべながら、震ふるえる声でそう言った。

「ミラが……アリサのお姉さん……？　でも、アリサはお姉さんがいるなんて一言も……」

「無理もありませんわ。わたくしは生まれて一年も経たたずに養子に出されましたから。わたくし自身、妹がいると知ったのはついこの間、ほんの三年ほど前のことです」

「じゃあ、ミラはアリサが士官学校にいると知って、それでここに入ったの？」

　戒の質問にミラが頷く。自分に妹がいると知り、その妹に会うために両親の反対を押し切って入学したということだろう。

「でも、なんで養子なんかに……」

「わかりませんの？　わたくしとアリサは双子でありながら似ていませんわ。顔の造りはおろか、瞳や髪かみの色まで違ちがう」

「……え？　もしかして、それが理由なの？」

「ええ。親しん戚せき一同は両親と瞳の色も髪の色も違うわたくしを見て、呪のろわれた子だ、何かの凶きよう兆ちようだと陰かげで噂うわさしていたとか」

「そ、それは違うよ！」

　とんでもない言いがかりに、思わず声が上うわ擦ずる。

「双子には一いち卵らん性せいと二卵性っていうのがあって、二卵性の場合は普ふ通つうの兄弟姉し妹まいと同じくらいの差異が出るんだ。瞳や髪の色だって、双子の片方だけが隔かく世せい遺伝すれば別々になることも十分考えられる。珍めずらしいケースではあるけど、何もおかしなことはないんだよ！」

「そう……なんですの？」

「そうだよ。そんな理り不ふ尽じんな理由で養子に出されたなんて……！」

　この世界には生物学的な知識が不足しているのかもしれないが、それでも勝手な憶おく測そくでミラを誹ひ謗ぼう中傷した親戚とやらには怒いかりを覚えてしまう。

　そして同時に、アリサの両親がマーシュ家と縁えんを切ったことにも納得した。

　きっと二人は、愛する娘むすめの一人と無理矢理引き離されたのだ。許せないと思うのも当然のことだろう。

「でも、それならどうしてアリサに自分が姉だって明かさないの？　お姉さんがいるって知ったら、きっと喜ぶのに」

「……いきさつはどうあれ、わたくしはもうベロワ家の人間ですわ。マーシュ家に戻もどる気はありません。それは、わたくしを育てて下さった両親への裏切りになりますから。それに……もし明かせば、きっと別れが辛つらくなりますわ」

「別れ……？」

「同じ時、同じ場所に生まれても、既すでにわたくし達は置かれた立場が違う。あの子は卒業後軍人になるでしょうが、わたくしは実家に戻り、結けつ婚こんして家の繁はん栄えいに尽つくす。士官学校を卒業すれば、わたくし達の人生が交わることはもうないでしょう。ですから……このまま知らないでいる方が、きっとお互いのためなのですわ」

「そんな……」

　ミラのあまりに悲しい決意に言葉を失う。

　そんなことはないと、そう言ってあげたい。だが、戒にはその気持ちが痛いほどによくわかった。

　いつか、別れの時が来る。それを知っているからこそ、言えないことや伝えられないこともある。

「わたくしは、与あたえられたこの三年間を失いたくない。あの子と共に過ごすことの出来る、最初で最後の交わりであるこの時間を。だから……」

　彼女の言いたいことはわかる。わかってしまう。

　それが正しいのかどうかはわからない。本来なら、他人が安易に口を挟はさむようなことではないのかもしれない。

　でも、

「だから、自分を犠ぎ牲せいにしてでもそれを守るの？　それでアリサは本当に喜ぶの？」

　それでも、僕は否定する。

「っ……それ、は……」

「わかってるはずだよ。アリサはそんなこと望まない。それに、もし仮に自分を犠牲にして卒業までの時間を守ったとしても、その時間は多分とても空くう虚きよなものになってしまう。それでいいの？」

　身体からだの内から溢あふれ出る感情を吐はき出すように、一気にまくし立てる。

　嫌だった。ミラが望まない形で自分を犠牲にする姿なんて見たくない。

　たとえそれが、この世でたった一人の妹のためであったとしても。

　──ポタ……

　その時。

　戒の頰ほおに、小さく温かな滴しずくが一ひと粒つぶ、こぼれ落ちた。

「ミラ……」

「あなたには……あなたにはわかりませんわ……」

　ミラの瞳ひとみから次々と涙なみだが溢れる。

「あの子はわたくしと違い今までも、そしてこれからも多くの苦労を背負うことになる。だからせめて、一いつ緒しよにいられる間だけでも力になろうと……でも、あの子はわたくしの力など必要としないほど大きな力を持っていて、わたくしは無力で、けれどわたくしはあの子の姉で、だから……」

　思考がうまくまとまらないのか、彼女の口から断だん片ぺん的な言葉ばかりが漏もれる。だが、戒にはそれで十分だった。

　双子でありながら、自分だけが苦労なく生きてきたことに対する罪悪感。姉でありながら、妹より魔ま力りよくが少ないという劣れつ等とう感。それ以外にもきっと、多くの複雑な感情を抱いだいてきたはずだ。それらの感情を消化するのは、決して楽なことではなかっただろう。

　それでも、ミラはアリサの傍そばを離はなれなかった。たとえクラウディオに脅おどされようと、ずっと近くでアリサを支え続けてきた。

（ああ……そうなんだ）

　今、この瞬しゆん間かんに確信した。

　ミラは本当に──アリサのお姉さんなんだ。

「……ほんの少しだけなら、わかるよ」

「え……？」

「僕には魔力がないから。力になれない歯がゆい気持ち、少しだけわかるよ」

　その言葉に、ミラは赤く腫はらした両目を何度もパチクリさせる。驚おどろきのあまり、涙も止まってしまったようだった。

　アリサ……せっかく秘密にしてくれていたのに、ごめん。

　でも、話すタイミングは今しかないと、今必要だと、そう思ったんだ。

「今まで黙だまっていてごめん。皆みんなの士気を下げないようにと思って隠かくしていたんだけど……そんなの、言い訳にもならないよね。本当に……ごめん」

「で、ですが、二班との試合ではあなたがクリスタルを……あれも噓うそでしたの？」

「それは噓じゃないよ。ただ、どうしてあんなことが出来たのか……自分でもよくわからないんだ」

　そう。あれ以来、あの不思議な力を使えたことはない。剣けん術じゆつの腕うでだけは順調にレベルアップしているが、それ以外は相変わらず無力なままだ。

「魔力がないことを……いつ知りましたの？」

「二四班に入った日。教官から検査の結果を聞かされてさ」

「で、では、あなたは魔法が使えないことを知りながら二班との試合に出場し、今度は一班と戦おうと言うんですの⁉」

「まぁ……そうなるのかな」

「無む謀ぼう過ぎますわ！　それに明日あしたの試合は練習試合。たとえ勝ったとしても、あなたには何の利益も──」

「でも、負けたらミラがいなくなっちゃう」

　すぐ目の前にあるミラの瞳が大きく見開かれる。驚きというより、どこか戸と惑まどっているような印象だった。

「わたくしのために戦う義理が……あなたにあって？」

「僕は君に退学になって欲しくない。だから戦う。それだけじゃダメ？」

「……わかりませんわ。あなたが戦うのは元の世界に帰るためのはず。それなのに、なぜわたくしのために戦えると？」

　こちらの真意を探さぐるようなミラの視線に、戒は思わず目を泳がせる。

　どうしよう……そういえば、あんまり意識して考えたことなかった……。

「えっと……あえて言えば、感謝、なのかなぁ……？」

「感謝？」

「うん。この世界に来てから、ミラは僕に色々なことを教えてくれた。剣のことや魔法のこと、それ以外にも色々。だから、今度は僕が君の力になりたいって思うんだ。少しでも、君の優やさしさに報むくいたいって」

「……それは、あなたが『英えい雄ゆう』だからこそ、かもしれませんわよ？」

　そう言って、人を惑まどわすような妖あやしい笑えみを浮うかべるミラ。が、

「いや、違うよ」

　戒は迷わず即そく答とうした。

「なぜ、そんな風に……」

「だって、僕は何度もミラと剣を合わせた。君の剣はとても実直で誠実だ。どんな風に言葉で繕つくろっても、剣は噓をつけないよ」

　ミラの腕を摑つかむ戒の手に力がこもる。その手から伝わる温ぬくもりに、ミラは何か言いようのない胸の高鳴りを感じた。

「今ここで君と契ちぎりを結ぶことはしない。それはきっと、君の優しさを踏ふみにじる行こう為いだと思うから。その代わり、アリサの不在を少しでも埋うめるために、僕は全力で戦う。それじゃ……ダメかな？」

　そう言いながら、言葉とは裏腹にどこか頼たよりない笑みを作る戒。すると、

「……まったく。そんな情けない顔では、ムードも何もあったものではありませんわね」

　ミラは上半身を起こし、肩かたをすくめて呆あきれ顔をした。

「大体、魔法も使えないというのにどうやってアリサの穴を埋めるというんですの？　剣だけで一班と戦おうなど……無謀なおバカさんの発想ですわ」

「何もそこまで言わなくても……」

　身も蓋ふたもないその言い草に、さすがに少し凹へこんでしまう。

　まぁ、概おおむね事実だから反論出来ないんだけど……。

「……ですが」

　そう思った直後。ちゅっと、鼻の頭に柔やわらかい感かん触しよくを覚える。

　それがミラの唇くちびるだと自覚したのは、彼女が顔を離して、ふっと優しい微笑ほほえみを浮かべた後のことだった。

「そういうおバカさんは……嫌きらいではありませんわよ」







　窓の外に、数え切れない数の光が戯たわむれているのが見える。

　光の正体はトワライトと呼ばれる虫だ。彼らは一生のほとんどを土の中で過ごし、暑くなるこの時期に成虫となって外に出る。そして、ああして自分の存在をアピールしながら運命の相手を探し、土の中に子供を産み落とすと、やがて死に至る。

　外で生きる期間はほんの二、三週間。そのため、トワライトは熱く激しく燃え上がる恋こいの象しよう徴ちようとして、これまで多くの詩人や作家の作品に登場してきた。

　そのトワライトが描えがき出す、この時期特有の幻げん想そう的な光景を廊ろう下かの窓から見つめながら、ミラは一つため息を漏らす。時刻は既に零れい時じを回っており、本来ならばとっくに眠ねむっていなければならない時間だ。

（一体、どうしたというんですの……？）

　胸の辺りに手を置いて、再びため息をつく。明日の試合のためにも休養を取らなければいけないというのに、どういうわけか眠れない。同じ部屋に彼がいるというだけで、胸の高鳴りを抑おさえきれないのだ。

（昨日までは、こんなことはありませんでしたのに……）

　暗闇の中とはいえ、裸を間近で見られた恥はずかしさ、というのも少なからずある。

　だが、それだけではない。この動どう悸きの激しさと、胸の奥底から湧わき上がる未知の高こう揚よう感は、それだけでは説明出来ない。

「これが……恋というものなんですの？」

「何の話だ？」

「ひィっ……⁉」

　いきなり背後から声をかけられ、ミラは裏返った悲鳴を上げる。慌あわてて振ふり返ると、寝ね間ま着き姿で松まつ葉ば杖づえをついたアリサが、怪け訝げんな顔でこちらをじっと見つめていた。

「恋がどうかしたのか？」

「なななななんでもありませんわ！　そ、それよりこんな時間にどうしましたの？　もうとっくに就しゆう寝しん時刻は過ぎておりますわよ」
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「それを言うならお前も同じだろう」

「それは……まぁ、そうですわね……」

　返す言葉が見つからず、誤魔化すように頰ほおをかく。アリサはますます不可解そうな顔をしたが、やがて「まぁいい」と嘆たん息そくした。

「ここにいてくれて、私としては好都合だ。ちょうど会いに行こうと思っていたところだからな」

「こんな時間に……わたくしに？」

　啞あ然ぜんとしながら尋たずねるミラに、アリサはこくりと頷うなずく。そして、体重を左手の松葉杖に預けながら、右手に持った松葉杖を廊下の向こうに向けた。

「外に出よう。少し、話がある」







　第五章　共に歩む未来のために







　合宿最終日の朝。戒かいが目を覚ますと、ベッドの上にミラの姿はなかった。

「もう起きたの……？　気合い入ってるなぁ……」

　両目をこすって頭から眠ねむ気けを追い出しながら、ベッドから身を起こす。そして、制服に着き替がえるべく寝間着に手をかけたところで、

「カ、カイ先せん輩ぱい、ミラ先輩。起きて、ますか……？」

　控ひかえめなノック音と共に、扉とびらの向こうからカリナの声が聞こえてきた。着替えを取りやめ、寝間着のまま扉を開ける。

「おはよう、カリナ。僕もミラも起きてるよ」

「お、おはよう、ございます。あ、あの……アリサ先輩、見ませんでした、か？」

「アリサ……？　いや、見てないけど。何かあったの？」

　頭の寝ね癖ぐせを手で直しながらそう尋ねる。せめて鏡くらい見てから出れば良かった。

「それが……いないん、です。朝から、どこにも……」

「いないって……先に朝食に行ってるんじゃ？」

　真っ先に思いついた可能性を尋ねてみるが、カリナはふるふると首を振る。

「食堂には……いません、でした。調理師の人達も、見てない、そうです……」

「そうなの？　……ちょっと待って。ミラは？　食堂にいた？」

「？　いえ、いません、でした……」

　どうしてそんなことを聞くのか、という顔で首を傾かしげるカリナ。が、すぐにはっとする。

「も、もしかして、ミラ先輩、も……⁉」

「いない。手分けして捜さがそう。ジゼラ先輩は？」

「宿しゆく泊はく棟とうの中を、捜して、ます」

「じゃあ、カリナは中央棟を。僕は外を捜すよ」

「わかり、ました……！」

　中央棟に向かうカリナの背中を見送った後、戒は急いで制服に着替えて階段を下りる。

　玄げん関かんから外に出ると、目が眩くらむほど強い日差しが頭上から降り注いだ。まだ午前中だというのに、今日も暑くなりそうだ。

　それから捜そう索さくを続けること約三〇分。中央棟及および宿泊棟の付近を捜してみたが、二人の姿は一向に見つからない。戒はタラタラと顎あごを伝う汗あせを制服の袖そでで拭ぬぐい、思わず天を仰あおぐ。

「ああもう……こんな時にどこ行っちゃったんだよ……」

　悪態とも弱音とも取れる台詞せりふを呟つぶやいた後、一度捜索を中断して第一訓練場に向かう。

　試合開始までもうあまり時間がない。一班は既すでに訓練場に到とう着ちやくしているだろうし、ここはイセリアに頭を下げて開始時間を遅おくらせてもらうしかないだろう。

「あり？　やっふ～カイ」

　駆かけ足で到着し、息を整えてから訓練場に入ると、中には予想通りイセリアがいた。

　どういうわけか他のメンバーの姿は見えなかったが、一班のリーダーは彼女だ。彼女の承しよう諾だくさえ取れれば問題ないはず。

「入れ違ちがいになっちゃったかな？　今、他の皆みんなが君を呼びに──」

「ごめん、話は後で。実は、試合開始の時間を少し遅おそくして欲しいんだ。アリサとミラが朝から見当たらなくて……。もしよかったら、捜すのに協力してくれないかな？」

「え？　いや～……その必要はないんじゃないかな～……」

「そりゃ、何かの事件に巻き込まれた可能性なんて高くないとは思うけど、万が一って事もあるし……」

「いやいや、そうじゃなくてさ……」

　イセリアは苦笑いを浮うかべながら訓練場の中央を指さす。

　そこには──寝間着のまま、折り重なるようにして爆ばく睡すいするアリサとミラの姿があった。

「……な、なんでこんなとこで……？」

　気持ちよさそうな二人の寝顔を見て、ふにゃふにゃと全身の力が抜ぬける。

　汗あせ水みず垂らして捜した僕の苦労は一体何だったんだ……。まぁ、危険なことに巻き込まれたわけじゃなくてほっとしたけどさ……。

「さぁ～？　扉を開けようとしたらどういうわけか鍵かぎが壊こわれてて、泥どろ棒ぼうかなと思って中に入ったらこの状態でさ。ボクもどうしようかな～と思ってたとこ」

「そりゃ、こんなの見たら対応に困るよね……」

「そうなんだよ。この機に襲おそってしまっていいものかどうか悩なやんでさ。三人で組んず解ほぐれつ、あんなことやこんなことを……ぐへへ……」

「アリサ、ミラ、起きて！　ここは危険だよ～！」







　結局、試合は一時間遅れで始まることになった。

「なんで二人ともあんなとこで寝てたのさ……皆、心配して捜したんだよ？」

「す、すまん……きちんと部屋に帰るつもりだったのだが、疲つかれてしまって……」

「面めん目ぼくありませんわ……」

「まぁ、何もなくて安心したけれど～」

「よかった、です……」

　戒に苦言を呈ていされ落ち込む二人を、ジゼラとカリナが慰なぐさめる。

　試合開始まで残り一〇分。強化制服に着替え、装備を調ととのえたアリサを除く四人は、控え室で試合に向けて最後の確かく認にんを行っていた。

「作戦は全員、頭に入っていますわね？」

　ミラの言葉に戒、ジゼラ、カリナの三人が頷き返す。

「イセリアの魔ま法ほうは強化制服の防ぼう御ぎよ結界では防ぎきれませんわ。直ちよく撃げきすれば確実に感電して戦せん闘とう不能になる。なんとか直撃だけは避さけなさい」

「了りよう解かい。ねぇ、作戦が失敗した場合は散開して各自対応ってことだったけど……そんな適当でいいの？」

「わたくし達がイセリアに勝つためには奇き襲しゆうしかありませんわ。逆に言えば、奇襲が失敗すればほとんど勝ち目はない」

「つまり、作戦が失敗したらもうお手上げってことか……」

「そういうことですわね」

　その答えを聞いたジゼラとカリナの表情が硬かたくなる。二人にはミラの事情について話していないが、練習試合でもほどよい緊きん張ちよう感を持ってくれているらしい。もし気楽な様子であれば事情を話すことも考えたが、これなら大だい丈じよう夫ぶそうだ。

「では、そろそろ移動しましょう」

　一足先にミラが出入り口に向かい、戒達三人もすぐにその後を追う。と、

「皆……すまない」

　一人ベンチに座ったままのアリサが、消え入るような声でそう呟いた。

「アリサ……」

　思わず立ち止まり、振ふり返る。アリサは可動域を確かめるかのように、右足首をゆっくりと左右に動かしていた。

　昨日に比べれば腫はれは引いているが、かといって完治にはほど遠い。まだ試合に出場出来るような状態ではないはずだ。

「アリサちゃん、無理はダメよ～」

「今日は、お休み……です」

　アリサの気持ちを察した二人がすかさず釘くぎを刺さす。

「しかし、近接戦闘は無理でも魔法での遠えん距きよ離り攻こう撃げきに徹てつすれば……」

「あなたの性格上、それが出来るとは思えませんわね。今無理をして悪化させれば、後期の開幕戦に間に合わなくなりますわよ？」

　冷静なミラの指し摘てきに、アリサは口をつぐむ。言われなくてもそんなことはわかっているはずだが、彼女の強い責任感が大事な試合に休む自分を許さないのだろう。

「……信じなさい、アリサ」

「え……？」

「わたくしと、そしてここにいる仲間を信じなさい。今、あなたがすべきことはそれだけですわ」

　はっとしたように俯うつむけていた顔を上げ、視線をこちらに向けるアリサ。その視線に、戒はしっかりと頷うなずいて応こたえた。ジゼラやカリナも同じように頷き返す。

「……そうだな。こんな状態の私が入っても、足を引っ張るだけだ。今日は皆を信じて応おう援えんすることにする」

「その通りですわ。役立たずのアリサは指をくわえてわたくしの勇姿を見ていなさい」

「なんだと……」

「まぁまぁ、もう試合始まるから！　ね？」

　いつも通りの言い争いが始まりそうだったので、慌あわてて二人の間に入る。

　以前まではなぜミラがそんなことを言うのかわからなかったが、今ならわかる。これは彼女なりの照れ隠かくしだ。

「さぁ、行きますわよ」

　まだ文句を言いたそうなアリサをスルーして、控ひかえ室を後にするミラ。

　戒は「行ってくるね」と小さく手を振ると、すぐミラの隣となりに並んだ。

「ねぇ、ミラ」

「何ですの？」

「さっきのミラ……すごくお姉さんっぽかったよ」

　ジゼラやカリナに聞こえないよう、小声でそう告げる。すると、

「なっ……なななにを言っておりますの⁉　わ、わたくしは別に……そんなことより試合に集中なさい！」

　ミラは急に顔を真っ赤にして、スタスタと先に行ってしまった。本当はまんざらでもないはずだが、そこで素す直なおに嬉うれしいと言えないところがなんとも彼女らしい。

「やっぱり、姉し妹まいだなぁ……」

　先を行くミラの背中を見つめながら、戒はどこか嬉しそうにそう呟いた。







「それじゃあ、時間だし始めよっか。準備オーケー？」

「うん。けど、試合始める前に窓全部閉めない？　日光がきつくて……」

「いいよ。この時期は暑いもんね～」

　イセリアの指示に従い、一班の他のメンバーが第一訓練場の窓を全すべて閉める。

　屋外にある闘技場コロシアムと異なり天てん井じように大型の照明器具が設置されているため、窓を閉めていても十分な明るさを確保出来るのだ。

「試合のルールは公式戦に準じゆん拠きよ。ボクが攻こう撃げきで君達が守備。これで間ま違ちがいない？」

「ええ。では、五分後に開始しましょう。開始の合図は一班に任せますわ」

「わかった。健けん闘とうを期待してるよ♪」

　余よ裕ゆうたっぷりの口調でそう言って、スキップしながら自分の陣じん地ちに向かうイセリア。負ける可能性など微み塵じんも考えていない態度だった。

「ちょっと一ひと泡あわ吹ふかせたくなるね」

「もちろん、そのつもりですわ」

　戒の言葉に、ミラは不ふ愉ゆ快かいそうに腕うでを組んで同意する。

　四人は防衛対象であるクリスタルの前に集まると、最後の準備を終えた。

「それでは……始めっ！」

　開始の合図と共に戒とミラが走り出し、ジゼラとカリナはその後に続く。

　本来、防御側はあまりクリスタルから離はなれるべきではないのだが、今回は相手が一人。側面からこっそり回り込まれてクリスタルを破は壊かいされる心配はない。ようするに、四人で作る防衛網もうを突とつ破ぱされなければ良いのだ。

　学校にある訓練場より広いとはいえ、闘技場コロシアムよりは手て狭ぜまのため、すぐ中間地点に到とう着ちやくする。障害物兼けん防ぼう御ぎよ壁へきである柱の数も少ないため、魔法攻撃にはいつも以上に注意が必要だ。

「おっ……熱ねつ烈れつ歓かん迎げいだね～」

　ほぼ同時に中間地点に到達したイセリアが、ツインテールを風になびかせながら迫せまってくる。戒とミラは剣けんを抜き、躊ちゆう躇ちよなく接近戦を挑いどんだ。

　瞬しゆん時じに二本の長剣を引き抜いたイセリアが、二人の剣を受け止める。戒とミラは互たがいに視線を交かわし、左右から同時に攻せめ立てた。

　刃やいばの交わる甲かん高だかい金属音が、幾いく度どとなく訓練場に響ひびき渡わたる。一瞬たりとも休む暇ひまを与あたえない、怒ど濤とうの連続攻撃。

　だが、届かない。イセリアは顔色一つ変えず、むしろこの状じよう況きようを楽しんでいるかのような微び笑しようを浮うかべながら全ての攻撃を捌さばき続ける。その見事な剣捌きに、戒は内心驚おどろきを隠せなかった。

（二人で攻めてようやく互ご角かくだなんて……！）

　アリサとの戦いではほとんど魔法しか使っていなかったが、剣の腕でもイセリアは群を抜いている。ミラが「四人がかりでも勝てない」と言った気持ちがよくわかった。

　疲ひ労ろうが蓄ちく積せきし、ミラの動きが少しずつ鈍にぶくなる。戒もしだいに腕が重くなってきているのを自覚していた。しかし、対するイセリアは相変わらず息一つ切らしていない。

　このままじゃ……！

「二人とも、行くわよ～！」

　その時。背後から待ちに待った声が聞こえてきた。

　ジゼラが三本の氷の矢を同時に生成し、弦つるを引き絞しぼる。戒とミラは射線から退たい避ひするようにぱっと左右に分かれた。

「何かあるな～とは思ってたけど……これだけ？　なんかがっかりだなぁ」

　ため息混じりにそう言いながら、軽くステップして矢を回避しようとするイセリア。が、

「あり……？」

　ステップしてすぐ、面食くらったような表情になる。

　ジゼラの放った矢はイセリアに向かうことなく、あらぬ方向へ飛んでいた。

　そう、標的はイセリアではない。

　狙ねらいは──




　──バリーンッ‼




　何かが砕くだけるような音がすると同時に、訓練場が暗くら闇やみに包まれる。見物していた一班のメンバーからざわめきが起こった。

「照明を……⁉」

　イセリアの声から初めて余裕の色が消える。

　ジゼラの放った矢が、天井にあった三つの照明器具を全て破壊したのだ。

（やった……！）

　想定通りの展開に、戒は心の中でガッツポーズを決める。

　訓練場内は完全な闇。窓も全て閉め切ったので、日光が入る余地もない。これでイセリアの視覚は完全に奪うばわれたはずだ。

　もちろん、本来ならばこちらの視覚も奪われる。だが、今の戒にはイセリアの姿がはっきりと見えていた。事前にカリナにかけてもらった〝暗視〟の魔ま法ほうのおかげだ。

　この作戦の鍵かぎは、いかにこちらの意図を読まれないかにあった。一つずつ照明器具を破壊していたらすぐ読まれてしまうし、発射位置を探さぐるジゼラの動きに気付かれてしまっても同様だ。

　そのため、ジゼラが三つの照明器具を同時に破壊出来る最適な発射位置を探るまでの時間稼かせぎ、及およびその間、イセリアの注意をそちらに向けさせないようにするのが戒とミラの役割だった。

「本当に何も見えないや……ちょっとやっかいだな、これ……」

　予想外の展開だったらしく、やや焦あせった様子のイセリア。こうなると、一度退いて目が暗闇に慣れるまで待つのが上策となる。だが、させない！

　──ビシビシビシッ！

　地面が次々と隆りゆう起きするかのように氷柱つららが飛び出し、イセリアの両足を凍こおりづけにする。もちろん、ジゼラの魔法によるものだ。

　これで視覚だけでなく動きも封ふうじた。戒とミラは左右から同時に攻撃を仕し掛かける。

　速戦即そつ決けつ。イセリアの目が闇に慣れるまでに、勝負を決める！




「ん～……残念」




　キィン、と剣けん戟げきの音が二つ、訓練場にこだまする。

　戒の剣も、ミラのサーベルも、イセリアには届いていなかった。

「「っ……⁉」」

「二人とも気き迫はくを出し過ぎ。それじゃ気配ですぐわかるよ」

　ミラがサーベルを引き、再び斬ざん撃げきを繰くり出す。だが、イセリアはそれを読んでいたかのように長剣を振ふるい、逆にミラの手からサーベルを弾はじき飛ばした。

「ぐっ……！」

「無理無理。ミラっちの剣、素直すぎだもん。見えなくても十分対処出来る。それにさ、見えないなら、こういう方法もあるよ」

　そう言って、小さく口の端はしを歪ゆがめるイセリア。

　そして、次の瞬間──信じられないことが起こった。

「……な、なに、が……？」

　目の前で起こっている現象に、思わず目を疑ってしまう。

　まるで黒一色の壁かべに白いペンキを塗ぬっていくかのように、真っ暗だった訓練場内が明るさを取り戻もどしているのだ。

　暗闇が全て晴れるまで、ものの一〇秒もかからなかった。

「こんな……ことが……」

　そう呟つぶやくミラの唇くちびるはわなないている。その震ふるえは恐きよう怖ふゆえか、はたまた絶望ゆえか。

　だが、その気持ちは戒にも痛いほどわかる。戒自身、全身に鳥とり肌はだが立っていた。

　あり得ない。だって、こんなのデタラメ過ぎる。

　訓練場内にある全ての魔法素子マナを、同時に活性化するなんて──！

「ね、もうそろそろウォームアップはいいんじゃない？」

　不意に、イセリアがそんなことを言う。その視線は他ほかならぬ戒に向けられていた。

「見せてよ、君の力を。ボクはそのために、この合宿で二四班を指名したんだから」

　イセリアの視線がさらに力を増す。だが、戒はそれに答えることが出来ず、言葉を詰つまらせた。

　彼女の言う『力』とは恐おそらく、二班との試合で使った不思議な力のことだろう。

　だとすれば、見せたくても見せられない。なにしろ、使い方がわからないのだ。

「……もしかして、使い方を知らないの？」

　その質問にも、戒は無言を貫つらぬく。それを肯こう定ていと受け取ったのか、イセリアは途と端たんにつまらなそうな顔をした。

「な～んだ……。じゃあ、もうこれ以上続ける意味ないよね」

　投げやりな言葉と同時に、彼女の隣となりに突とつ如じよ、ソフトボールくらいの雷らい球きゆうが出現する。

　いや、一つだけではない。二つ、三つ、四つ、五つ、六つ……凄すさまじい速度で増ぞう殖しよくし、たちまち訓練場を埋うめ尽つくしていく。

　そうだった。イセリアは今、訓練場内の魔法素子マナを全て活性化させている。

　それはつまり、この訓練場のどこからでも魔法を放てるということだ……！

「全員、散りなさいっ！」

　ミラの叫さけび声で我に返り、慌あわてて近くの柱に逃にげ込もうとする。が、

「遅おそいよ」

　指揮者がタクトを振るかのように、イセリアが腕を振り下ろす。その瞬間、空中に浮かぶ無数の雷球が四人に襲おそいかかった。

（ダメだ……間に合わない……！）

　柱の陰かげに隠かくれるのを諦あきらめ、背後から迫り来るいくつもの雷球に向かってインフィニティエッジを振るう。

　バチン、という破は裂れつ音と同時に衝しよう撃げき波はが発生し、戒は背中から地面に叩たたきつけられた。

「げほっ、かっ、こはっ……」

　数メートルほど地面を転がった後、ふらふらと身を起こす。身体からだの節々に痛みはあるが、動きに支障はない。どうやら、運良く直撃は免まぬかれたようだ。

「あり？　おっかしいな……直撃したと思ったんだけど……」

　休む間もなく、薄うす闇やみの奥からイセリアが姿を現す。一度に大量の魔法素子マナを消費したせいか、訓練場内は少し薄暗くなっていた。

「ま、いいか。ね、この辺で終わりにしない？」

「終わり……？」

「そ。勝ち目がないことはもうわかったでしょ？　練習試合であまり無理する必要もないと思うんだ。ボク、一方的に痛めつけるのとか好きじゃないし……」

　ゆっくりとこちらに歩み寄りながらそう言うイセリア。嫌いやみというわけではなく、本心からこちらの身を案じて言っているのだろう。だが、

「……そういうわけにはいかないんだよ……」

　きっ、と顔を上げ、剣を握にぎる右手に力を込こめる。頭の芯しんがみるみる冷えて、集中力が格段に増していくのを感じた。

　これは単なる練習試合じゃない。ミラの退学がかかった試合なんだ。

　彼女は言った。この先、自分の人生とアリサの人生が交わることはないと。

　でも、そんなのおかしい。同じ時、同じ場所に生まれ、誰だれよりも強い絆きずなで結ばれているはずの二人が、共に生きていくことが出来ないなんて……そんなのは間ま違ちがってる。

　もう、元には戻らないのかもしれない。きっとミラ自身、元に戻りたいと望んでいるわけではないのだろう。もしそれを望んでいるなら、『願いの神樹イグドラシル』の力をあてにしているはずだ。

　でも、たとえ元に戻らなくても……二人が手を取り合って笑え顔がおでいられる未来が、きっとどこかにある。二人が卒業するその日までに絶対見つかる。いや、見つけてみせる。

　だから、僕は戦う。

　二人が共に歩む未来を──僕のこの剣けんで、切り拓ひらく！

「……いいね、その目。あの時と……クラウディオと戦っていた時と同じだ」

　イセリアが腰こしの後ろから二本の剣を引き抜ぬく。

「気が変わったよ。やっぱり続けよう。二班との試合を見て君の力には驚かされたけど、何より──」

「ごちゃごちゃうるさいな。来るなら来なよ」

　興奮気味に語り出したイセリアの言葉を遮さえぎり、戒はインフィニティエッジの切っ先を突つき付ける。挑ちよう発はつ行こう為いとも取れるその行動に、イセリアはより笑みを深くした。

「わかった。行くよ！」

　すっと身を低くしたかと思うと、地を這はうような突とつ進しん。戒も腰を低くして応戦の構えを取る。

　右斜ななめ下から迫せまる斬撃を受け流し、続いて左上方からの振り下ろしも身体を捻ひねって回かい避ひ。即そく座ざにバックステップで距きよ離りを取る。

　相手の剣は二本。対してこちらは一本だ。刃やいばを合わせて攻こう撃げきを受け止めてしまえば、残った一本の餌え食じきになる。それだけは避さけなければ。

　イセリアは攻撃の手を緩ゆるめない。上下左右、ありとあらゆる角度からの斬撃が戒を襲う。

　一つ一つに重さはないが、手数とスピードはこれまで戦った相手の中で圧あつ倒とう的。一つでもミスを犯おかせば、その瞬間に致ち命めい傷しようとなる。

　だが、戒は犯さなかった。驚おどろくべき集中力で、変へん幻げん自在の剣を全すべて捌さばいていく。

　二刀流といっても、常に手数が二倍になるわけではない。常時二本とも攻撃に使ってしまえば、その分、隙すきも大きくなる。二本の剣が同時に繰り出されるのは、相手の反撃がないと確信した時だけだ。

　そう考えると、戒の中にわずかながら余よ裕ゆうが生まれた。相手の動きもしだいにはっきり見えてくる。決して焦らず、攻撃の流れを予測しながら、一つ一つ確実に対処していけばいい。

「どうしたの⁉　威い勢せいが良かったわりには防ぼう御ぎよだけ⁉」

　反撃を期待しているかのようなイセリアの叫び声。だが、その挑発には乗らない。

　まだだ。まだ、もう少し……。

「口だけの男って嫌きらいだな……ボク！」

　身体を反転させながらの強きよう烈れつな一いつ閃せん。遠心力により威力の増したその一撃を、戒は半歩下がって避ける。そして、

（うん……これなら、もう大だい丈じよう夫ぶかな）

　今度は右足を踏ふみ込み、剣を振り抜いた。

「っ……！」

　突とつ如じよ攻こう勢せいに転じた戒に若じやつ干かんの驚きを見せながら、イセリアは刃を合わせてその斬撃を受け止める。バランスを失い、一度後退したところを、戒はすかさず追撃した。

「急にやる気になって……！」

　肉にく薄はくする戒を振り払はらうかのように右手の剣を振るイセリア。だが、その切っ先はわずかに届かない。

　彼女の一閃が目と鼻の先を通過したことを確かく認にんすると、戒は迷わず左上方からの袈け裟さ斬ぎりを繰り出した。

「ぐっ……」

　攻撃を受け止めた左手に痺しびれが走るのを感じながら、イセリアは右手の剣で相手の肩かたを狙ねらった突きを放つ。

　だが、その突きも届かない。せいぜい強化制服を浅く切り裂さいた程度だった。

　避けられているわけではない。常に剣の届かない位置に相手が動いているのだ。

　まるで、こちらの攻撃を全て先読みしているかのように。

（ボクの剣が……見切られてるっ⁉）

　戒のインフィニティエッジが再び狙いを定める。

　それを見た瞬間、イセリアは無意識のうちに地面を蹴けり、大きく後退して距離を取ってしまっていた。

（まさか、このボクが退ひくなんてっ……！）

　学年一位のプライドを傷つけられ歯がみするも、足は前に進もうとしない。理性とは裏腹に、本能が接近戦を拒きよ絶ぜつしているのだ。

　これ以上剣を交えれば、これまで築き上げてきた剣術の何もかもが見み透すかされてしまう。そんな恐怖が、彼女の身体を支配し始めていた。

「けど……まだ負けたわけじゃない！」

　イセリアの右手から電流が溢あふれ出し、幾いく重えにも枝分かれしながら戒を襲う。アリサとの戦いで見せた魔ま法ほうと同じものだった。

（一つ一つ避けていたらアリサの二の舞まいだ。けど、柱に隠れていたら攻撃なんて出来ない）

　電流が到とう達たつするまでのわずか数秒間で、戒は急速に思考を巡めぐらせる。

（そういえば……さっきの雷球はなんで直撃しなかったんだ？）

　イセリアも不思議がっていたが、思えば妙みような話だ。

　狙いは外れていなかった。雷球は確実に自分の背中を捉とらえていた。

　だからこそ、僕は──

（僕は……何をしたんだっけ？）

　小こ柄がらな戒の身体を一ひと吞のみにする勢いで、荒あら波なみと化した電流が襲いかかる。

　そして、

「……は……？」

　イセリアは、目を見開いて絶句した。

　戒がインフィニティエッジを振ふり抜いたその刹せつ那な──彼に向かっていた電流が全て、跡あと形かたもなく消しよう滅めつしたのだ。

「……うん。さっきは無意識だから中ちゆう途と半はん端ぱだったけど、今度は完かん璧ぺきかな」

　そう呟つぶやきながら、何か手て応ごたえを摑つかんだかのように一つ頷うなずく戒。

　一体、何が起きたのか。イセリアは素す早ばやく視線を左右に走らせた。

（魔法を吸収した……？　いや、違う。あれは……！）

　戒が右手一本で構えるインフィニティエッジ。その剣身が、ピリピリと帯電している。




「他人ボクの魔法を……属性付与エンチヤントした⁉」




　ぞっと背筋を凍こおらせるイセリア。動どう揺ようのあまり出来たその隙を見み逃のがさず、戒は一気に距離を詰つめた。

　虚きよを衝つかれ、とっさに防御しようとしたイセリアの剣を一閃。切断された剣身が音もなく宙を舞まい、きりもみしながら地面に落下する。

「君も人が悪いね！　こんな離はなれ業わざを隠かくし持ってるなんてさ！」

　折れた左手の長剣を投げ捨てると同時に、すかさず電流が放たれる。戒は迷いなく剣を振り抜き、それを切り裂いた。

「別に隠してたわけじゃないよ。さっき思いついただけ」

「っ……！　そんな涼すずしげな顔で……デタラメ過ぎるよ！」

「リアに言われたくはない！」

　二刀流を放ほう棄きし、右手で巧たくみに長剣を振るいながら左手で魔法を繰くり出してくるイセリア。やっかいなコンビネーションに、戒は内心舌を巻く。

　属性付与エンチヤントは魔法を防ぐ手段にはなっても、封ふうじる手段にはならない。戒自身が魔法という飛び道具を持たない以上、勝つためには距離を詰めて接近戦に持ち込むしかないのだ。

　そして恐おそらく、イセリアもそれを理解しているのだろう。絶ぜつ妙みようなタイミングで魔法を放ち、ギリギリ剣の届かない距離を保っている。

　こうなったら根こん競くらべだ。魔力が尽つきるまで追い回してやる！

「まだ耐たえられるなんて……その武器、一体どれだけの魔法浸透容量キヤパシテイーを……⁉」

　魔法を連発し、魔法浸透容量限界突破キヤパシテイーオーバーを狙っていたイセリアだったが、いつまで経たってもインフィニティエッジに変化が見られないことに痺れを切らし、左手を右手の剣に走らせる。

　剣身が目も眩くらむほど強烈な白光を放ち、荒あれ狂くるう電流をその身に纏まとった。




「勝負だ────カイ‼」
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　二人の剣が激げき突とつし、反発し合った同属性の魔法素子マナが爆ばく風ふうを巻き起こす。金属の擦こすれるような音が訓練場に飛び散り、その音速の衝しよう撃げきに大気は悲鳴を上げた。

「ああぁぁぁぁぁぁあああああ‼」

　声を張り上げながら、戒は剣けん身しんに込こめられた魔法素子マナを解放。

　残された力の全てを、この一撃に叩たたき込む！

「届けぇぇぇぇぇぇぇええええええッッ‼」

　二人の間で閃せん光こうが急激に膨ふくれあがり、その直後、反発しながらも均きん衡こうを保っていた魔法素子マナがついに弾はじける。

　弾かれ、高々と宙を舞ったのは──戒の剣だった。

「惜おしかったね……！」

　魔法浸透容量限界突破キヤパシテイーオーバーによりボロボロと崩くずれていく長剣を投げ捨てながら、イセリアは無防備な戒に左手を向ける。

　追い詰められた戒は、眼前で生まれる雷らい球きゆうを見つめながら……笑った。

「どうかな……？」

「ッ────！」

　瞬しゆん間かん、雷球が別方向に放たれる。その直撃を受け、イセリアに向かっていた氷の矢は粉々に砕くだけ散った。

「あらあら～残念。いわゆる一つの〝後一歩〟というやつね～」

　悔くやしそうにそう言いながら、ジゼラはさっと柱の陰かげに逃にげ込んで雷球をやり過ごす。

　その直後、

「まだですわッ！」

　戒の肩を足場に、ミラが思い切り跳ちよう躍やくした。同時に右みぎ腕うでを伸のばし、落下してきたインフィニティエッジを摑み取る。

「迂う闊かつっ……！」

　戒との戦いに夢中で周囲への警けい戒かいを怠おこたっていた自分を呪のろいながら、イセリアはとっさに電流を放つ。

　だが、ミラはかわさない。

　彼女の陶とう器きのように滑なめらかな白い指が、インフィニティエッジの剣身を駆かけ抜ぬける。その指先から、たちまち風が吹ふき荒れた。

「属性付与エンチヤントっ……⁉」

　驚きよう愕がくに目を見開くイセリア。ミラは猛たける旋せん風ぷうを纏った剣を、渾こん身しんの力で振り抜いた。

「はぁぁぁああッッ‼」

　電流を弾き飛ばしたミラの一閃が、ついにイセリアを捉える。放出された魔法素子マナにより生まれた突とつ風ぷうが、彼女の身体からだを遥はるか後方まで吹き飛ばした。

「やった……！」

　戒が歓かん喜きの声を上げると共に、訓練場全体が明るさを失う。魔法素子マナの活性化がなくなったのだ。

「気を失った……ってこと？」

「恐らくは。しかし、油断は出来ませんわよ」

　その言葉に頷き返すと、ミラからインフィニティエッジを受け取る。

　気絶しているならそこで試合は終わる。確かく認にんしにいかないと。

　そう思い、戒が一歩踏ふみ出そうとした、その時、




「天界の正義と怒いかりを司つかさどる雷いかずちの眷けん属ぞくよ、雷帝ライトニングマスターの名において告げる。我が魂たましいに轟とどろく憤ふん怒ぬの天声を剣に変え、今ここに顕あらわしたまえ！」




　暗くら闇やみの奥から、突とつ如じよ声が響ひびいた。と同時に、黄金に輝かがやく光が天に向かって伸びる。

　瞬またたく間に見上げるほど巨きよ大だい化したそれを、イセリアは両手で振り下ろした。




　──ズォォォォオオオオオオン‼




　大地じ震しんでも起きたかのように大地が震ふるえ、凄すさまじい轟ごう音おんが訓練場内に響き渡わたる。

　天てん井じようがひしゃげ、地面が何十メートルにもわたって抉えぐれ……そして、背後にあったはずのクリスタルが、まるで初めから何もなかったかのように、欠片かけらも残さずその姿を消していた。

「……しょ、勝者、イセリア様……。あ、いえ、一班……？」

　ひどく間ま抜ぬけな勝敗宣告を受け、ミラがへたへたと座り込む。

　戒は消滅したクリスタルからイセリアに視線を移し──息を吞んだ。

　魔法素子マナの活性光とは異なる、彼女の全身を包み込む黄金こがね色の輝き。

　あの輝きを、戒は知っている。そう、あれは……。

「試合には勝ったけど……勝負はボクの負けかな。四対一とはいえ、ここまでやられるなんて思いもしなかったよ。ムキになって、つい力を使っちゃった」

　勝者とは思えぬ苦々しい表情でそう語るイセリア。その口調には学年一位のプライドを打ち砕かれた悔しさがアリアリと滲にじみ出ていた。

「リア……君は、一体……」

「君と同じだよ。多分……だけどね」

「多分……？」

「……公式戦での対戦、楽しみにしてるよ。今度は負けない。試合でも、勝負でもね」

　戒の疑問には答えず、黄金色の輝きが霧む散さんすると同時に踵きびすを返して去って行く。

　そんなイセリアの背中を、戒はただ呆ぼう然ぜんと見送ることしか出来なかった。







　エピローグ







「勝ったと思ったのだけれど……残念ね～」

「惜しかった、です……」

　練習試合後の控ひかえ室で、ジゼラとカリナが揃そろって落らく胆たんのため息をつく。

　彼女達がそう思うのも無理はない。実際、戒かいもほとんど勝利を確信していた。

　イセリアと一対一で戦う最中、ミラとジゼラが身を潜ひそめて機を窺うかがっていることには気付いていた。つい先さき程ほど聞いたところによれば、三人の中で唯ゆい一いつ雷らい球きゆうの直撃を免まぬかれたカリナが、こっそり二人を魔ま法ほうで治ち療りようしたらしい。恐らく、一番小こ柄がらゆえに当てるのが難しかったのだろう。イセリアの魔法はコントロールが甘いらしいし。

　ミラがアリサから一晩かけて属性付与エンチヤントを伝でん授じゆされたことも聞いていたが、成功率はまだ五割にも満たないとのことだったので、アテにはしていなかった。ぶっつけ本番、しかもあの場面で成功したのはほとんど奇き跡せきに近い。

　こういった数々の幸運が重なり、もう一歩のところまで追い詰めたというのに。

　まさか、最後にあんなことが起こるなんて……。

（ん……？）

　ふと誰だれかからの視線を感じ、そちらに目を向ける。視線の先にいたのはアリサだった。

「…………」

　何かを問いかけるような彼女の目。その視線の意味はすぐ理解出来た。

　イセリアが纏まとっていたあの輝き。色こそ違ちがうが、あれは二班との試合で自分が纏ったものと同じなのではないだろうか。恐らく、アリサもそう感じているのだろう。

　そして、君と同じというあの言葉。最後に「多分」と含ふくみを持たせた点は気になるが、これだけは言える。

　リアは……僕の力の正体について何か知っている。

「失礼致いたします」

　とその時。控え室の扉とびらがゆっくりと開き、見覚えのある老紳しん士しが現れた。

　ベロワ家の執しつ事じ長を務めているジルだ。

「ミラお嬢じよう様さま。今日の試合、拝見させて頂きました」

「……そうですの。それなら、結果を話す必要はありませんわね」

　深く一礼するジルを一いち瞥べつしてから、ミラは荷物を手にベンチから立ち上がる。弁解も抵てい抗こうもしない潔いさぎよさは彼女の美徳かもしれないが、今ほどそれが恨うらめしいと思ったことはない。

「今日で皆みんなとはお別れですわ。これまでわたくしによくして頂いたこと……心より感謝致します」

　そう言って、優ゆう雅がな所作で頭を下げるミラ。こんな形で退学が決まってしまい、心中穏おだやかではないだろうに、顔色一つ変えなかった。これが別れを辛つらくしないための彼女なりの配はい慮りよなのかもしれない。

「えっと……これは、どういうことなのかしら～……？」

「ミラ、先せん輩ぱい……？」

　事情を知らないジゼラとカリナが眉まゆ根ねを寄せて困こん惑わくする。

　そんな二人に苦く笑しようを返した後、ミラはこちらに顔を向けた。

「カイ……」

「……何？」

　何か言いたそうな視線を受けて、戒は尋たずね返す。

　助けてくれと、そう言って欲しい。彼女が他人の助けを借りることをよしとするなら、どんなことをしてでも引き留めるつもりだった。

「……いえ。何でもありませんわ」

　だが戒のそんな思いとは裏腹に、ミラは小さく首を振ふって、結局、何も言わなかった。

「ミラ……私は……」

「アリサ……」

　残る一人、アリサに視線を向けるミラ。そして、

「……いつまでも元気でいなさい」

　たった一言そう告げると、ジルの待つ出入り口に向かって歩き始めた。

（これで……いいの？）

　その光景を見つめながら、戒は自問自答する。

　もちろん、いいわけがない。

　でも、どうやって止める？　どういう言葉を使えば、あの執事長は納なつ得とくしてくれるんだ？

　それこそ、下手なことを言って失敗でもしたら──




「待ってくれ！」




　出口の見えない戒の無意な思考が、力強い声で吹ふき飛ばされる。

　その場にいる全員の視線を一身に集めたアリサは、松まつ葉ば杖づえも使わずジルの前まで辿たどり着くと──両手両足をつき、額を床ゆかに擦こすりつけた。

「厚かましいことを承知でお願いします。ミラを……連れて行かないで欲しい」

　アリサの土下座に、ジゼラとカリナが絶句する。戒も思わず啞あ然ぜんとしてしまった。

「な、何をしておりますの⁉　顔を上げなさい！　あなたにはプライドというものがありませんの⁉」

「ある！　だからこそ、こうしているのだ！」

　未いまだ顔を上げないまま、アリサが叫さけぶ。

「目の前で仲間が失われるのを黙だまって見ているなど……私のプライドが許さない！　それに比べれば、土下座くらい何ほどのことか！」

「っ……！」

　その言葉で、ようやくボヤけていた思考の焦しよう点てんが定まる。

　一体、僕は何をしてるんだ。上手うまくいくかどうかなんて考えてもわからないし、考えてる場合でもない。

　今、僕に出来ることなんて……ただ、がむしゃらにやることくらいだろ！

「僕からも、お願いします！」

　すぐさまアリサの隣となりに並び、額を床につける。

「士官学校ここは、ミラが大切な人と一いつ緒しよにいられる大切な場所なんです！　だから、お願いします！　ミラを退学にしないで下さい！」

　何も考えず、ただ頭に思い浮うかんだことを吐はき出した。気の利きいた言葉など一つもなかったが、これが何の飾かざり気けもない自分の願いだ。

「よく事情がのみ込めないのだけれど……わたしからもお願い致します」

「カ、カリナも、お願い、します……！」

　ひとまずミラが退学の危機にさらされていることだけは理解したジゼラとカリナも、ジルに向かって頭を下げる。

　すると、

「皆みな様さま、顔を上げて下さい。どうも少し誤解があるようですな」

　そう言いながら、ジルはまいったと言わんばかりに苦笑した。

「まず初めに申し上げておきますと、私はミラお嬢様を退学にするつもりはありません。そのご心配は無用です」

　思わぬジルの言葉に、ミラも含めた二四班全員がポカンとする。

「で、ですが、わたくし達は試合に負けて……」

「試合を見て判断するとは申しましたが、勝敗で判断するとは申しておりません。もちろん結果も重要ですが、判断は試合内容も含めてするつもりでした。あの戦いを見れば、お嬢様が日々修練を積んでおられることは私にもわかります。そして何より……」

　そこで一度言葉を切り、ジルは二四班の面々を見み渡わたした。

「良い友人に恵めぐまれましたな。旦だん那な様と奥様には何の心配もいらないと、そのようにお伝え致します」

　そう告げながら小さく一礼するジルを見て、二四班全員が深い安あん堵どのため息を漏もらす。

　よかった……。色々大変だったけど、これにて一件落着だ。

　そう、思っていたのに、

「そして、カイ様。あなたはミラお嬢様の正式な婚こん約やく者候補として、私から旦那様に推すい薦せんさせて頂きます」

「…………へ？」

　婚約者……候補？

「今日の相手は学年一位の方だそうで。そんな方と互ご角かくに渡わたり合うその実力……ミラお嬢様の婚約者として申し分ありません。実のところ、最初はお二人の関係が噓うそでないかと疑っていたのですが……男性魔術師でありながら、私のような一いつ介かいの執事にまで頭を下げるとは。どうやら完全に思い違いだったようですな。あなたと過ごす大切なこの場所を、お嬢様から奪うばうわけにはまいりません」

「あ、いや、違ちがっ、さっきのはそういう意味じゃ……」

「それでは、帰りの馬車を待たせておりますので、ここで失礼させて頂きます。皆様、今後ともお嬢様をよろしくお願い致します」

「ちょっ……ジルさん⁉」

　慌あわてて引き留めようとしたが時既すでに遅おそく、無情にも扉が閉まる。

　まずい。試合のことで頭が一いつ杯ぱいで、偽ぎ装そう恋こい人びとの件を完全に忘れてた。追いかけて誤解を解かないと……！

「……カイ。今の話はどういうことだ……？」

　ところが。慌てて立ち上がろうとしたところで、隣にいたアリサに肩かたをがっちり摑つかまれてしまった。

　い、痛い！　痛いよアリサ！　骨がギチギチいってるよ！

「あらあらあらあら～……わたしも是ぜ非ひ、話を聞きたいわ～」

「逃にがしま、せん……！」

　続いて、ジゼラとカリナにも腕うでを摑まれる。こちらもかなり力がこもっていた。

　このままじゃ埒らちが明かない。ジルより先にアリサ達の誤解を解いた方がよさそうだ。

「ち、違うんだよ。これには事情があってさ……ね、ミラ？」

　三人からの物理的かつ無言の圧力に内心怯おびえながら、助けを求めるようにミラを見る。

　すると、

「……あら、何のことですの？」

　ミラは唇くちびるの端はしに薄うすく笑えみを浮かべ、ちょこんと小首を傾かしげた。

「事情も何も、今聞いた通りですわ。もしカイが元の世界に帰れなかった時は、わたくしの家で面めん倒どうを見ることになりましたの」

「えぇっ……⁉」

　いやいやいや、いつの間にそんな話に⁉　僕聞いてないよ⁉

「ほう……。どうやら、じっくりと話を聞く必要がありそうだな……」

「そうね～。宿舎に帰るまでたっぷり時間はあるし……いわゆる一つの〝事情聴取ごうもん〟というやつね～」

「馬車の中に、強制連行……です」

「ま、待ってよ！　僕にも何が何だか……って、その縄なわどこにあったの⁉　やめて、縛しばらないで！」

　必死の抵てい抗こうも虚むなしく、どこからともなく出てきた縄でぐるぐる巻きにされ、まるで荷物のような扱あつかいで馬車に積み込まれる。

　宿舎に帰るまで半日弱。その間に、一体どんなひどい仕打ちが待ち受けているのか……。

「うぅ……なんでこうなるの……」

　蓑みの虫むしのような状態のまま、自身の不幸を呪のろってしくしくと涙なみだする。

　中なか山やま戒の女難創世記ハーレムロードは、まだしばらく続きそうであった。







　あとがき







　読者の皆様、お久しぶりです。著者の稲いな葉ば洋ひろ樹きです。

『剣けん帝ていの女難創世記ハーレムロード』二巻はいかがでしたでしょうか。

　今回は前巻よりさらにハーレム度を増してお送り致いたしました。

　あっちでイチャイチャ、こっちでイチャイチャ……本当に元の世界に帰る気があるんでしょうか、この主人公は……。

　なお、既に本編を読まれた方はおわかりでしょうが、この二巻はミラ編であると同時に、一巻では書ききれなかったアリサ編の補ほ完かんとしての側面も有しています。まだ本編を読んでいない方は、本編を読んでその意味を確かめて頂ければと。

　一巻ではヘタレ全開だった主人公も少しだけ格好良くなりました。いや、本当に少しだけなんですが……。三巻ではさらに格好良い主人公を見せていきたいところです。

　さて、そろそろ恒こう例れいの謝辞に移りたいと思います。

　一巻に引き続きイラストを描かいて下さったあゆや先生、ありがとうございました。一巻のイラストは私の周りでも大好評でした。小説の中身を差し置いて（笑）

　続いて担当編集様、二巻もお疲つかれ様でした。なかなか期待に添そった原げん稿こうが書けず申し訳ありません。三巻でも苦労をかけてしまうと思いますが、よろしくお願い致します。

　また、お二方以外で本書の作成に尽じん力りよくして下さっている全すべての皆様、毎度の事ながら厚く御おん礼れい申し上げます。

　そして最後に、本書を手にとって下さった読者の皆様、ありがとうございました。また三巻でお会いできることを楽しみにしております。

　それでは、本日はこの辺りで。





二〇十三年十月　稲葉洋樹
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